

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　巨大な白はく鯨げいの姿をした精霊が、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森の上を飛行する。

〈白魔鯨ダイア・ホエール〉──〈水の精霊王〉の使役する超大型の精霊だ。

　その〈白魔鯨〉の腹の中にある空間で──

　フィアナ、エリス、リンスレットの三人は、小さなテーブルを囲んでいた。

「──では、カミトたちは、まだ見つかっていないのですか？」

「ええ。〈元素精霊界〉の森に落ちてしまっては、探すのは難しいわ」

　訊たずねるエリスに、水鏡色の髪をした少女は首を振った。

　少女の名は、イセリア・シーウォード。三年前、レン・アッシュベルによって解放された、〈水の精霊王〉の化身である。彼女は、カミトたちが〈元素精霊界〉を訪れたことを察知し、力になるべく駆けつけてくれたのだ。

「クレアは〈浮遊〉の〈精霊鉱石〉を用意していたはず、きっと無事よ」

「王女殿下の言う通りですわ」

「うむ、そうだといいが……」

　エリスは、テーブルの上の水晶球に映る外界の様子を、心配そうに見つめた。

〈白魔鯨〉の目を通して映し出されているのは、広大な森と、雨の降りしきる〈元素精霊界〉の空。そして──

　砕け散った〈浮遊島ラグナ・イース〉の残ざん骸がいが、ゆっくりと地上に落ちつつある光景だった。

　──ほんの数時間前までは、大地であったものだ。

〈聖王〉によって開かれた異界の〈門ゲート〉を封印するため、カミトたちは四人の〈精霊姫〉たちと共に、転移した〈聖都〉アレクサンドリアへと向かった。

　しかし、その途上、船は枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスの襲撃を受けて墜落。カミトとクレアはミレニアの召喚した〈天使〉と、エリスたちは、最強の焔えん剣けん〈ラグナレク〉を手にしたもうひとりのミレニアと、それぞれ戦うことになる。

　戦闘の最さ中なか、ミレニアを倒したルビアは〈火の精霊王〉と相対した。

　だが、その瞬間。〈聖都〉の方角から放たれた、巨大な光の刃が、〈浮遊島〉の大地を粉々に打ち砕いたのだ。

　カミトとクレア、ルビアと〈火の精霊王〉は、それぞれ地上へ落下。エリス、フィアナ、リンスレットの三人と四人の〈精霊姫〉たちは、落下途中にイセリアの〈白魔鯨〉に発見され、無事に救われたのだった。

「……あの光の刃は、一体なんだったのかしら？」

　フィアナが神妙な声で呟つぶやく。

　たったの一撃で〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を打ち砕いた、あの光。

　あんな凄すさまじい力が、この世界に存在するなんて──

「あれは、〈精霊戦争〉時代の〈精霊兵器〉──〈テルミヌス・エスト〉の光よ」

　イセリア・シーウォードが言った。

「……剣精霊さん？」

　と、リンスレットが不思議そうに訊きき返す。

「カゼハヤ・カミトの契約している〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉は、本来の十分の一の力しか持っていないの。〈聖王〉は、〈聖女〉アレイシアの肉体を器とすることで、〈テルミヌス・エスト〉の本体を召喚することに成功したのでしょうね」

「そんなことが……」

〈聖王〉アレクサンドロスは、最強の〈精霊兵器〉まで手に入れたというのか──

「……迂う闊かつに〈聖都〉に近付くことはできないわね」

　フィアナは水晶球に映し出された、〈聖都〉の様子を注視した。

〈聖都〉の中心部から、三本の光の柱が立ち上り、空に巨大な穴を穿うがっている。

　おそらく、あれが異界へ繋つながる〈門ゲート〉なのだろう。

「──なんにせよ、カミトたちを探さなくてはな」

　言って、エリスは静かに立ち上がった。

「騎士団長、どこへ行きますの？」

「森を探してくる。私一人だけなら、〈聖国〉に発見されることもないだろう」

「おひとりでは危険ですわ！」

「森には凶暴な精霊がたくさんいるわよ」

　イセリアが警告する。

「では、なおのこと早く探さなくてはな」

　エリスの意志は固いようだ。

「……わかったわ。気を付けて」

「はい、王女殿下──」

　フィアナに短く頭を下げると、エリスは〈魔風精霊〉を召喚した。

〈白魔鯨ダイア・ホエール〉が大きな口を開き、外の風が激しく吹き込んでくる。

「──行くぞ、シムルグ！」

　巨大な魔鳥の背に乗って、彼女は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の空へ飛び立った。





　　　　◆






　ゴオオオオオオオオオオオオオッ──！

〈アレイシア精霊学院〉の広大な敷地に、一隻の軍用艦が着艦した。

　動力炉の唸うなる音が、大気を激しく振動させる。

　学舎にいた学院生たちは、なにごとかと窓際に集まって、ゆっくりと降下してくる軍用艦の様子を訝いぶかしげに見守った。

　軍用艦──〈[image: ]獄の使徒チーム・インフエルノ〉の〈レヴァナント〉であった。

〈帝都〉オストダキアに寄港していたものを、学院に呼び戻したのだ。

「存外に早かったな。不肖の弟子め、よほど私が怖いとみえる」

　着艦する船を真下の訓練場から眺めつつ、グレイワースが言った。

　彼女の体を侵しん蝕しよくする〈異界の闇〉の作用により、一時は全盛期の姿になっていた彼女だが、エストの力で闇を取り除かれた今は、もとの年齢に戻っている。無論のこと、あの肉体のほうが遥はるかに力は上だったが、それは言ってもしかたのないことだ。

「学院長、〈転移〉の準備が完了しました」

「──そうか、ご苦労」

　フレイヤ教師の報告に頷うなずくと、彼女は背後にいる三人の少女たちを振り返る。

　広場に集まったのは──

　ドラクニアの竜騎士、レオノーラ・ランカスター。

〈教導院〉の怪物、ミュア・アレンスタール。

〈静寂の要塞サイレントフオートレス〉、ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルト。

　三人の強力な精霊使い。学院生とは比べ物にならぬほどの実力者たちだ。

「お前たち、覚悟はいいな？」

　と、グレイワースは問い尋ねた。

「愚問ですね、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉。竜の戦士が畏れるとでも？」

「兄にい様さまが待ってるんでしょ、もちろん行くわ」

「ファーレンガルトの家名にかけて、騎士に二言はありません」

　それぞれ、きっぱりと答える三人。

「──お前たちには、愚問だったな」

　グレイワースは苦笑し、肩をすくめた。

　カミトたちが〈聖王〉の計画を止めるため、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ向かった。

　その報告を聞いたグレイワースは、ただちにヴィヴィアン・メローサに命じて〈レヴァナント〉を呼び戻し、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ転移する準備を整えさせた。

　そして、共に〈元素精霊界〉へ向かう、最強の戦力を選んだのであった。

「ヴェルサリア、〈レヴァナント〉への接続だが──」

「ええ、私の〈城塞精霊ドレツド・ノート〉ならば、問題なく接続できるでしょう」

　頷うなずくヴェルサリアに、グレイワースは短く、そうかと答える。

　訓練場の中央に、〈レヴァナント〉の巨大な船体が着陸した。

「では、行くぞ──」

　灰色の外がい套とうを翻し、グレイワースは船へと足を進めた。





　　　　◆






　どこまでも続く、無む窮きゆうの闇の中で──

　カミトは、漆黒の翼を広げた、その少女と対たい峙じした。

　輝く金色の瞳ひとみが、闇の中で月のように浮かび上がる。

　美しいその顔立ちは、レスティアと瓜うり二ふたつ。

　二人が並べば、きっと姉妹のように見えるだろう。

〈闇の精霊王〉──レン・アッシュドール。

　叛はん逆ぎやくの〈精霊王〉。レスティアの創造主にして、〈魔王〉の力の根源──

「……っ！」

「そう固くなるな、我が愛いとし子ごよ──」

　厳しい眼まな差ざしで睨にらむカミトに、闇の王はくすっと微笑ほほえんだ。

　その表情、仕草までも、レスティアとよく似ている。

　──しかし、とカミトは疑問を抱く。

　この少女は本当に、カミトを〈魔王〉へと導いた、あの声の主なのだろうか？

　闇の力を引き出すたび、カミトの脳のう裏りに響いてきた、あの声。

〈異界の闇〉に侵しん蝕しよくされた彼女の声は、もっとおぞましいものだったはずだ。

　だが、眼めの前に現れたこの少女は、狂乱しているようには見えない。

　もっとも、その強大な力は、肌で感じ取れるほどだ。

　以前、ドラクニアで、神話級の竜精霊に謁見したときも相当な力を感じたが──

　この少女は間違いなく、あの〈竜王バハムート〉と同格以上の存在だ。

「警戒することはない。余は彼女の力のほんの一部、闇の力の化身に過ぎぬ」

「化身だと？」

「〈水の精霊王〉の化身と会ったことがあるだろう？　あれと同じようなものだ」

「……イセリアと同じ？」

〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で出会ったイセリア・シーウォードは、三年前、レン・アッシュベルによって解放された〈水の精霊王〉の意志が、化身となったものだ。彼女は並の精霊に比べれば強大な精霊だったが、その本来の力は大きく削そがれていた。

（……なるほど、〈化身〉か）

　と、カミトは一応は納得した。

〈闇の精霊王〉の化身が何な故ぜここにいるのか、という疑問はあるにしても、いまは先に訊きくべきことがある。

「……つーか、ここは一体どこなんだ？　俺はどうなった？」

　カミトが覚えているのは、ミレニアの召喚した〈天使〉との戦いの最さ中なか、闇の力に呑のみ込まれ、意識を失ったところまでだ。だとすると、ここは闇の力に呑み込まれたカミト自身の意識の中、あるいは彼女の意識の中なのか──？

「お前の考えている通りだ、愛いとし子ごよ」

　そんなカミトの思考を読んだかのように、〈闇の精霊王〉の化身は言った。

「ここは彼女の闇に呑み込まれた、お前自身の魂の中だ」

「……そうか」

　と、カミトは頷うなずく。

　魂の中と言われても、正直あまりピンとはこないが、この空間そのものに、なんだか妙な既視感があるのは、彼女の答えの正しさを裏付けているように思える。

「それで、あんたは俺になにをさせたいんだ？」

「ふふ、お前は話が早くて助かるな──」

　化身の少女は、嬉うれしそうに漆黒の翼をバサバサ羽ばたかせる。

　……レスティアが、機嫌のいい時によくするしぐさだ。

「お前にはこれから、〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の力を継承してもらう」

「なんだって？」

　カミトは思わず、訊き返した。

「どういうことだ？　俺は彼女の力を継承して、その力に呑まれたんだろ？」

「その通り。しかし、それも彼女の計画の内なのだ──」

〈闇の精霊王〉の化身は虚空に手を翳かざし、大きな闇の球体を出現させた。

「……っ!?」

　カミトは身構え、双剣の柄に手をかける。

「誤解するな。少し、昔話をしてやろうというだけだ」

「……昔話、だと？」

「ああ。お前はまず知る必要がある。〈精霊王〉を侵しん蝕しよくする〈異界の闇〉が、どこから来たのか。彼女はなぜ、その力を人間に転生させたのか、その理由をな──」

　闇の球体の表面が歪ゆがみ、映像が映し出された。
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「……っ!?」

　警戒さえも忘れ、カミトはその場に立ち尽くした。

　闇の球体の表面に映し出されたのは──

　巨大な大渦。無数の星々を呑のみ込み、生み出し続ける、秩序と混こん沌とんの塊。

「これは、なんだ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくカミト。

「万物の根源。すべての事象の源にして、無数の世界を生み出す混沌の海。この〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を生み出した存も在の──」

「……〈元素精霊界〉を、生み出した？」

〈闇の精霊王〉の化身は、渦の中心を指さして、

「お前は、あれを目にしたことがあるだろう？　〈精霊王〉の祭壇で──」

「……っ!?」

　それを見た途端、カミトは息を呑んだ。

　星々を呑のみ込む、巨大な混こん沌とんの渦。

　その中心部に、無数の小さな光が瞬いている。

「……あれは、まさか〈天使〉!?」

　カミトは目を見開いた。

「──ってことは、あの巨大な渦は〈異界の闇〉なのか？」

「それは半分正解だ、愛いとし子ごよ」

　カミトの言葉に、化身の少女は小さく首を振る。

「半分──」

「〈闇〉だけではない。〈光〉も〈火〉も、〈水〉も〈風〉も〈地〉も、すべての元素は、あの混沌の大渦より生まれたのだ──」

「……なんだと？」

　闇の球体に映し出された映像が変化した。

　大渦の中心部で泡が弾はじけ、無数の球体を生み出してゆく。

「あの弾ける泡のひとつひとつが、あらゆる〈世界〉の源なのだ。広大なこの〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉も、あの泡ほう沫まつの一つに過ぎぬ」

「なっ──」

　今度こそ、カミトは絶句した。

（──あの泡が、〈世界〉だって？）

「もっとも、まともな〈世界〉となるものは、ごく少数だろうがな。ほとんどは〈世界〉が形作られるまえに、文字通り泡沫のように消滅してしまう。ともあれ──」

　化身の少女は、映像に視線を戻した。

「──あの混沌の渦の中で、この〈元素精霊界〉は生み出された」

　弾けた泡の一つが完全な球体となる。その球体の中に──

　光と、そして闇が生まれた。

「最初に生み出されたのは、光の精霊と闇の精霊。そのふたつの精霊の力が、世界をあまねく覆おおった後に、〈火〉と〈水〉、〈風〉と〈地〉の精霊が生み出された」

「六大元素……それが、いまの〈精霊王〉なのか？」

　カミトが訊たずねる。

「正確には〈精霊王〉の核となった存在だ。始原の元素精霊にまだ意志はなく、ただ混沌とした世界に秩序をもたらす為ための構成要素でしかなかった」

　球体の中の映像が、次々と移り変わる。

　空と大地が分かたれ、山が隆起し、大河が生まれ、森が広がる。

　いたるところに精霊の力が宿り、やがて世界は数多あまたの生命で満ち溢あふれるようになった。

　海の巨獣。群れをなす動物たち。魔獣、竜種族、巨人族。そして、エルフィム種族と人間種族の共通の祖先となった妖精種族──

「精霊の力によってコントロールされた、調和と秩序に満ちた楽園。そんな世界が、永遠に続くはずだった──」

「……」

「──だが、あるとき。世界の構成要素でしかなかった始原の精霊たちに、変化が生まれた。意思、あるいは魂とでも云いうべきものが発生したのだ」

「精霊が、意志をもった──？」

〈闇の精霊王〉の化身は頷うなずいた。

「なぜ、そんなものが発生したのか、それは分からぬ。あるいは、妖精種族の崇拝に応えるために、そのような変化が起きたのかもしれぬ。なんにせよ──」

　と、彼女は自嘲するように、

「──それが、すべての過ちの始まりだった」

「……過ち？　〈精霊王〉が意志を持ったことが？」

「そうだ。意思と人格を持った〈精霊王〉は、その魂の求める本能的な欲求に衝つき動かされ、自身の存在をより完全なものにすべきだと考えるようになった」

「……完全なもの？」

「〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に存在するすべての元素は、世界の根源より複製された影のようなものに過ぎない。故に〈精霊王〉たちは、真の元素を欲したのだ」

「真の元素……」

「真なる闇。真なる光。真なる火と水と、風と土の元素を──」

「……!?」

　その言葉を聞いた途端、カミトの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

　──〈真なる闇〉。枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスは、〈精霊王〉を蝕むしばむ〈異界の闇〉のことを、そう呼んでいた。

「……そういう、ことか」

　あの〈異界の闇〉は、根源の世界に存在する闇の元素だったのか──

「意思を宿した六柱の〈精霊王〉たちは、協力して根源への〈門ゲート〉を開き、真の元素を盗み出すことに成功した。だが、その計画には大きな誤算があった」

「誤算？」

「〈世界〉の一部を奪われた根源は、〈元素精霊界〉に〈天使〉を送り込んで来たのだ」

　闇の球体に映る映像が切り替わった。

　無数の〈天使〉の軍勢が、〈門ゲート〉を通って降下してくる。

「これは……」

　カミトは、この光景をすでに見たことがあった。

〈闇の精霊王〉の記憶の夢の中で──

　武器を手にした〈精霊王〉。エスト、オルトリンデ、〈精霊兵器〉と呼ばれた強大な精霊たちが、〈天使〉の軍勢と戦う光景を。

「〈天使〉との戦争は、〈精霊王〉が〈門〉を封印することで、かろうじて終結した。激しい戦いの中、〈元素精霊界〉が得たのは、真なる〈闇〉とわずかな〈火〉の元素のみだった。真なる〈闇〉はレン・アッシュドールのものとなったが、真なる〈火〉は妖精種族の一族に盗まれ、何処いずこかへ消えた──」

〈天使〉との戦争は〈元素精霊界〉に大きな爪痕を残したものの、〈精霊王〉は望みである、真なる元素を手に入れた。

　しかし──と、〈闇の精霊王〉の化身は、わずかに唇くちびるを噛かむ。

　おぞましい闇が霧のように広がり、映像を覆おおった。

「──この世界にもたらされた真なる〈闇〉は、〈精霊王〉を侵しん蝕しよくしはじめたのだ」





　　　　◆






「──最初に狂乱したのは、レン・アッシュドールだった」

　と、化身の少女は静かに言った。

「彼女が〈天使〉を招来する〈門〉となるのを防ぐため、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉は〈聖王〉アレクサンドロスを盟主とした同盟を結び、彼女を滅ぼそうとした。それが──」

『──〈精霊戦争〉、ね』

　と、カミトの手にした闇の魔剣が、急に言葉を発した。

「レスティア？」

『話は聞かせて貰もらっていたわ。目覚めるのが遅くなってごめんなさい』

「いや、あれだけの死闘だったしな──」

『剣精霊さんのほうは、もう少しかかりそうよ』

「ああ、〈天使〉の解析で力を使ったんだ。休ませてやってくれ」

　カミトは魔剣の柄を、とんと叩たたく。

「──話を続けてもよいか、闇の魔剣よ」

『ええ、お願い。私にとっても興味深い話だわ』

　レスティアは〈闇の精霊王〉の化身に答えて言った。

『──〈精霊戦争〉、私が生み出されたのも、その時よね？』

「そうだな。そして〈精霊戦争〉の結末は、お前たちも知っての通りだ」

〈闇の精霊王〉と〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の引き起こした大戦争。

　その記録は、〈神儀院〉の封印図書館に、わずかに伝わるのみだ。

〈異界の闇〉に侵しん蝕しよくされた、〈闇の精霊王〉を滅ぼすための戦争だったのか──

「激しい〈精霊戦争〉の余波で、もともと一つであった〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉は、〈人間界〉と分かたれた。敗北した〈闇の精霊王〉は最後の道連れに、〈聖王〉を分かたれた次元の狭間はざまに封印し、自身はその力を人間種族に転生させた──」

　根源より盗み出した〈闇〉は、レン・アッシュドールと共に滅びた。

　──そのはずだった。

「しかし、勝利した〈精霊王〉たちもまた、すでに異界の闇に侵蝕されていた。〈闇の精霊王〉は最も早く、その狂気を発現したに過ぎなかったのだ」

　数千年の時を経て、〈精霊王〉たちは徐々に変質していった。

　気付いたときには、もう遅かった。

　人間たちによる〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は、汚染された〈精霊王〉の魂に一時の安寧をもたらしたが、同時に、〈人間界〉で起きた大規模な戦争は、その魂を不安定にさせた。

「そして今、〈聖王〉アレクサンドロスは〈精霊王〉を〈門〉となし、ふたたび〈元素精霊界〉と根源とを繋つなごうとしているのだ」

〈闇の精霊王〉の化身は指を鳴らし、闇の球体を消滅させた。

　長い沈黙。そして──

「……一つ、わからないことがあるんだが」

　と、カミトは言った。

「〈聖王〉だけは、どうして〈異界の闇〉に侵蝕されなかったんだ？」

　──そう。火と水、風と地の〈精霊王〉は狂乱に陥った。しかし〈聖王〉だけは何な故ぜか、闇の侵蝕の影響を受けていないように思える。

　化身の少女は首を横に振った。

「それは、我にもわからぬ。かの〈聖王〉の光の属性が、〈異界の闇〉への耐性を有していたとも思えぬが、な──」

「……そうか」

　──なんにせよ、古いにしえの時代に〈元素精霊界〉で何があったのか、それは分かった。

　聞きたいのは、先ほど彼女が口にした、あの言葉の真意だ。

「それで、俺に〈闇の精霊王〉の力を継承させるってのは、どういうことなんだ？」

　カミトはすでに、〈闇の精霊王〉の力に呑のみ込まれてしまった。

〈魔王〉として覚醒したカミトは、狂乱のままに世界を滅ぼそうとするだろう。

　あるいは、ほかの〈精霊王〉と同じように、根源への〈門〉となってしまうのか──

「お前と闇精霊の二人で、狂乱した〈闇の精霊王〉を解放するのだ」

『なんですって？』

「そんなことができるのか!?」

　カミトとレスティアは、同時に言った。

「うむ、そのためにこそ、彼女は闇精霊レスティア・アッシュドールを生み出し、その力を人間種族に転生させ、数千年の時を待ち続けたのだ──」

〈闇の精霊王〉の化身は、カミトの手にした〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に目を向けた。

『彼女自身を解放するために、私を生み出した？』

「──そうだ。レスティア・アッシュドールは、〈真なる闇〉の元素を核にして生み出された、唯一の闇精霊。お前だけが、彼女を蝕むしばむ〈闇〉を喰くらうことができる」

「……っ、そうか──」

　ドラクニアで記憶を取り戻したとき、レスティアはミレニアの〈闇〉を取り込んだ。

　その力は、〈闇の精霊王〉を蝕む〈異界の闇〉を奪うためのもの──

〈魔王〉を導く闇精霊、レスティア・アッシュドール。

〈闇の精霊王〉の力を継承する人間、レン・アッシュベル。

〈異界の闇〉に蝕まれ、自身の精神が狂乱することを知っていた彼女は、最後に残された理性で、その二つの鍵を用意した。

　──そして、待ったのだ。

　数千年後に、彼女を解放する力を持った〈魔王〉が現れることを──

『それが、カミトなのね──』

「ああ、そうだ。そして私は、彼女が残した、最後の意志の欠片かけら。真に〈魔王〉の資格ある者に助言を与え、その機会を用意する、この時のために生み出された存在──」

〈闇の精霊王〉の化身は背後を振り返った。

　と──

　オ、オオオオオオオオオオオオオオオ──

「……っ!?」

　無む窮きゆうの闇の彼方かなたで、おぞましい咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　この世界すべての怨えん嗟さと呪じゆ詛そを凝縮させたような、その声。

　ふと周囲を見回せば、闇よりもなお黒い闇の霧が立ち込めている。

「来るぞ。お前を呑のみ込んだ、闇の怪物が──」

　カミトは身構え、両手の双剣に〈神威カムイ〉を込めた。

『──カミト、おはようございます』

　と、エストがちょっと寝ぼけた挨拶をしてくる。

「エスト、目覚めたばかりで悪いが、力を貸してもらうぞ」

『はい、カミト。私はあなたの剣、あなたの望む……ふぁ……』

『……ちょっと、大丈夫かしら？』

　レスティアが困惑した様子で呟つぶやく。

「時間はあまりない。魂が尽きる前に〈闇の精霊王〉を解放できなければ、お前は二度と人間には戻れなくなるぞ」

「とにかく、あれを倒せばいいんだな？」

　──と、その刹那。

　溢あふれ出した闇の霧が凝縮し、その怪物が姿を現した。





　　　　◆






　ザアアアアアアアアアアアアアアッ──

　スコールのような雨の降りそそぐ中。

　濡ぬれた制服を脱ぎ捨て、下着姿になったクレアは、ゆらめく闇の〈神威〉に包まれたカミトの体をぎゅっと抱きしめた。

「カミト……戻ってきて……」

　可か憐れんな桜色の唇くちびるが、切なく呟く。

　密着した肌はほのかな熱を放ち、急速に冷たくなりつつあるカミトの体を温める。

　クレアの中に宿る焔ほのおの〈神威〉が、触れた唇を伝ってカミトの中に送り込まれる。

　焔の〈神威〉は闇の〈神威〉と混じり合い、クレアの体に戻って循環する。

〈浮遊島ラグナ・イース〉に向かう前、帝都で姉に託された、いにしえの儀式神楽だ。

「……んっ、熱い……」

　クレアは甘やかな吐息を漏らした。

　まるで、カミトが彼女の中に入ってくるような感覚。

　雨に濡れた肌を密着させ、溢れ出る闇の〈神威〉を貪るように、唇を合わせる。

　苦く悶もんの喘あえぎ声を漏らしながら、クレアは懸命に焔ほのおの〈神威カムイ〉を注ぎこんだ。

「……お願い……カミト、目を……覚まして──！」





　　　　◆






　オオオオオオオオオオオオオオオッ──

　闇の霧が凝縮し、そのおぞましい姿を現した。

　無数の人体を無造作に組み合わせたような、その姿──

　異様に膨れ上がった八本の腕が、溶け落ちる闇の汚泥でもがくように蠢うごめく。

　汚泥の中心にある、満月のように膨らんだ金色の眼めが、カミトをじっと見つめた。

「──っ!?」

　濃密な死の気配にあてられて──思わず、身が竦すくむ。

（……っ、これが、〈闇の精霊王〉──）

　全身に〈神威〉を漲みなぎらせ、なんとか堪える。

　カミトの手の中で、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉がかすかに震えた。

「大丈夫か、レスティア──」

『ええ……』

　応える声は冷静だが、カミトにはわかる。

　創造主にして主あるじであった、〈闇の精霊王〉。

　その変わり果てた姿を前にして、彼女は少なからず動揺している。

「心を乱すな。彼女はもはや、〈異界の闇〉そのものだ」

〈闇の精霊王〉の化身が、憐あわれむように言った。

『……っ、わかってるわよ──！』

〈真実を貫く剣〉の刃が、漆黒の雷火をほとばしらせた。

　闇の怪物が金色の眼を細め、その巨体を持ち上げた。

　真っ黒な闇のしずくが爛ただれ落ち、じゅっと燃えるような音をたてる。

『──我が創造主、〈レン・アッシュドール〉よ！』

　レスティアの悲痛な呼びかけが、闇の中に響き渡った。

『あなたの魂がまだ残っているのなら、どうか私の言葉を聞いて！』

「無駄だ、闇精霊よ。彼女を救うことはできぬ──」

『……っ！』

　闇の怪物が咆ほう哮こうする。爛れたその口こう腔こうから、黒い雷光がほとばしった。

　闇属性の最高位魔術──〈闇魔閃光ヘルブラスト〉。

　高位精霊さえも消滅させる闇の雷球が、カミトめがけて降りそそぐ。

「──エスト！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃で雷球を弾はじき、汚泥の中を疾駆する。

　轟とどろく怨えん嗟さの声。怪物の巨体が激しく震え、闇の瘴しよう気きを撒まき散ちらす。

　逆手に構えた〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が、凄絶な黒い光を放った。

『──カミト、彼女を安らかに眠らせて』

　覚悟を秘めたレスティアの言葉に、カミトは無言で頷うなずく。

「おおおおおおおおおおっ！」

　白と黒の双剣を手に、カミトは走った。

　この闇の空間は、カミト自身の魂の中だ。

　しかし、身体の感覚は、現実世界とほぼ同じようだ。

（……そう無む茶ちやができるわけじゃない、か）

　無尽蔵の〈神威カムイ〉を使えるわけでもない。

　おまけにカミトのほうにはタイムリミットがある。カミトの魂が完全に呑のみ込まれる前に、あの闇の怪物を消滅させなくてはならないのだ。

　ダンッ──と、地面の汚泥に〈神威〉を叩たたき付け、カミトは跳んだ。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞〉！」

　弧を描く斬ざん閃せんが、腕の三本を一気に斬り飛ばした。

　闇の瘴気が血ち飛沫しぶきのように噴き上がる。

　触れれば死をもたらすその瘴気を、〈真実を貫く剣〉の刃が吸収する。

『〈異界の闇〉は私に任せて、カミトは本体を──』

「──ああ、わかった！」

　振り向きざま、カミトはもう一本の腕をぶった切る。

　怪物の腕が落下したその場所に、不気味な泡が生まれた。

（……なんだ？）

　斬り飛ばされた四本の腕は泡の中で形を変え、四体の魔竜の姿となる。

　構わず、カミトは魔竜の群れの中に斬り込んだ。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞・刃影〉！」

　四体の闇の魔竜を一瞬にして斬り捨て、カミトは突き進む。

　蠢うごめく闇の中心。金色に輝く巨大な瞳ひとみに──

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電〉！」

　神速の〈絶剣技〉を放つ。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　怪物の絶叫。闇の魔剣の刃が、金色の瞳ひとみを貫いた。

「──真なる闇の刃よ、〈異界の闇〉を喰くらい、汝なんじの力と成せ！」

　カミトは叫んだ。

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の刃が〈神威カムイ〉の輝きを帯び、闇の瘴しよう気きを奪い尽くす。

　──だが、次の瞬間。金色の目がギュンッと蠢うごめいた。

「な、に……!?」

　輝く〈神威〉が渦のような目の中に吸い込まれ──

「くっ、ああああああああああっ！」

『──カミト!?』

　カミトの身体は双剣ごと、〈闇の精霊王〉の中に呑のみ込まれた。





　　　　◆






「……カミト!?」

　触れた唇くちびるの隙間から、かすかな呼気が漏れた。

　クレアはハッとして、カミトの胸に指を添える。

　心臓が激しく脈打っている。循環する〈神威〉が、肉体を活性化させているのだ。

（けど……）

　ほっとしたのも束つかの間ま、クレアの表情は固くなる。

　……カミトの意識は戻っていない。

　闇の〈神威〉は、とめどなく溢あふれ続けている。

　これでは、たとえ命が無事だったとしても──

「……う……ぐ……」

「……!?」

　その時、カミトの表情が苦しげに歪ゆがんだ。

「カミト……」

　クレアはカミトの頬ほおに、そっと触れた。

（カミトはいま、この闇と戦っているんだわ……）

　……なら、あたしも一緒に戦ってあげる。

　だって、あたしはあんたの……ご主人様なんだもの。

　雨に濡ぬれた真紅の髪が、焔ほのおを纏まとい、燃え上がった。

（あたしの焔で、あんたの闇を祓はらってあげるわ──！）





　　　　◆






（……っ、油断した、か）

　汚泥のような〈闇〉の中で、カミトは足あ掻がいた。

　何もない。彼自身の放つ〈神威カムイ〉の輝きさえも見えない。

　完全な無、そのもの。

（……これが、〈精霊王〉を狂乱させた闇、か）

　両手は双剣を掴つかんでいる。その感覚だけは、確かにあった。

　しかし──

〈神威〉も奪われてしまうこの闇の中を、どうやって抜け出せばいいのか──

　──と、その時。漆黒の闇の中に、赤い光が見えた。

（……な、に？）

　それは、紅ぐ蓮れんに輝く焔だった。

　カミトの記憶の中にある、最も気高く、美しい焔。

　その焔はたちまち燃え上がり、凶暴な獅し子しのように闇を喰くらい尽くす。

「……なっ……ちょ、待て──!?」

　闇を喰らい、膨れ上がった焔がカミトに迫る。

　だが、不思議と恐怖はなかった。焔はカミトを呑のみ込んで──

　次の瞬間、カミトは吹き荒れる焔の渦の中心に立っていた。

　眼めの前には、怪物と成り果てた〈闇の精霊王〉が──

　おぞましいその腕が、カミトを掴もうとするが、荒ぶる焔がカミトを守るように燃え上がり、触れることを許さない。

「……っ、まさか、失われた根源の〈炎〉だと!?」

　金色の目を見開き、驚きよう愕がくの声を上げたのは、〈闇の精霊王〉の化身だった。

　──つまり、この焔は彼女の援護ではない？

　ゴオオオオオオオオオッ！

　焔が激しく吹き上がった。

　地を奔はしり、荒れ狂う焔は、〈異界の闇〉を舐なめ尽くす。

〈闇の精霊王〉が、怯ひるんだように後退した。

　オオオオオオオオオオオオオオオッ──

　憤怒と哀かなしみに満ちた咆ほう哮こうが、闇の空間に響き渡る。

『これは火猫ちゃんの焔ほのおね──』

「クレアが？」

　カミトはハッとした。

（そうか、この焔は──）

　何度か見たことがあった。

　精霊の力ではない、クレアの身に宿る、エルステインの〈焔〉。

　ルビアの〈絶対零度の焔アブソリユート・ゼロ〉と対になる、〈炎を[image: ]う焔エンド・オブ・ヴアーミリオン〉だ。

（……クレア、もしかして、そばにいるのか？）

　カミトは思わず頭上を見上げ、声を発した。

　返事はない。だが、カミトの足もとで焔が激しく燃え盛った。

　クレアの存在を感じる。彼女の剣舞を初めて見たときに感じた、気高く眩まばゆい焔を。

（そこにいるんだな、クレア──）

　荒れ狂う焔の輪の中で──

　カミトは双剣に〈神威カムイ〉を込め、闇の王と相対した。

「待ってくれてるご主人様がいるんだ、負けるわけにはいかないよな！」

　闇の怪物が咆哮し、その巨体でのしかかってくる。

　カミトは〈神威〉を解放して跳躍、闇の怪物の頭上まで一気に飛び上がる。

　四本の腕がしなり、宙を舞うカミトを捕らえようとする。しかし──

　カミトを護まもるように吹き上がった焔が、その巨腕を鞭むちのように打ち据えた。

　視界を埋め尽くす紅ぐ蓮れんの焔の中に、カミトはその身を投げ出して──

「──行くぞ、レスティア！」

『ええ──！』

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉に、漆黒の雷火がほとばしる──！

「〈絶剣技〉破ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十八連〉！」

　闇の中を奔はしる、剣けん閃せんと雷。

　怪物の巨腕が斬り飛ばされ、闇の瘴しよう気きが剥はぎ取られる。

　巨大な金色の目に、魔剣の刃を突き立てて──

「いけるか、レスティア!?」

『ええ、この〈闇〉は、私のものだもの──』

　カミトはすべての〈神威〉を〈真実を貫く剣〉に込める。

　怪物の中で、闇の雷火が荒れ狂った。

〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉を蝕むしばむ真なる闇が、魔剣の刃を黒く染めあげる。

　そして──

　オオオオオオオオオオオオオッ！

　断末魔の咆ほう哮こうを最後に、狂乱した〈闇の精霊王〉は消滅した。




　──〈闇の精霊王〉の滅びと同時に、カミトの世界が崩壊する。

　地面が崩れ、カミトは虚空に投げ出された。

『──〈闇の精霊王〉の意志と力は、汝なんじに継承された』

　カミトの脳のう裏りに、あの化身の声が響く。

『私の役目はここまでだ、愛いとし子ご──レン・アッシュベルよ』

「役目……お前は、どうなるんだ……？」

『目的は果たされた。私は消え、お前の〈神威カムイ〉の一部になるだろう』

「そうか──」

　舞い落ちる一枚の黒い羽が、カミトの頬ほおに触れた。

「あとは頼んだぞ、愛し子よ──」

　声が途絶え、カミトの視界は、まばゆい光に包まれた。





　　　　◆






「──ト……カミト！」

　目を開けると──

　下着姿の美少女が、カミトの上に覆おおいかぶさるように乗っていた。

　濡ぬれそぼった真紅の髪。涙に潤んだ紅玉ルビーの瞳ひとみ。

　雨を吸ったシルクの下着が、肌にぴっとりとはりついて透けている。

「……クレ……ア？」

「ふぁ、カミト!?」

　声を発すると、クレアは驚いたように目を見開き、

「……よかった、元のカミトに戻ったのね」

　思いきり、カミトの首を抱きすくめた。

「……!?」

　小さいながらも、たしかにある胸の感触に、思わずドキッとしてしまう。

　濡ぬれた下着越しに、クレアの鼓動がトクントクン、と伝わってくる。

　闇の力に呑のみ込まれたカミトのことを、ずっと心配してくれていたのだろう、彼女の頬ほおには涙の跡があった。

　雨はもう上がっていた。

　雲の切れ目から、空の青が見える。

「……悪い。心配、かけちまったな」

　ゆっくりと半身を起こし、カミトはクレアの頭をそっと撫なでる。

「なにがあったの？　あの黒い瘴しよう気きは一体……」

「あれは、俺の中に眠っていた、〈闇の精霊王〉の〈神威カムイ〉だ」

　カミトは、左手の甲に目を落とした。

　月と剣を象かたどった、闇の〈精霊刻印〉が静かに輝いている。

「けれど、彼女は消えた。その力を、俺とレスティアに継承して──」

「どういうこと？」

「詳しいことは、あとで話すよ」

「……そうね。まずはリンスレットたちと合流しないと」

　カミトは起き上がり、
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「と、ところで、クレア……」

　と、顔を赤くして、あさってのほうへ目を逸そらした。

「……？」

「その、とりあえず、服を着たほうがいいんじゃないか？」

「……っ、ふ、ふああっ！」

　クレアはあわててスカーレットを呼び出し、透けた胸もとを隠した。

「ち、違うの！　こ、これは、姉さまに教わった儀式で──」

　パタパタとツーテールの髪が跳ねる。

「儀式？」

「あ、あんたが闇の力に呑のみ込まれたら、この儀式で抑えることができるって」

　スカーレットを抱いたまま、恥ずかしそうにうつむくクレア。

（……そうか。あの焔ほのおは、やっぱり、クレアの焔だったんだな）

　カミトは胸中で納得する。カミトの闇の〈神威カムイ〉とクレアの〈神威〉が混じり合い、意識の中で、彼女の焔の属性が具現化したのだろう。

「ニャー！」

　スカーレットが全身を発火させ、二人の制服を一瞬にして乾かした。

　立ち上がって、手早くスカートのホックを留めるクレア。

　カミトは、着替え中のクレアから目を逸らしつつ、

「……ところで、ここはどこなんだ？」

「〈浮遊島ラグナ・イース〉の下に広がる森のどこかよ」

　クレアは、晴れつつある空を見上げて言った。

　はるか上空には、無残に砕けた〈浮遊島〉の大地が浮かんでいる。

「一体、なにがあったんだ？」

「わからないわ。突然、〈聖都〉の方角で光が生まれて、その光が〈浮遊島〉の大地を斬り裂いたの。あたしたちは森に落ちて、みんなと離れ離れになってしまったわ」

「──〈聖王〉の力、か」

　以前、復活したばかりの〈聖王〉は、その力で〈魔王の都〉を両断してみせた。

　だが、〈魔神級精霊〉でさえ破壊することのできない、頑丈な〈浮遊島〉の岩盤を、あそこまで粉々に破壊するとは──

『あれは私です、カミト』

　地面に横たわっていた〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、不意に声を発した。

「エスト、それはどういう意味──」

　カミトが眉まゆを顰ひそめた、その時だった。

「カミト、見て！」

　クレアが空を指さして叫んだ。

　視線を向けたその先に、空を舞う巨大な魔鳥の姿があった。

「あれは、〈シムルグ〉か!?」

「エリスが探しに来てくれたんだわ！」

　クレアは指を空に向けたまま、素早く呪文を唱える。

「爆はぜよ──〈爆閃雷フレア・バースト〉！」

　指先から放たれた無数の小さな火球が、花火のように爆発する。

　見た目は派手だが威力はほとんどない、目くらましの精霊魔術。

　エリスはすぐに気づいてくれたようだ。

〈シムルグ〉が空中で急旋回し、森の中に降りてきた。





　　　　◆






　──聖都〈アレクサンドリア〉。

〈精霊王〉の祭殿に重なるようにして現れた、その都の中心で──

〈根源〉へと至る〈門ゲート〉が開かれた。

〈火の精霊王〉ヴォルカニクス、そして〈地の精霊王〉ロッド・ギア。

　天高く上った光の柱は、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の天空に虚うつろの穴を穿うがっている。

　すでに下位の〈天使〉が降臨するには十分な大きさだが、まだ足りない。

　すべての〈門〉が開かれたその時こそ、彼女の〈願い〉は叶かなうだろう。

　眼下に広がる聖都の街を見下ろして、アレイシア＝アレクサンドロスは声を発した。

「彼は〈闇の精霊王〉に呑のみ込まれたようだね」

　聖女の姿をした聖王は、静かに振り返る。

　白銀の髪の少女は、無表情のまま首を傾かしげていた。

　聖剣──テルミヌス・エスト。

　魔王スライマンとの戦いの後、彼女は自身を〈元素精霊界〉に封印した。

　だが、聖女アレイシアの肉体を得た聖王は、再び契約を蘇よみがえらせ、彼女を召喚したのだ。

「彼女は、僕を滅ぼしに来るだろう、僕と、すべての〈精霊王〉を、ね──」

「はい、私も感じます」

「彼の持つ、もうひと振りの聖剣かい？」

　エストは無表情に首を振り、

「あれは、すでに私とは乖かい離りした別の存在です」

「──そうか。どうりで、契約に応じないわけだ」

　聖女アレイシアは肩をすくめる。本来の契約に背くほどに、魔王の剣に染まってしまったようだが、その力はこのテルミヌス・エストには遠く及ばない。




　アレイシアは天空を穿うがつ虚無の裂け目を見上げた。

　すべては計画通りだ。すぐに〈風の精霊王〉と〈水の精霊王〉も〈門〉として開く。

　千年前の魔王戦争、二度にわたるランバール戦争、教国の内乱、オルデシア帝国の動乱、〈闇〉に蝕むしばまれた〈精霊王〉を不安定にするために、聖国を利用し、〈人間界〉に混乱をもたらした。

　枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥス、〈聖法機関デ・ゼツサント〉、ルーリエ・リザルディア、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉──聖国でさえ、その目的のための道具でしかない。

〈魔王の墳墓〉に封印された、顕現するための器、聖女の肉体も手に入れた。

「すべては、あの場所へ還かえるため──」

　聖女アレイシアは、空へと手を伸ばした。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　地響きのような音が鳴り響き、大地が震動する。

　聖都が、〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を離れ、ゆっくりと持ち上がり始めた。
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　カミトとクレアを乗せて、大空を舞う〈シムルグ〉。

　翼を広げたその姿が、突如、なにもない空間に呑のみ込まれて消えた。

「な、なに!?」

　と、片翼に掴つかまったクレアが驚きの声をあげる。

　視界が蜃しん気き楼ろうのように揺らぎ、次の瞬間、魔風精霊はふわりと地面に着地した。

「ここは……？」

　カミトは周囲を見回した。

　あたりには、薄ぼんやりとした光を放つ精霊が浮遊している。

　床に敷かれた緋ひ毛もうのカーペット。廊下を囲む石造りの壁には、海の生き物が描かれたレリーフが彫刻されていた。

　まるで、貴族の館のような内装だ。

「〈水の精霊王〉様の眷けん属ぞく精霊、〈白魔鯨ダイア・ホエール〉の腹の中だ」

　言って、エリスは〈シムルグ〉の背から飛び降りる。

「鯨くじらの精霊？　でも、そんなの見えなかったわよ」

「発見されないよう、水の精霊魔術で姿を隠しているそうだ」

「……なるほどな」

「こっちだ。壁の絵画に触れると別の部屋に繋つながってしまうから、気をつけろ」

　エリスに案内され、しばらく廊下を進むと、

「カミト君!?」

「クレア、無事でしたのね！」

　大きな広間のような場所で、フィアナとリンスレットが三人を出迎えた。

「悪い、心配かけちまったな……」

「みんなも、無事でよかったわ」

「ああ、二人の姿を見失って、どうなることかと思いましたわ」

　リンスレットは小指の先で涙を拭い、クレアの体を抱きしめる。

「ちょ、ちょっと、リンスレット、もう……」

　クレアは困ったように身じろぎするが、とくに引き剥はがそうとはしなかった。

「レイハたちは別室で休んでいるわ。その、ルビア様は──」

　フィアナはクレアに視線を向け、言いにくそうに口ごもる。

　クレアはきゅっと唇くちびるを噛かむと、短く頷うなずいて、

「……ええ、姉さまのことは、エリスに聞いたわ」

　ルビアは、枢すう機き卿きようミレニア・サンクトゥスと戦い、精霊魔装〈ラグナレク〉を〈火の精霊王〉の姿に戻すことに成功した。だが、その直後、あの恐るべき光が〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を砕き、彼女は〈火の精霊王〉と共に姿を消したのだ。

　クレアたちと同じように、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森に落ちたのか、それとも──

　かすかに震えるクレアの肩に、リンスレットが優しく手をのせた。

「大丈夫ですわ。あのルビア様ですのよ」

「……そ、そうよね。姉様だものね」

　不安な気持ちを無理やり抑えるように、クレアは気丈に頷く。

　フィアナも、クレアの肩に手をのせた。

「みなさん、お腹なかが空すいていますでしょう。わたくし、なにか作りますわ」

　リンスレットがパチリと指を鳴らし、〈フェンリル〉を召喚した。





　　　　◆






　広間のテーブルに、リンスレットが腕を奮った料理がところ狭しと並んだ。

　仔こ牛うしの骨でだしをとった、ベーコンと蕪かぶのスープ。ローレンフロスト産の卵をたっぷり使ったふわふわのスフレ。豆の葉を炒いためたもの。香草と白身魚のマリネ。パリパリになるまで炙あぶった皮に、蜂はち蜜みつのソースをかけたうずらの丸焼き。香味野菜と数種類のキノコのソテー。全粒粉のパン、甘い木の実入りのパン、葡ぶ萄どうのパンにクルミ入りのパン、新鮮なミルクとバター。デザートは自家製オトーフのアイスだ。

　テーブルの上にあたたかい湯気が立ちのぼり、うまそうな匂いが鼻び腔こうをくすぐる。

　ずっと空腹だったカミトは思わず、おお、と喉を鳴らした。

「あんな短い時間で、よくこんなに作ったわね」

　クレアが感心したように言った。

「オトーフ、オトーフ……」

　調理を手伝ったエストは、さっそくオトーフのアイスを食べている。

「エスト、あわてて食べると頭がキーンってなるぞ」

「平気です、カミト」

　無表情にぱくぱくとアイスを食べるエスト。

「おかわりです、お菓子の人」

「もう食べてしまいましたの!?」

「リンスレットの料理はとてもおいしいもの」

　両手にパンを掴つかみながら言ったのは、椅子にちょこんと座る〈水の精霊王〉様だ。

　はむはむ、とすでにパンを頬ほおにつめこんでいる。

「イセリア様、はしたないですわよ。パンはまだまだありますわ」

　貴族の作法には細かいリンスレットが、めっと注意する。

「……はむ？」

「ほら、パンくずがついていますわよ」

　手にしたハンカチで、イセリアの口もとをぬぐうリンスレット。

　その姿は、とても〈元素精霊界〉に君臨する〈水の精霊王〉とは思えない。

　別室で休んでいる〈水の精霊姫〉、フェイレイ・シン・クイナが、もしこの光景を見たら、立ちくらみを起こしてしまいそうだ。

　カミトも、さっそくうずらの肉料理を皿に盛る。

　香辛料をすり込んでパリパリになるまで炙あぶった皮に、熱々の蜂はち蜜みつソースをかけて食べる、ローレンフロストの名物料理は、まさに絶品だ。

「なんだこれ、めちゃくちゃ美う味まい」

「ふふ、よかったですわ！」

　カミトが唸うなるように言うと、リンスレットは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「あ、あたしも、料理おぼえようかしら……」

　と、横に座るクレアがぽつりと呟つぶやく。

「わたくしが教えてあげてもよろしくてよ」

「ふああっ、聞こえてた!?」

　リンスレットが耳もとで囁ささやくと、クレアは顔を真っ赤にする。

「私も今度チャレンジしてみようかしら」

「王女殿下は、まず料理の基礎から学んだほうがいいと思うが──」

「ちょっと、エリス、どういう意味かしら？」

　嘆息するエリスを、フィアナがむっと睨にらむ。エリスが秘書と近衛騎士を兼ねるようになり、話す機会が増えたのか、最近の二人は妙に仲がいい。

「闇精霊、それは私のオトーフです。滅ぼされたいのですか」

「あら、あなたはアイスばかり食べ過ぎよ、剣精霊さん」

「あ、返してください、闇精霊──」

　伝説の聖剣と〈闇の精霊王〉の力を継承した魔剣も、仲良く喧けん嘩かをしている。

　もっとも、レスティアのほうは、妹と接するようでなんだか楽しそうだ。

（……最後の決戦前だってのに、みんないつもと変わらないな）

　胸中で苦笑しつつ、カミトは滋養たっぷりの料理に舌鼓を打った。





　　　　◆






　そんなこんなで、十分にお腹なかを満たし、雨で冷えた身体が十分に温まった後。

　カミトは、闇の瘴しよう気きに呑のみ込まれてからの出来事と、〈レン・アッシュドール〉の化身の語ったことを、みんなに話した。

〈門〉の外にある異界のこと。〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の起源と〈異界の闇〉の正体。六千年前、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉と〈闇の精霊王〉との間に起こった〈精霊戦争〉の真実。

〈闇の精霊王〉を蝕むしばんでいた〈異界の闇〉を祓はらい、その力を継承したことを──

「じゃあ、〈闇の精霊王〉は、カミトの中で消滅したのね」

　ティーカップを持つ手を下ろし、クレアが言った。

「ああ、彼女は消えた。俺とレスティアに力を遺のこして──」

　すべてを話し終えたカミトは、革手袋を外した左手に目を落とす。

　と、

「ちょ、ちょっと、待ってくれ！」

　突然、エリスが声を上げて立ち上がった。

「エリス、どうしたのよ？」

　きょとん、と眉まゆを顰ひそめるクレア。

「カ、カミトが、あのレン・アッシュベル様だと!?」

「え、そこなの!?」

　フィアナが思わず、つっこんだ。

「お、王女殿下は知っていたのか？　クレアも？」

「え、ええ……」

「そう、ね……」

　気まずそうに頷うなずく、クレアとフィアナ。

「わたくしは、なんとなく気づいていましたわ」

　リンスレットがふっと髪をかきあげた。

「そんなに隠してなかったしね」

「ま、まあ、な……」

　肩をすくめるクレアに、カミトは頷うなずく。

「そ、そうなのか、気付かなかったのは私だけ、か……」

「す、すまん、その……夢を壊したくなかったんだ」

「……」

　レン・アッシュベルのファンなだけに、身近なカミトの正体に気付かなかったのだろう。

　エリスは、カミトの顔をじーっと見つめた。

　その頬ほおが、みるみるうちに赤くなる。

「面影がある、ような気がする……」

「エ、エリス？」

　目が据わっていた。

「カミト、ちょっと女装をしてみてくれ！」

「勘弁してくれ」

　カミトはあわてて首を振る。

「レン・アッシュベル様が、カミト……そ、そうか……」

　エリスは、小声で呟つぶやいてから、うんと小さく頷うなずくと、

「……わかった。君の気持ちもわかる。取り乱してすまなかったな」

「いや、俺こそ、悪かった……」

　彼女は爽やかな笑みを浮かべ、

「だが、義あ姉ね上うえには、まだ秘密にしておいたほうがいいだろうな。レン・アッシュベル様には複雑な思いを抱いているはずだから──」

「いや、ヴェルサリアは、だいぶ前に気付いてるぞ」

「そ、そうなのか──！」

　エリスはちょっと涙目になった。





　　　　◆






「まあ、レン・アッシュベルのことは、ともかくとして──」

「う、うむ、すまない……」

　クレアが小さく咳せき払ばらいすると、エリスは静かに着席した。

「なんにせよ、〈聖王〉を止めないと、大変なことになるわね」

「ああ、そうだな」

　と、カミトは頷く。

〈聖王〉の目的は、〈天使〉の権能を奪い、この世界を再創造することだ。

〈聖王〉の理想とする世界が、どんなものなのかは知りようもないが、それが実現してしまえば、今ある〈人間界〉と〈元素精霊界〉は消滅してしまう。

「〈聖都〉の〈門〉は、どんな状況なんだ？」

「ええ、いま映し出すわ」

　イセリアが虚空を指差すと、テーブルの上に透明な水の球体が浮かび上がった。

「この球体は、〈白魔鯨ダイア・ホエール〉の目と繋つながっているの──」

　球体の表面が歪ゆがみ、映像が映し出された。

　青く晴れ渡った、〈元素精霊界〉の空の景色。

　その遥はるか彼方かなたに、雲の上に浮遊する〈聖都〉の姿があった。

「……〈聖都〉が、空に浮かんでる？」

「ええ、カミト君たちが行方不明になっていた間に、〈浮遊島ラグナ・イース〉から分離したのよ」

　フィアナが言った。

「邪魔をされたくない、ってことかしらね──」

「……だろうな」

　クレアの呟つぶやきに、短く頷くカミト。

　空に浮かんだ〈聖都〉の中心に立ち上る、三本の光の柱。

　最初の〈門〉となったのは、〈火の精霊王〉だった。

　では、あとの二つの〈門〉は──

「あれは、〈風の精霊王〉と〈地の精霊王〉でしょう」

　イセリアが哀かなしげな声で言った。

「どうしてわかりますの？」

「吹き渡る風が不穏にざわめいているわ。それに、大地が哭ないている。元素を司つかさどる〈精霊王〉の力が失われたことで、〈元素精霊界〉のバランスが崩れているの。あと一つ、私の本体である〈水の精霊王〉が〈門〉となってしまえば、あの異界への穴は完全に開いてしまうでしょう」

　空を穿うがつ三本の光の柱は、巨大な虚無の裂け目を生み出している。

　──混こん沌とんとした闇の渦巻く〈門〉。

〈元素精霊界〉を生み出した世界の根源が、すでにその姿を覗のぞかせているのだ。

「あまり時間はなさそうね。今すぐにでも、乗り込みたいところだけど──」

「そう簡単にはいかないでしょうね」

　呟くクレアに、フィアナが肩をすくめて言った。

「ええ。〈聖都〉を防衛する軍用精霊、それに〈神聖騎士団〉もいるわ」

　神聖ルギア王国の〈神聖騎士団〉は、〈聖法機関デ・ゼツサント〉に属する聖国軍の最精鋭だ。

〈聖王〉の目的を知り、離反した者もいるかもしれないが、そのほとんどは〈聖王〉の為ために死すら厭いとうことはない。

（……〈教導院〉の戦闘技能者と似たようなもんだな）

　と、カミトはそんな皮肉なことを思う。

「都市を守る〈結界〉もあるわ。それに──」

　と、フィアナがわずかに口くち籠ごもった。

「それに？」

「あの光の剣──」

「聖王の〈テルミヌス・エスト〉、か」

　カミトはふと、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に目を落とした。

〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を粉々に打ち砕いた、光の刃。迂う闊かつに接近すれば、この〈白魔鯨ダイア・ホエール〉など一撃で沈められてしまうだろう。

　カミトは、自分の聖剣の柄を強く握った。そして、

「あの光の刃、〈テルミヌス・エスト〉は、俺が受け止める」

　と、静かに告げた。

「なんですって？」

「カミト、それは無む茶ちやよ。だって、あの光は──」

〈浮遊島〉の大地を粉々にしたのよ──と、言いかけるクレアに、

「──大丈夫だ」

　カミトはきっぱりと言って、エストを見た。

「エスト、できるな？」

『はい、カミト。私はあなたの剣、あなたの望むままに』

　エストはその白銀の刃を輝かせる。

　そう、エストの本体だろうが、最強の〈精霊兵器〉だろうが関係ない。

　このエストだけが、カミトにとっての最強の聖剣なのだ。

「そんなわけだ。聖剣の光は、俺に任せてくれ」

　言って、テーブルを見回すカミト。

　クレアは、エリス、リンスレット、フィアナと顔を見合わせて、

「……わかった。あの光は、あんたに任せたわ」

「ああ」

　と、カミトは力強く頷うなずいた。
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「それじゃ、決まりね。作戦名は〈聖都消し炭大作戦〉よ！」

「そんな作戦名は嫌ですわ」

「うむ、もっとカッコいいのはないのか？」

　下手な策は弄さずに、真正面から〈聖都〉に殴り込む。

　いかにも〈チーム・スカーレット〉らしい、そんな方針が固まったところで、

「──待ちなさい、あなたたち」

　と、闇精霊の姿に戻ったレスティアが、待ったをかけた。

「なによ闇精霊」

「あなたたちは、確かに強くなったわ。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の頃と比べれば、それこそ見違えるほどにね。けれど敵の力は強大よ。あなたたちでは、まだ力不足ね」

「……そ、そんなことはわかってるわ。けど──」

「──考えがあるの」

　反はん駁ばくしかけるクレアを、レスティアは手で制した。

「なによ、考えって」

「カミトに、〈闇の精霊王〉の力を分け与えて貰もらうのよ」

「え？」

「闇精霊さん、どういうことですの？」

　リンスレットが眉まゆを顰ひそめた。

　レスティアは人差し指を立て、

「〈闇の精霊王〉の力を継承したカミトには、ほぼ無尽蔵の〈神威カムイ〉があるわ。その〈神威〉を、あなたたちの〈神威〉と交換し合う儀式を執り行うの。千年前、魔王スライマンの寵ちよう姫きたちは、その儀式で力を高めたそうよ」

「〈闇の精霊王〉の〈神威〉を？　本当に、そんなことができるのか？」

　カミトが訊たずねる。

「ええ、ただし──」

　と、レスティアは前置きして、

「その儀式──〈闇神楽〉を執り行うには、〈魔王〉と姫ひめ巫み女ことの間に固い絆きずなが結ばれていることが条件よ。もし失敗すれば、闇の〈神威〉に呑のまれてしまうわ」

「……っ！」

　クレアたちは一瞬、顔を見合わせて、

「……だ、大丈夫よ！」

「ぜんぜん問題ありませんわ！」

「愚問ね」

「う、うむ……」

　と、全員が即答した。

「ふふ、みんな、カミトとの絆きずなに自信があるのね？」

「そ、そうよっ、文句ある？」

　クレアが小さな胸を張る。

「でも、こんなことをするのよ」

　レスティアはくすっと微笑ほほえむと、クレアにごにょごにょと耳打ちした。

「……～っ、ふああっ！　う、嘘うそでしょ、そんなことまでするの!?」

　たちまち、クレアの顔が真っ赤になる。

「やっぱり、火猫ちゃんには無理かしら？」

「くっ……！」

　挑発するようなレスティアの言葉に、クレアは唇くちびるを噛かみ、

「……っ、や、やってあげるわよ、その〈闇神楽〉！」

　びしっとレスティアに指を突き付けた。

「ふふっ、わかったわ」

　レスティアは満足そうに微笑むと、〈水の精霊王〉のほうを振り向いて、

「イセリア様、儀式のできる部屋を用意してくれるかしら？」
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「──〈水霊祭殿〉の準備が整ったわ。みんな集まって」

　光り輝く魔術方陣の上で、イセリア・シーウォードが言った。

〈人間界〉と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の狭間はざまに小さな空間を創り出したらしい。以前、〈魔王の都〉で、サフィアーンが生み出したのと似たようなものだろう。

　言われた通り魔術方陣の上に立つと、視界が真っ白な光に閉ざされた。

「ふああっ！」

「な、なんですの!?」

　次の瞬間。カミトたち五人の体は宙に投げ出され、ぼふんっ、となにか柔らかいものの上に落下した。

「ひゃん！」

「な、なんだ、この部屋は？」

　と、周囲を見回して呟つぶやくカミト。

　投げ出されたのは、ふかふかの大きなベッドの上だ。ベッドの上部には天蓋が取り付けられており、様々な精霊の姿を描いた幻想的なモザイク画が嵌はめ込まれている。

　芸術的なタイル張りの床には清らかな水が一面に張られ、赤や白、ピンク、青の色鮮やかな薔ば薇らの花がところ狭しと浮かんでいる。

　壁面に飾られた〈精霊鉱石〉の灯あかりは、部屋の中をほのかに照らし、天井に嵌め込まれた大きな円鏡が、その光を水面みなもに反射して煌きらめかせる。

　ほのかに燻くん香こうの甘い香りが漂っている。

「なかなかいい部屋でしょう。古代の後宮をイメージして創ったの」

　部屋の中にイセリアの声が反響する。

「こ、後宮!?」

「部屋をどう使うかは、あなたたちに任せるわ。それじゃ、邪魔者は消えるわね」

　ふふっと微笑の残響を遺のこし、〈水の精霊王〉の声は消きえ失うせる。

「……なんなんだ、一体？」

　カミトが肩をすくめて振り向くと──

　クレアたちが顔を真っ赤にして、もじもじと視線を交わしあっていた。

「こ、このようなところで、するのか？」

「〈精霊王〉様の生み出した空間よ。儀式を執り行う場所としては申し分ないわ」

　不安そうに呟つぶやくエリスに、フィアナが人差し指をたてて言う。

「そ、それは、そうだが……」

「それで、その儀式のやり方は、どうするんですの？」

「え、ええ……まず、沐もく浴よくして体を清めるわ」

　クレアは緊張した表情で、レスティアに渡された巻物を読み進める。

　やがて顔を上げると、じーっと、なにかもの言いたげな視線をカミトに向ける。

「えっと、俺は、いないほうがいいよな」

「あ、あたりまえでしょ……って、言いたいところだけど──」

　クレアは〈水霊祭殿〉の中を見回した。

　狭い八角形の部屋に、扉のようなものはどこにも見あたらない。

「……つーか、どうやって外に出るんだ？」

「この儀式が終わったら、崩壊するようになっているはずよ」

　素朴な疑問を口にするカミトに、フィアナが答える。

「……ってことは、俺はどうすればいいんだ？」

　──まさか、彼女たちの沐浴を見るわけにもいくまい。

「大丈夫よ。こんなこともあろうかと、これを持ってきたわ」

　フィアナが制服の胸もとから、しゅるるっと黒い布を取り出した。

「王女殿下、なんですのその布は？」

「カミトくん用の目隠しよ」

「なっ──」

　カミトは思わず、目を見開く。

「王女殿下、いつもそんなものを持ち歩いているのか!?」

「ふふっ、王家のたしなみよ」

　片目をつむり、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ王女様。

「ま、まあ、しかたないわね、この場はそれでよしとしましょう」

　クレアがこほん、と咳せき払ばらいして頷うなずく。

「ちょ、ちょっと待て、本当にそれでいいのか？」

「ほら、カミト君、暴れないの♪」

「うむ、すまない、カミト」

「儀式のためですわ」

「……っ!?」

　お嬢様三人に押さえつけられ、カミトは目隠しをされてしまうのだった。





　　　　◆






　……ちゃぷんっ。ちゃぱあっ。

　乙女たちの水浴びをする音が、絶え間なく耳じ朶だをくすぐる。

　暗闇に閉ざされた視界の中、カミトはベッドの上で彫像のように固まっていた。

（……な、なんなんだよ、この状況は!?）

　と、胸中で頭を抱えて叫ぶ。

　妙に艶なまめかしい水音。祭殿の中に反響する、可か憐れんな少女たちの囁ささやき声。

「……～っ、カミトさんの目の前で御祓みそぎをするのは、やっぱり恥ずかしいですわ」

「だ、大丈夫よ、目隠ししてるんだし」

「しかし、声は聞こえているのではないか？」

「気にしすぎよ、エリス。それにしても、やわらかそうね♪」

「ふあっ、お、王女殿下、どこを触っている!?」

　ちゃぱあっ、とひときわ大きな水音がした。

「お二人とも、御祓の最中になにをしていますの」

「カミト、透視とかしてないわよね」

「……す、するか！」

　カミトは思わず、大声で返した。まあ、〈神威カムイ〉を眼めに集中させれば、できないことはないだろうが、無論、そんなことはしない。

（しかし、姫ひめ巫み女この御祓って、こんな感じなんだな……）

　と、そんなことを思いつつ、しばらく待っていると──

「じゅ、準備ができたわ……」

　クレアがおずおずと声をかけてきた。

「えーっと、俺はどうすればいいんだ？」

「カミトくんは、そのまま楽にしていて」

「わ、わかった……」

　妙に楽しそうなフィアナの声に、カミトは頷うなずきを返す。

　ギシギシとベッドの軋きしむ音がした。彼女たちの近付く気配。

「目隠し、取るわよ──」

「あ、ああ……」

　クレアがカミトの顔に触れ、はらり、と目隠しを剥はがす。

　仄ほの暗ぐらい〈精霊鉱石〉の照明の下、カミトの目に飛び込んで来たのは──

「……っ!?」

　羞恥に頬ほおを赤く染めた、下着姿の乙女たちの姿だった。

「ふああっ、カ、カミトっ!?」

　目の前のクレアが、胸のあたりをあわてて両手で覆おおう。

　クレアが身につけているのは、レース柄の刺し繍しゆうの入った白いシルクの下着だ。

　小さく膨らんだ可愛かわいいらしい胸。

　ほのかに赤く色づいた瑞みず々みずしい肌を、カミトの前にさらしている。

　ツーテールにくくった真紅の髪が、肩を流れて花弁のようにベッドに広がる。

　カミトの隣に身を横たえるフィアナの下着は、大人っぽい黒。こちらは布の一部が薄くなっていて、肌の色が透けるようなデザインになっている。ショーツの布面積は極端に小さく、少しみじろぎしただけで、お尻しりがはみだしてしまいそうだ。

「フィアナ、そ、それはまずいだろ!?」

「ふふっ、特別に用意した、王族専用のロイヤルな下着よ♪」

「そんなはしたない王族がいるか！」

　カミトは思わずつっこみ、きわどい下着から目を逸そらす。

　と、その視線の先には──

「カミト……ううっ、やはり、恥ずかしい……」

　下着姿で羞恥に悶もだえる、エリスの姿があった。

　普段は〈風王騎士団シルフイード〉の甲かつ冑ちゆうで押さえつけている胸がぽろん、とはみだして、見事な谷間を作っている。しっぽ髪の先を、指先で恥ずかしそうにいじる姿が可愛らしい。

　生真面目な騎士団長のそんな姿に、思わず、見み惚とれていると──

　綺き麗れいな鳶とび色いろの瞳ひとみが、上目遣いにカミトを見つめ、

「そ、その、あまり、見ないでくれ……」

　と、懇願するように言った。

「……わ、悪い！」

　カミトはあわてて視線を横にそらし──

　今度は、水色の下着を着たリンスレットと目が合ってしまう。

　リンスレットの下着は、ベビードールというのか、薄いドレスのようなデザインで、レースのヒラヒラがついている。

　リンスレットは、クレアの後ろにさっと隠れた。

「ちょっと、リンスレット！」

「カミトさん、わ、わたくし、恥ずかしいですわ……」

　シーツの上に、人差し指でくるくると円を描く。

　頬ほおが真っ赤に染まっていた。

「えっと、こ、これは……？」

　羞恥に顔を赤らめた下着姿の美少女たちに、カミトが言葉を失っていると、

「じ、時間がないわ、さっそく〈闇神楽〉を始めるわよ！」

　クレアが、意を決したように宣言した。

「ま、待て待て、そんな格好でするのか？」

　カミトはあわてて言った。

　──〈闇神楽〉。〈闇の精霊王〉の〈神威カムイ〉を姫ひめ巫み女こと共有する儀式。

　ある程度、体を密着させることは覚悟していたが──

（下着姿でなんて聞いてないぞ、レスティア！）

　……儀式のことを話していた時、クレアたちの様子がおかしかったのはそのせいか。

「は、肌を合わせないとダメだって、闇精霊は言ってたわ」

「わ、私たちは平気だぞ！　覚悟はできている！」

「で、ですわ……」

「ふふ、私たちにまかせて♪　カミト君は楽にしてていいのよ」

　四人の可か憐れんな女の子がカミトに体をくっつける。

「ね、カミト、あたしたちは、そ、そのつもりだから──」

　クレアが、カミトの制服の袖をぎゅっと握る。

　その声はどこまでも真剣だった。

「……」

　カミトは気付く。クレアたちは、強くなるために勇気を出してくれたのだ。

　ここで躊躇ためらうのは、そんな彼女たちの想おもいを不意にすることになる。

　──カミトは、覚悟を決めた。





　　　　◆






「……ぁっ……ん……♪」

　クレアの唇くちびるが、カミトの首筋に触れた。

　子猫のような舌先が、ぺろっとカミトの肌を舐なめる。

「んっ……カミトの汗、しょっぱい……」

　耳元で囁ささやく甘い声。

「ク、クレア!?」

　カミトは思わず、ごくっと息を呑のんだ。

　とろん、と蕩とろけたような眼まな差ざし。

　繊細な手つきで、彼女はカミトの制服のボタンを外していく。

　普段のクレアとはあまりに違うその態度に、胸がドキドキと高鳴る。

「……っ、クレア、その、儀式だからって、無理しなくていいんだぞ」

「む、無理なんて、してないもん……」

　クレアは少し怒ったように唇くちびるをとがらせると、

「あ、あんたの闇の〈神威カムイ〉、あたしたちに渡しなさいよね……」

　はむはむっ、とカミトの首を甘あま噛がみしてくる。

　甘く痺しびれるような心地のよい痛みと共に、ほどよく力が抜けていく。

（……俺の〈神威〉が、クレアの〈神威〉と混じり合ってるのか？）

　……というか、闇の〈神威〉なんて取り込んで、本当に大丈夫なんだろうか。

「……んっ……あむっ……ん♪」

　濡ぬれそぼったクレアの髪先が、はだけたカミトの肌を心地よくくすぐる。

「あ……クレ、ア……ま、まて、そこは──!?」

　電流の走るような快感に、思わず声を上げてしまう。

　そんなカミトの反応が面白いのか、クレアは子猫のように甘えてくる。

「ふふっ、カミト、どうしたの？」

「……っ！」

　彼女の紅玉ルビーの瞳ひとみが、カミトを上目遣いに見つめてくる。

　……可愛かわいい。あのクレアが、こんな表情をするなんて。

（闇の〈神威〉を取り込んで、ちょっと変になってるんじゃないか？）

　そんな心配をし始めるカミトに、

「カミト君、私もお願い♪」

　今度はフィアナが、はだけた肩に軽くキスをしてくる。

　花の蜜を吸うような、蠱こ惑わく的てきな口づけ。

「フィアナ……お、お姫様が、こんなことしちゃ……」

　彼女の指先がカミトの指に絡み、優しく弄もてあそぶ。

「いいのよ、カミト君。それとも、はしたないお姫様は嫌い？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、ふーっと熱い吐息を腕に吹きかける。

　指を握られているだけなのに、カミトは金縛りにあったように動けない。

　黒い下着に覆おおわれた王女様のロイヤルな胸が、ふにゅっと押しつけられる。

「……フィ、フィアナ、そ、それ以上は……俺の、理性が……」

「だめよ、私たちが強くなるための、〈闇神楽〉の儀式なんだから♪」

　くすっと微笑ほほえんで、フィアナは胸の谷間に腕を挟み込んできた。

　ふよんっ。ふよよんっ。

「……～っ！」

「カミトさん、わ、わたくしも……！」

　と、次はリンスレットが遠慮がちに体を前に寄せてきた。

「リンスレット、こっちよ」

　クレアが体勢を入れ替えて交代する。

「あ、あの、わたくし……このようなことは、心得がなくて……」

　透けたナイトガウンに身を包んだリンスレットが、指先でくるくると髪を巻く。

　困ったように眉まゆをひそめ、見つめてくるその表情は、とても可愛かわいらしい。

　……ドキドキと、胸の高鳴りがとまらない。

「ふとももで首を挟んで、カミト君の〈神威カムイ〉を感じるのよ」

「ええっ!?」

　フィアナのアドバイスに、リンスレットは目を見開く。

「カ、カミトさん、本当ですの？　ふとももで挟まれるのが、いいんですの？」

　羞恥に頬ほおを真っ赤に染め、訊きいてくるリンスレット。

「い、いや、そんなわけないだろ──」

　言いかけたカミトの身体がぐいっと引かれ、仰向けに転がされた。

「クレア!?」

「ほら、リンスレット、このほうがしやすいでしょ？」

「わ、わかりましたわ……」

　リンスレットは覚悟を決めたように頷うなずくと、

「こ、こう……ですの？」

　ふよんっ。ほどよい弾力のあるふとももが、カミトの首を優しく挟む。

（……うわ、なんだこれ、めちゃくちゃ気持ちいい）

　ミルクのようにすべすべの肌。頬をくすぐるプラチナブロンドの髪先。

　フローラルな石せつ鹸けんの香りが鼻孔をくすぐり、思わず陶酔してしまいそうだ。

「カ、カミトさん……その、あ、あまり動かれると……ぁんっ♪」

「わ、悪い……！」

　身じろぎしようとしたカミトは、あわてて固まった。

「あら、ローレンフロスト嬢は意外と大胆ね♪」

「……～っ、はうう、お、王女殿下、恥ずかしいですわ」

　カミトの首を挟んだまま、ふとももを擦こするリンスレット。

　ふよんっ。ふよんっ。

　頭が揺れて、もうどうにかなってしまいそうだ。

「もう、カミトのえっち……」

　クレアが拗すねたように、カミトの鎖骨を甘あま噛がみしてくる。

「……あ、うう……」

　と、ベッドの隅っこで、真っ赤になった顔を両手で隠している女の子がいた。

「エリス、どうしたの？」

　気付いたフィアナが声をかける。

「……～っ、わ、私は、その……このような、破は廉れん恥ちなことは……」

　指の隙間から儀式を覗のぞきながら、もじもじと小声で呟つぶやく。

「は、破廉恥じゃないわ、強くなるための儀式なんだから……！」

　クレアがハッと思い出したように言った。

「し、しかし、カミトは憧れのレン・アッシュベル様で、その……」

　エリスはちらっとカミトに目を向け、恥ずかしそうにまた視線を逸そらす。

　……なるほど、カミトの正体がレン・アッシュベルであった事実に、まだ心の整理がついていないのだろう。

「大丈夫よ、エリス。私と一緒にしましょう♪」

「お、王女殿下……ふぁ!?」

　フィアナが怖おじ気けづくエリスの腕を引き、カミトの前まで連れてくる。

「エ、エリス……」

　ピンクの下着に包まれた、エリスの豊かな胸が、カミトの目の前でたゆんと揺れる。

　普段は凛り々りしいエリスが、不安そうに潤んだ瞳ひとみでカミトを見つめてくる。

　心臓の鼓動がドクンと大きく跳ねる。

　その途端、闇の〈神威カムイ〉がほとばしり、クレアたちの身体を電流のように流れた。

「あっ♪」「……んっ♪」「ひゃん♪」

　小さな悲鳴を上げ、びくんっと体を仰のけ反ぞらせる。

「エリス、早く……カミト君の〈神威〉を──」

「……わ、わかった！」

　エリスは小さく息を呑のむと、

「は、はしたない娘と、思わないで欲しい……」

　カミトにそっとキスをした。

「……!?」

　触れ合う唇くちびるの感触。濡ぬれたエリスの舌先が、ほんのわずかに触れる。大胆に覆おおい被さった身体は羞恥に悶もだえ、下着ごしに柔らかな胸の感触をつたえてくる。

「……はうう……胸、擦こすれて……痛い……」

　吐息と共に、エリスがそんな喘あえぎを漏らす。

　ドクン──、

「カ、カミト、あ、あたしも……」

　熱っぽく潤んだ瞳ひとみで、カミトにキスをねだるクレア。

「クレア……」

　ドクン、ドクン、ドクン──

　激しく跳ねる心臓の鼓動と共に、全身を闇の〈神威カムイ〉が覆い尽くす。

　……だんだんと頭が朦もう朧ろうとしてくる。
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（……ま、まずい……俺も、なんかおかしくなってる……）

「カミト君、私も、チュッチュしたいわ」

「わ、わたくしも……」

　切ない表情をした四人の女の子が、かわるがわるカミトにキスを求めてくる。

　ドクン、ドクン、ドクン、ドクン、ドクン──

（……も、もうだめ、だ──）

　カミトの頭の中で、なにかが弾はじけるような音がして──

　そこからの記憶は、ぷつりと途絶えている。





　　　　◆






（……あたたかい）

　まるで、懐かしいエルステインの城の暖炉の火のようだ。

　朦もう朧ろうとした意識の中で、彼女はそんな感想を抱く。

　ひさしく忘れていた、火の温ぬくもり。

　四年前、煉れん獄ごくの復ふく讐しゆう者として生まれ変わったあの日から、彼女にとっての炎は、胸の奥でたぎる、怒りと憎しみそのものだった。

（……私は……死んだ、のか……？）

　最初に考えたのは、その可能性だった。

　……だとすれば、ここは煉獄なのだろうか。

　死んだ人間の魂は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉に還かえり、精霊を育む〈神威カムイ〉となって、やがて精霊に転生する。彼女の学んだ〈神儀院〉ではそう教えられたが──

（──私に、そんな資格はない、な）

　胸中で自嘲して、透き通った紅玉ルビーの眼めを開く。

　視界に、揺らめく炎が見えた。

　否いな、炎ではない。燃える炎の色をした、長い髪だ。

　妹の髪の色よりも濃く映える、紅ぐ蓮れんの赤。

　泣きそうな顔で彼女の顔をみつめているのは、ねじくれた角を生やした少女だった。

「火の……王……ヴォルカニクス……」

　ルビアが唇くちびるを開き、囁ささやくようにその名を呟つぶやく。

〈火の王〉はハッと目を見開くと、安あん堵どしたように息を吐いた。

　ルビアは無言で半身を起こした。身体の節々がひどく痛む。精霊ミレニア・サンクトゥスとの戦いで、〈呪装刻印〉の力を使いすぎたのだ。

「──ま、まだ起きてはならぬ！」

　火の王があわてて静止する。無視して、彼女は訊たずねた。

「ここは？」

　視線だけで、あたりを見回す。

　光も差し込まない、深い森の中のようだ。

「ここは〈精霊の森〉だ。〈浮遊島ラグナ・イース〉が割れた瞬間を、覚えているか？」

「……ああ、覚えて……いる」

　逆巻く炎の中で、ルビアは眼めの前にいる少女──〈火の精霊王〉を解放した。

　その瞬間、真っ白な閃せん光こうが、〈浮遊島〉の大地を砕いたのだ。

　すでに満まん身しん創そう痍いだった彼女は、〈火の王〉に体を抱かれ、地上に墜おちた。

「すまぬ。余は治癒の力を持ち合わせておらぬゆえ、この程度しかしてやれぬ」

　二人の周囲に立ち上る炎が〈結界〉となっている。

　温かな熱の障壁は、徐々に〈神威カムイ〉を回復させる効果があるようだ。

　ヴォルカニクスは静かに立ち上がると、ルビアに背を向けた。

　燃える焔ほのおのような髪が、陽炎かげろうのように揺れる。

「──どこへ行く」

　その小さな背中に、ルビアは問いかけた。

　ほんの少しの沈黙の後、ヴォルカニクスは答える。

「──余は、あれを止めねばならぬ」

　と、彼女が見上げた視線の遥はるか先に、天を貫く光の柱が見えた。

「一人で行くのか──」

「うむ」

「お前は、〈聖王〉との盟約に縛られているのではないのか」

「……っ！」

　ヴォルカニクスが立ち止まった。

　確信があったわけではない。

　だが、化身とはいえ、〈火の精霊王〉ともあろう存在が、ミレニア・サンクトゥスに〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉として使われているのは、不自然に思えた。

「──たしかに、余は、古き盟約によって〈聖王〉を倒すことはできぬ。しかし、あの〈門ゲート〉を焼き尽くすことはできるはずだ」

「愚策だな。一人で向かえば、それこそ、〈聖王〉の思う壺つぼだろう」

「……っ！」

　ヴォルカニクスの肩が震える。

　その手を、ルビアが無言で握った。

「……？」

「私と再契約しろ、ヴォルカニクス」

「なんだと？」

　ヴォルカニクスは驚いた顔で振り返った。

「私はお前の〈精霊姫〉だ」

　手の甲に刻まれた〈精霊刻印〉が、ほのかな熱を放つ。

　──何度も消そうとして、それでもなお、消すことのできなかった契約の絆きずな。

「余は……余は、お前の故郷を滅ぼした」

「……」

「ルビアよ、お前は、余を憎んでおるだろう」

「……そう、なのかもしれない」

　ルビアは胸に手をあてて言った。

「お前はあの〈闇〉に蝕むしばまれ、罪を犯した。それは事実だ」
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「……」

「だから、お前の罪を償ってもらう。お前と、私の手で──」

　ルビアは握る手に力を込めて言った。

「──私に力を貸せ、〈火の精霊王ヴオルカニクス〉よ！」
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　カミトたちが〈水霊祭殿〉に入ってから、約一時間ほどが経過した。

〈闇神楽〉の儀式を終えたお嬢様たちは、カミトと同じベッドの上で、すぅすぅ寝息をたてている。〈聖都〉での最終決戦に備え、最後の休息をとっているのだ。

　カミトはみんなを起こさないよう、そっと半身を起こす。

〈闇神楽〉の最中、一時的に空っぽになったかのように思えた闇の神威カムイが、体中に充じゆう溢いつしているのを感じる。〈闇の精霊王〉の神威は無尽蔵のようだ。

　下着姿の女の子たちから目を逸そらしつつ、カミトは清潔なシャツに着替えた。

「……んっ、カミトのえっち……」

　ベッドの上で、クレアが小さく身じろぎする。

「そ、そんな……胸ばっかり、触っちゃだめよ、もう……」

　……寝言のようだが、一体どんな夢を見ているのだろう？

（つーか、俺、彼女たちにとんでもないことをしちまったんじゃ……）

　背筋をつーっと冷たい汗がつたう。

　じつのところ、儀式の途中で頭が霞かすみがかったようにぼーっとして、記憶が曖昧なのだ。

　だが、指先にはやわらかい肌の感触がはっきりと残っている。それに、体のいたるところに、甘あま噛がみのあとや、舌で舐なめられたあとがあった。

「──ト、ねえ、カミト」

「……っ！」

　背後からかけられた声に、カミトはビクッとして振り向く。

　漆黒の翼をひろげ、ふわり、とベッドに降り立ったのはレスティアだった。

「レ、レスティア!?」

「しーっ、彼女たちが起きてしまうわよ」

　思わず、声を上げたカミトの唇くちびるに、レスティアは人差し指をあてて囁ささやく。

　彼女は、ちょっと不機嫌そうにカミトを見つめ、

「さすがは夜の魔王様ね。全員を同時に相手にするなんて」

「……っ、〈神威カムイ〉を分け与えるための儀式だからな……」

「ええ、そうね。でも、彼女たちを失神させるのは、少しやりすぎだと思うわ」

「失神……俺が？」

　カミトは、ベッドの上で眠るクレアたちに目を向ける。

[image: ]

「やっぱり、覚えてないようね。まったく、最後はよっぽど止めようか迷ったほどよ」

「……ええっと、俺、どうなってたんだ？」

「お、覚えていないのならいいわよ、もう」

　レスティアは珍しく頬ほおを赤く染め、あさってのほうへ視線を逸そらした。

「カミトはとても夜の魔王でした」

　と、壁際に立てかけた剣の姿のエストが言った。

「とても夜の魔王!?　ど、どんなだったんだ！」

「……」

「エスト？」

「剣精霊さんには刺激が強すぎたようね」

　やれやれと肩をすくめるレスティア。

　……一体、どんな風ふうだったのか、ますます気になるんだが。

「それより、火猫ちゃんたちには、もう起きてもらわないと」

　レスティアは眠るクレアの頬をつんとつついた。

「……ふぁ……カミト……だめ、よ……」

「いや、みんな疲れてるし、もう少し休ませてやったほうが──」

「私もそうしてあげたいけど、そうもいかないわ」

　その瞬間、床の水面みなもに波紋が生まれ、〈水霊祭殿〉の大鏡に亀裂が入った。

「……な、なに!?」

「なんですの？」

　これには、眠っていたお嬢様たちも、さすがにハッとして起き上がる。

　レスティアは、天井を見上げて言った。

「──敵に発見されたわ」





　　　　◆






〈水の祭殿〉より転移させられたカミトたちは、元の広間に集まった。

　レイハたち四人の〈精霊姫〉は、すでにテーブルについている。

「〈闇神楽〉の儀式は成功したようね」

「え、ええ……」

　イセリアの言葉に、頬を赤く染めるクレアたち。

　だが、すぐに気持ちを切り替えて、

「それより、状況は？」

「ええ、あまりよくないわ」

　言って、イセリアはテーブルの上に浮かぶ水の球体に手を翳かざした。

　そこに映し出された外の映像を見て、クレアが息を呑のんだ。

「囲まれてるわね……」

　第二世代の飛行型軍用精霊〈ペーガソス〉に跨またがった騎士の軍団が、空の大海を泳ぐ白はく鯨げいの巨体を取り囲んでいる。

　輝く白銀の甲かつ冑ちゆう。翻る真紅の外がい套とうは、〈聖国〉の誇る精鋭〈神聖騎士団〉の象徴だ。

「この〈白魔鯨ダイア・ホエール〉では、ひとたまりもないわ」

　イセリアが言った。

「逃げることはできないの？」

「残念だが、それは厳しいだろうな」

　一時的退却を提案するクレアに、エリスが首を横に振る。

「〈聖国〉が主力として採用している飛行型軍用精霊の速度は、帝国空軍の飛行艇のスピードを遥はるかに凌しのぐ。一度捕捉されてしまった以上、この精霊の飛行速度では、とても逃げ切ることはできん」

　その家柄のためか、エリスは大陸各国の軍事情報にかなり詳しい。その彼女が断言するのであれば、実際、逃げるのは不可能ということだ。

　統率された八騎の精霊騎士は、空中を巧みに旋回しつつ白鯨に接近し、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の聖せい槍そうを銛もりのように次々と撃ち込んだ。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオオン！

　巨大な白鯨が、哀かなしげな咆ほう哮こうを上げて大きくのたうった。

「ひどい、鯨くじらさんがかわいそうですわ！」

　怒りの声を発するリンスレット。

「ねえ、反撃はできないの？」

　クレアがイセリアに詰め寄った。

「こう見えて、〈白魔鯨〉は気性のおとなしい精霊なのよ」

「……っ、このままでは墜おちるのを待つばかりだ。こちらから打って出よう」

　エリスが〈精霊魔装〉の槍を手に出撃しようとする。

「待って、一人で出るのは危険よ！」

　フィアナが腕を掴つかんで止めるが、

「しかし、飛ひ翔しようの魔術を使えるのは私だけ……きゃあっ！」

　広間の床が大きく傾いた。

〈神聖騎士団〉の攻撃が、白はく鯨げいの胸ビレを切り裂いたのだ。

「おっと──」

　可愛かわいい悲鳴を上げてよろめくエリスを、カミトが抱きとめる。

「あ、カミト……」

「……っ、まずいわ、ほんとに墜落するわよ！」

「いきなりピンチ、ですわね……」

　四人の〈精霊姫〉たちは、恐怖に身を寄せ震わせている。

　──と、その時だ。

　ドウンッ、ドウッ、ドウッ、ドウッ、ドウッ、ドウンッ！

　連続する轟ごう音おんが大気を震わせた。

「なんだ!?」

「……ほ、砲撃？」

　クレアが食い入るように、水の球体を見つめた。

　砲撃は、この〈白魔鯨ダイア・ホエール〉ではなく、〈神聖騎士団〉を狙っているようだ。〈ペーガソス〉にまたがった数騎の精霊騎士が、爆発に巻き込まれて墜落する。

「……すごい砲撃の精度だわ。一体、誰が──」

　クレアの発した疑問の答えは、すぐに現れた。

　真っ白な雲海を引き裂き、波間を蹴立てるように、巨大な軍船が姿を見せる。

　艦の側面に備え付けられた無数の砲門。

　鋭い衝角と、全体を鋼の装甲で覆おおわれた、その艦影──

「──あれは、〈レヴァナント〉ですわ！」

「どうして、〈レヴァナント〉がここに？」

　訝いぶかしげに呟つぶやくカミト。

〈正統オルデシア〉の象徴でもあるあの艦は、帝都に停泊していたはずだ。

『──坊や、聞こ……えるか……？』

「……っ!?」

　突然、水の球体の映像が乱れ、カミトのよく見知った顔が映し出された。

「グレイワース!?」

「が、学院長!?」

　その姿は、全盛期の彼女ではなく、現在の〈魔女〉の顔だ。

『ミュアもいるわ！　兄にい様さまみてるー？』

　ぴょんぴょん、と可愛かわいい義妹いもうとのツーテールが映像の隅で跳ねている。

「ミュアも……どうしてここに!?」

『──説明は後だ。先まずはこの艦に避難しろ』

「避難って言われてもな……」

〈レヴァナント〉の船影は、〈白魔鯨ダイア・ホエール〉の真下だ。

（……まさか、甲板に飛び移れってのか？）

　出来なくはないが、四人の〈精霊姫〉を護まもりながらでは、さすがに厳しい。

　無防備な落下中に攻撃を受けるのは避けたいところだ。

『──いま、〈門ゲート〉を開くところだ。少し待て』

　言って、グレイワースは、彼女の得意とする虚無属性の精霊魔術を唱える。

　すると、カミトたちの足もとに、真っ黒な影が出現した。

『──〈門〉はそう長くはもたん、急げ』

〈白魔鯨〉の広間が、また大きく揺れた。

　カミトたちは一瞬顔を見合わせ、それからすぐに影の中に飛び込んだ。





　　　　◆






　──目眩めまいのするような浮遊感。

　ゆっくりと目を開けると、カミトは硬い床の上に立っていた。

　見慣れた飛行艇〈レヴァナント〉の甲板だ。

　砲撃の轟ごう音おんが鳴り響き、鼓膜がビリビリと震える。

　あたりを見回すと、先に影に飛び込んだクレアたちが転がっていた。

　あわてて飛び込んだせいで、着地に失敗したようだ。

「ふむ、間一髪といったところか──」

「グレイワース……」

　振り返ると、腕組みしたスーツ姿のグレイワースがそこにいた。

「──〈精霊姫〉もご無事のようだな。間に合ってよかった」

　と、彼女は座り込んだ四人の〈精霊姫〉に視線を向ける。

「グレイワース卿きよう、こんなところでお目にかかれるなんて──」

　伝説に謳うたわれる〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉の登場に、レイハたちは恐縮した様子を見せた。

「婆ばあさん、説明してくれ。どうして〈レヴァナント〉がここにいるんだ？」

「お前たちが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ向かったと報告があってな。まさか、〈聖都〉に乗り込もうとしているとは思わなかったが──」

「……そうか。とにかく助かった。感謝するぜ」

　そう礼を言うと、グレイワースはふんとわずかに視線を逸そらした。

「この船、前の〈レヴァナント〉とは外観が変わっているわ」

　立ち上がったクレアが訊たずねる。

　たしかに、こんな強力な武装は搭載していなかったはずだ。

「ああ。この船は、ヴェルサリア・イーヴァの〈要塞〉と接続している」

　と、グレイワースはこともなげに言った。

「そんなことができるのか!?」

「ランバール戦争時代に開発された軍事技術だ。戦後、〈骸連盟マーダーズ〉が研究していたものを、ヴィヴィアン・メローサが盗み出したらしい」

「この船の武装は、義あ姉ね上うえの〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉なのですか？」

　エリスが驚きの表情を浮かべる。

「武装というか、この船そのものが、ヴェルサリア・イーヴァの支配下にある。動力炉の〈精霊鉱石〉と接続して、この〈レヴァナント〉を制御しているんだ」

「……なるほど、な」

　と──

「兄にい様さま[image: ][image: ][image: ]っ！」

　可か憐れんな声が聞こえ、小柄な少女が甲板を駆けてきた。

　義妹いもうとのミュア・アレンスタールだ。

　走る勢いのまま、ぽふっとカミトの胸に抱きついて、顔をうずめる。

「もうっ、兄様ってば、ミュアを置いていってばかり！」

「悪い、ミュアにも心配かけちまったな」

　カミトは苦笑して、義妹の暗灰色の髪にぽんと手をのせる。

「ふぁー、兄様……」

　ミュアはカミトの胸元にすりすりと顔をこすりつけ、

「くんくん……兄様、ほかの女の匂いがするわ」

「……っ!?」

　ジトーっとした目で睨にらまれ、カミトはあわてて目をそらした。

　と、その時。

「大変ですわ、鯨くじらさんが！」

　リンスレットが上空を指さし、悲鳴のような声をあげた。

　数十騎の〈神聖騎士団〉に取り囲まれた白はく鯨げいが、光の粒子を振りまきながら、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の森へと墜落してゆく。

　巨大な胸ビレで宙を進もうと足あ掻がいているが、もはや再び空へと舞い上がるだけの力はないように見える。

「なんとか鯨くじらさんを助けることはできませんの？」

「大丈夫、〈白魔鯨ダイア・ホエール〉は古来の力ある精霊です。一時的に顕現する力を失うかもしれませんが、完全に消滅することはありません」

　泣きそうな表情のリンスレットを安心させるように、イセリアが言った。

「坊や、このちんちくりんは誰だ？」

　グレイワースが怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて訊きく。

「ち、ちんちくりん!?」

「いや、その娘こ──その御お方かたは、〈水の精霊王〉様の化身だぞ」

「……な、なんだと？」

　さしものグレイワースも、驚いたように目を見開く。

「この事態です、多少の不敬は許しましょう」

「──ねえ、敵が来るわよ」

　と、クレアが上を指さした。

　カミトたちが移動したことに気付かれたのか、〈神聖騎士団〉が向かってくる。

「あれは私が引き受けましょう」

　頭上に大きな影が差し、声が聞こえた。

「レオノーラ！」

　見上げると、雲間を割り、飛竜に跨またがったレオノーラが姿を現す。

　風でスカートがめくれ、下着をはいていないお尻しりが露あらわになった。

「……っ!?」

　あわてて視線をそらすカミト。

　レオノーラはカミトを見下ろして、ふっと微笑ほほえんだ。

「カミト、また力を増したようですね」

　……さすがだ。すぐに見抜かれた。

「試してみたいものです」

「あとでいくらでも相手になってやる」

「ええ、わかってますよ」

　レオノーラは嬉うれしそうに応え、再び雲間に姿を消した。

「露払いはレオノーラ卿きようにまかせ、私たちは正面突破だ。このまま〈聖都〉へ突っ込む」

「ああ、わかった」

「王女殿下と〈精霊姫〉は、〈結界〉を構築してくれ」

「わかりました」

　グレイワースの指示に、フィアナとレイハが頷うなずく。

「正面は俺とエリスが切り込む」

「わたくしは援護ですわね。撃ち漏らしませんわ」

「ミュアも行くわ」

「だめだ。おまえは大物が出てきたときの切り札だ」

「えー」

　グレイワースに腕を掴つかまれ、ミュアは不満そうに頬ほおを膨らませた。

「エリス、あんたの〈シムルグ〉は三人乗りできないの？」

「できるにはできるが、三人も乗せては飛行速度が落ちてしまう」

「そう、あたしも切り込みたかったけど──」

　クレアは残念そうに肩をすくめた。

　クレアの〈炎の[image: ]フレイムタン〉は、中距離戦闘用の〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉であり、後方からの援護には向いていない。彼女が得意とする炎属性の精霊魔術も、リンスレットの放つ氷の矢と違って、広範囲を巻き込んでしまうので、あまり乱戦には適していないのだ。
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〈浮遊〉の〈精霊鉱石〉はあるものの、さすがに空中戦闘は無理だろう。

「マスター」

　──と、そんなクレアの背後に、すっと炎の人影が立ち上った。

「スカーレッ……オルトリンデ!?」

　クレアが驚きの声をあげて振り向く。

　そこに現れたのは、炎を纏まとう〈精霊兵器〉の少女。

　火猫の真の姿である、〈[image: ]銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉──オルトリンデであった。

「ス、スカーレット、どうしたの？　真名解放してないのに……！」

「先ほどの儀式によって、マスターの〈神威カムイ〉は飛躍的に増大。よって、私の意思でこの形態になることができました」

　オルトリンデは、炎のしっぽをぴんと伸ばして言った。

「……そ、そうなのね」

　クレアは自身の手を見下ろした。スカーレットの真名解放には、クレアほどの精霊使いであっても、相当な〈神威〉を消耗するはずなのだが──

（……無意識に真名解放したってことか）

　──あの古来の儀式〈闇神楽〉の効果は伊だ達てではなかったようだ。

　それとも、カミトに継承された〈闇の精霊王〉の力があまりに莫ばく大だいなのか。

「いまのマスターの力であれば、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の〈第二展開〉を行使できるはずです」

「第二展開!?」

「もしかして、空を飛行できるようになるんですの？」

「──はい、私はマスターが思い描く〈精霊魔装〉になってみせましょう」

　──〈精霊魔装〉は、精霊使いの魂の形を具現化した武器だ。必ずしも、頭の中でイメージした形そのままというわけではないが、近い姿にはなるだろう。

「わ、わかった、やってみるわ」

　クレアは息を呑のむと、緊張した面持ちでオルトリンデと向き合った。

　真紅の髪の少女が二人、鏡合わせのようにすっと手を合わせる。

　──紅あかき炎の守護者よ、眠らぬ炉の番人よ！

　──いまこそ血の契約に従い、我が意を以もつて形と為なせ！

　瞬間、オルトリンデは紅ぐ蓮れんの焔ほのおへと姿を変え、クレアの体を包み込んだ。

「ク、クレア!?」

　思わず、リンスレットが心配の声をあげる。

　クレアを包んだ炎は一瞬、猛たけるような咆ほう哮こうをあげて──

「……っ!?」

　その場の全員が、言葉を失った。

　そこに現れたのは、輝く真紅の鎧よろいに身を包んだ、クレアだったのだ。

　まるで炎の化身、戦女神のようなその姿──

「〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉第二展開──〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉！」

　甲かつ冑ちゆうの背面から炎が噴き出し、翼のように広がった。

「飛行能力を獲得しました、マスター」

「すごいわ、スカーレット！」

「いいえ、マスターの才が、〈精霊兵器〉である私の力を引き出したのです」

　クレアが軽く床を蹴ると、身体がふわりと浮かび上がる。

「使いこなせそうか？」

「戦いながら覚えるわ」

　問うカミトに、クレアは頷うなずく。

「私も、負けてはいられないな──〈シムルグ〉！」

　エリスも自身の〈魔風精霊〉を召喚する。

　クエエエエエエエエエエエエエエッ！

　虚空に光の粒子が収束し、巨大な霊鳥が顕現する。

「……っ、なんだかいつもより神々しい気がするわ！」

「羽が七色に光っていますわ！」

「頭に王冠を被っているわよ」

　クレア、リンスレット、フィアナの三人が、驚きに目を見開く。

　召喚された〈シムルグ〉は〈神威カムイ〉の輝きを纏まとい、霊鳥の如き姿になっていた。

　いつもは怖がられている猛もう禽きんの顔も、心なしか威厳のある顔つきに見える。

「シムルグ、これがお前の本来の姿なのだな──」

　エリスが光る羽を撫なでると、シムルグは嬉うれしそうにくるると鳴く。

「兄にい様さま、なんでみんなパワーアップしてるの？」

　ミュアが怪しむようにカミトを見る。

「……っ、そ、それは……！」

　カミトはあわて、女の子たちは一斉に目をそらした。

「──リンスレット、あなたにも力を与えるわね」

　イセリア・シーウォードが、リンスレットの手を取った。

「イセリア様？」

「じっとしていて、すぐに済むわ」

　イセリアは目を閉じると、リンスレットの左手の甲に軽くキスをする。

「イ、イセリア様、まさか、それは精霊契約の!?」

　驚きに目を見開くリンスレット。

〈水の精霊王〉は微笑ほほえんで──

　次の瞬間、その姿が光の粒子となって虚空に消えた。

「……あ、あの、イセリア様？」

『ここよ、リンスレット』

「……!?」

　途端、リンスレットの左手にある氷薔ば薇らの刻印が、蒼あおい輝きを放った。

『甲板にいても足手まといになりそうだし、ここにいるわね。この状態なら、〈フェンリル〉の力も大幅に強化されるはずよ』

「〈精霊王〉様を刻印に宿すなんて、なんだか畏れ多いですわね……」

　リンスレットはちょっと戸惑い気味だ。

「時間がないわ、〈精霊王〉の祭殿に乗り込むわよ！」

「ああ、そうだな──」

　正面から、隊列を組んだ〈神聖騎士団〉が接近してくる。

　カミトは左手と右手の〈精霊刻印〉に〈神威カムイ〉を集中させた。

　最強の剣精霊と闇精霊、その双紋が輝きを放つ。

「──最後の決戦だ」





　　　　◆






「──捕捉しました。あそこに、います」

　割れ砕けた〈浮遊島ラグナ・イース〉の岸壁で──

〈聖霊騎士団〉の特務兵、エイラ・シダールは、遥はるか上空の雲間を指さした。

　彼女は追跡と捜索のエキスパートだ。精霊使いの放つわずかな〈神威〉の痕跡から、目標を捕捉することができる。

「──そうか」

　部下の報告に、ルミナリス・セイント・レイシェードは短く頷うなずくと、腰に差した聖剣〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉を静かに抜き放つ。

　その刃が神秘的な光を帯びて輝いた。

　あの空の彼方かなたに、レン・アッシュベルがいる。

「ルミナリス様、やはり私たちも」

「いや──」

　と、同行しようとする部下たちを制するように、ルミナリスは首を振った。

「これは私のわがままだ。私一人で行かせてくれ」

　美しい金色の髪を靡なびかせ、彼女は振り向く。

　その蒼あおい瞳ひとみには、強い決意の光が宿っている。

　聖騎士ルミナリス──〈聖国〉の誇る、最強の精霊騎士の一人。

　幼少の頃より、神聖騎士となるべく育てられ、その命を祖国の為ために捧ささげてきた。

〈聖王〉が世界の消滅を望んだとしても。任務に失敗し、その結果祖国に見捨てられようとも、〈聖国〉に捧げる忠義は変わらない。しかし──

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では、闇精霊の捕縛任務を与えられていた。

　故に、彼女ともう一度剣を交える、その願いは遂ついに果たされなかった。

（……このまま世界が消えるのなら、私はあの男と決着をつけたい）

　家名の為でも、騎士の誇りの為でも、祖国の為でもない。

　ただ彼女自身のために、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉と剣舞を舞いたい。

　ルミナリスは、天に穿うがたれた巨大な〈門ゲート〉を見上げて、

「〈精霊剣舞祭〉では、見苦しい剣舞をお見せしました。ですが──」

　銀光を放つ刃の切っ先をまっすぐに捧げ持つ。

「〈精霊王〉よ、いまここに、私の最高の剣舞を奉納いたしましょう」
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　キエエエエエエエエエエエエエエッ──！

　カミトとエリスを乗せて飛び立った魔風精霊が、空を裂くように咆ほう哮こうした。

　耳を劈つんざくような鳴き声は、超音速の刃となって、〈聖国〉の軍用精霊を斬り刻む。

　光の粒子を撒まき散ちらし、大空を舞うその雄姿は、まるで伝説級の精霊だ。

「これが、〈シムルグ〉の本当の力なのか!?」

　巨大な霊鳥の背の上で、カミトは思わず唸うなる。

　エリスの〈風翼の槍レイ・ホーク〉が強力な〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉であることは知っていたが、精霊の形態でも、これほどの力を秘めていたとは──

「シムルグ、ようやく君の本来の力を引き出せたようだ」

　青いしっぽ髪を風に靡なびかせたエリスが、シムルグの大きな首を撫なでる。

　シムルグはくるるっと嬉うれしそうに鳴くと、懐に風を巻き込んで更に加速する。

　無論、契約精霊の力を大幅に引き上げているのは、彼女自身の才能だ。

　エリスの全身からは、凄烈な〈神威カムイ〉がほとばしっている。

「エリス、このまま一気に斬り込むぞ」

「ああ、承知した！」

「ちょ、ちょっと待って！　ふああああああっ！」

「……？」

「なんだ？」

　背後で聞こえた悲鳴のような声に、カミトとエリスは同時に振り向き、

「……彼女はなにをしているのだ？」

　と、エリスが戸惑い顔で呟つぶやく。

　真紅の〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉を纏まとったクレアが、炎の軌跡を空に残し、〈レヴァナント〉の周囲を無軌道に飛び回っていた。

「まだ、第二展開した〈精霊魔装〉をうまく使いこなせていないみたいだな」

「……そうか。空を飛ぶのは、風の適正がないとなかなか難しいものだからな」

　エリスが頷うなずく。

「まあ、あいつならすぐに慣れるだろ。天才だしな」

「うむ、そうだな」

　と、暴走するクレアはひとまず放ほうっておくことにする。

　レオノーラもついているし、まあ、なんとかなるだろう。

「──行くぞ、カミト。しっかり掴つかまっていろ」

　エリスが前方を向き、真剣な声で言った。

〈聖都〉の前に展開した〈神聖騎士団〉の精鋭が、隊列を組んで突撃してくる。

　輝く白銀の鎧よろいを纏まとった精霊騎士。

　その乗騎は、大きな翼を備えた軍馬──空戦型軍用精霊〈ペーガソス〉だ。

　オルデシア帝国の〈空くう[image: ]てい騎士団〉にも配備されている、第二世代型の軍用精霊。

　竜精霊ほどの耐久力はないが、そのスピードはなかなか厄介だ。

　だが、〈シムルグ〉を操るエリスの眼めに迷いはない。

　彼女は今、〈元素精霊界〉最速の風精霊を駆っているのだ。

「──風を喰くらいし伝説の魔鳥よ、凶まがツ風となりて、我が敵を狩れ！」

　颶ぐ風ふうが生まれた。エリスの〈神威カムイ〉を注ぎ込まれたシムルグが、風を叩たたいて一気に上昇し、〈神聖騎士〉の隊列めがけて急降下。

　すれ違いざま、振り下ろした鋭い鉤かぎ爪づめが、天馬の翼を斬り裂いた。

　神聖騎士の隊列が乱れた。騎士隊長が即座に攻撃を命じるが、〈シムルグ〉の姿はその視界からすでに消えている。

「──上だっ！」

　神聖騎士の一人が叫んだ。

　キエエエエエエエエエエエエッ──！

　疾風の刃と化した〈シムルグ〉は、雲を引き裂き、再び隊列に突撃する。

「エ、エリス!?」

「カミト、振り落とされるな！」

　エリスがカミトの腕を掴み、腰に引き寄せる。

　蒼そう穹きゆうのような青い髪が、風に煽あおられて躍る。

　突撃を待ち受けるように、〈神聖騎士〉が〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉のランスを一斉に構えた。

　槍やり衾ぶすまを築くと同時に、〈精霊魔術〉を詠唱する。

　聖属性の最上級魔術──〈最後の審判ラスト・ジヤツジメント〉。その多重詠唱。

（……っ、魔術の重ねがけは〈神聖騎士団〉の十八番だったな）

　瞬時に判断し、カミトはエリスの服の袖を引く。

「エリス、避よけろ！」

「……っ！」

　刹那、神聖騎士の掲げるランスが激しく輝き、無数の光の刃が放たれる。

〈シムルグ〉は急激に角度を変え、旋回。

　降り注ぐ光の刃の中を、縫うように回避する。

　閃せん光こうが翼を擦過し、白い羽が宙に舞い散った。

「──っ、第二射が来る」

　エリスが真下を見下ろして言った。

「任せろ──」

　エリスの腰を掴つかんだまま、カミトは片手で〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を抜き放つ。

　決して光を反射しない漆黒の刃が、カミトの込める闇の〈神威カムイ〉によって黒く輝く。

「いくぞ、レスティア──」

　カミトの声に応えるように、その刃に激しい黒雷がほとばしる。

「滅びの魔雷よ、我が敵を穿うがて──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　一いつ閃せん。漆黒の雷が空を奔はしり、ランスを構えた〈神聖騎士団〉を打ち据える。

　黒雷をまともに浴びた数体の〈ペーガソス〉が光の粒子となって消滅し、それに跨またがる〈神聖騎士〉が落下する。制御の乱れた〈最後の審判ラスト・ジヤツジメント〉はあえなく霧散した。

「エリス、隊列を整える前に、もう一度突っ込むぞ！」

「ああ──」

　と、エリスが頷うなずいた、瞬間。

（……っ!?）

　ふと頭上に影が差し、カミトは上を向く。

「──見つけたぞ！」

　雲を斬り裂いて現れたのは、白銀に輝く聖剣を手にした一人の聖騎士だ。

〈ペーガソス〉ではない、旧世代型の飛行型軍用精霊〈グリフォン〉に跨っている。

「……お前、ルミナリス!?」

「──この私と戦え、レン・アッシュベル！」

　聖騎士ルミナリスの駆る〈グリフォン〉が、カミトめがけて急降下した。





　　　　◆






「ちょ、ちょっと、スカーレット、うまく飛べないわよ！」

『落ち着いてください、マスター……にゃあ！』

〈蒼空の要塞レヴアナント〉の砲弾の飛び交う中を、クレアは無軌道に飛び回る。

　翼のように広がった焔ほのおが、激しく噴き上がった。

　孤を描く焔ほのおの軌跡。急に静止したかと思えば一気に加速し、危うく、ヴェルサリアの一斉砲撃に巻き込まれそうになる。

　精霊魔装〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉の強大な力に、振り回されているのだ。

「止まりなさい、スカーレット！　晩ごはんをメザシだけにするわよ！」

『そんな──』

　ツーテールの髪を振り乱して叫ぶが、焔の暴走は止まらない。

　不安定な姿勢のまま、まっすぐに突っ込んで──

「ふああああっ！」

　すれ違いざま、天馬に跨またがった〈神聖騎士〉の一人を弾はじき飛ばす。

　衝撃。だが、〈殲火の戦鎧〉に守られたクレアの体には、傷一つ無い。

「や、やったわ！」

『……あの、マスター、囲まれています』

「え？」

　ハッとして見回すと、周囲を聖国の騎士団が取り囲んでいる。

　即座に〈焔の[image: ]むち〉を構えるクレア。

　が、遅い。聖騎士たちは一斉に光の精霊魔術を詠唱する。

『マスター、〈焔の障壁〉の展開を──』

「……っ、だめ、間に合わない！」

　背面の焔を噴き上げ、回避しようとするが、〈精霊魔装〉はうまく反応しない。

　放たれた無数の光の槍が、クレアの体を貫く──

　と、その刹那。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　煌きらめく氷の矢が雲間から降り注ぎ、光の槍をあまさず撃ち落とした。

　砕け散った透明な氷片が、ダイアモンドダストのように空を舞う。

「……っ、リンスレット!?」

　クレアは驚き、背後を振り返る。

　飛行艇の甲板に、数本の矢をつがえたリンスレットが、颯さつ爽そうと立っていた。

「うそ、あんなところから、全部撃ち落とすなんて──」

「ふっ、これがわたくしの第二展開──〈氷烈の魔弓フローズヴイトニル〉ですわ！」

　リンスレットのプラチナブロンドの髪が風に揺れる。

　彼女が構えているのは、蒼そう氷ひようの如く煌めく大弓。

　その長さは身長をゆうに超え、一度に五本の矢をつがえることができるようだ。

「魔氷精霊フェンリル、その力をお見せなさい！」

　リンスレットの声に応えるように、大弓が大きくしなった。

　彼女の指先を離れ、一斉に解き放たれた氷の矢弾が、嵐の如く降りそそぐ。

　矢弾の雨は軍用精霊の翼を正確無比に穿うがち抜き、乗騎を失った〈神聖騎士〉は悲鳴を上げて墜落する。

　その隙に、クレアは背面の焔ほのおを噴射。一気に上昇して包囲を離脱した。

「た、助かったわ、リンスレット──」

　聞こえていないだろうが、礼を言う。

　甲板の上で、リンスレットがふっと髪をかきあげる仕草をする。

　──クレア・ルージュ、わたくしのライバルの力はそんなものですの？

　彼女の唇くちびるが、そう告げたような気がした。

「……っ、負けてられないわね」

　きゅっと唇を噛かむ。クレアの紅玉ルビーの瞳ひとみに静かな焔が灯ともった。

　眼めをつむり、静かに精神を集中する。

　手にした〈炎の[image: ]フレイムタン〉に〈神威カムイ〉を奔はしらせる。

　カミトから受け取った、〈魔王〉の力。

[image: ]

　胸の荒れ狂う炎を、支配するのではなく、炎そのものになる感覚。

『マスター、攻撃が来ます──』

　スカーレット声が頭の中に響く。

　瞬間。クレアは眼めを開き、〈炎の[image: ]フレイムタン〉を振るった。

「まとめて、消し炭になりなさいっ！」

　真紅の斬ざん閃せんが空を裂き──

　迫り来る光の槍ごと、聖騎士たちを叩たたき落とした。
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「──私と戦え、レン・アッシュベル！」

　大おお鷲わしの翼に獅し子しの体たい躯く。

　ルミナリスの騎乗した〈グリフォン〉が、頭上から急襲を仕掛けてくる。

「……っ、伏兵だと!?」

　エリスが驚きに目を見開く。

〈シムルグ〉は巨体をひねり、攻撃を回避しようとするが、

「──〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉よ！」

　ルミナリスの聖剣が閃ひらめき、魔風精霊の翼を大きく斬り裂く。

　純白の羽が、花弁のように宙を舞った。

「シムルグ！」

　エリスが叫んだ。

　翼に傷を負い、バランスを失った〈シムルグ〉は、きりもみ状態で滑空する。

　強い重力が一気にかかり、カミトの体は振り落とされそうになる。

「……っ、風よ！」

　エリスは風の魔術を詠唱。小さな上昇気流を生み出し、片翼を立て直す。

　だが──、

「エリス、真上だ！」

「……っ!?」

　魔獣の形をした大きな影が、音もなく頭上に現れる。

（……エリスの〈シムルグ〉に追いつくだと!?）

　ルミナリスの乗騎──旧世代型軍用精霊〈グリフォン〉の最高速度は、安定性で劣るぶん、〈ペーガソス〉のそれをわずかに上回る。だとしても、このスピードは──

（さすがに、〈聖国〉最強の騎士ってとこか──）

　数多あまたの実戦経験による、戦闘の勘。

　彼女は、初撃を回避したエリスの行動を予測して、回り込んだのだろう。

「──風よ、我が敵を薙なぎ払はらえ、〈風王爆閃陣ウインド・ボムス〉！」

　即座に、迎撃の精霊魔術を放つエリス。

　が、ルミナリスの聖剣は荒れ狂う烈風の塊を斬り伏せる。

「おおおおおおおおっ！」

　眼前で、〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉の凄烈な聖光が閃ひらめく。

　リイイイイイイイイイインッ！

　空宙に火花が散った。

　振り下ろされた強烈な一撃を、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃で受け止めた。

（しまっ──）

　だが、その衝撃までは殺せない。

　もともと不安定だったカミトの体は、勢いのまま宙に投げ出された。

「カミト！」

　エリスが手を伸ばす。が、その指先は届かない。

　風の結界の範囲外に出ると、体は重力に引かれ、一気に落下する。

（……っ、このままだと墜落死待ったなしだが……ものは試しだ──！）

　落下しつつ、眼めを閉じて精神を集中し、闇の〈神威カムイ〉を全身に巡らせる。

　理論上は可能なはずだが、実際に試したことはない。

　それでも、今のカミトには、それができるという確信があった。

「はああああああっ──！」

　全身の経絡を開き、錬成した〈神威〉を一気に解き放つ。

　その瞬間。漆黒の光が体中から放出され、カミトの体は宙でぴたっと静止した。

「は、やってみりゃ、意外とできるもんだな」

　空中にとどまったまま、カミトは呟つぶやく。

「なっ──」

「な、なんだと!?」

　エリスとルミナリスが、同時に驚きよう愕がくの声を漏らした。

「まさか、精霊の力ではなく、〈神威〉の放出で飛空を──!?」

「驚くことはないだろ、〈神威〉を使った体術の一種だよ」

　カミトが〈教導院〉で習得した〈暗殺技〉の中に、水の中を自在に移動する〈睡蓮〉という技がある。謂いわば、これはその応用だ。

　無論、言うは易やすしで、〈神威カムイ〉の放出による飛空には、極度の精神集中と精妙なコントロール、なにより莫ばく大だいな〈神威〉が必要になる。

　すべてを兼ね備えたカミト以外の精霊使いには、不可能な技だ。

「慣れるまではちょっと厳しいが、ま、ちょうどいいハンデだろ──」

　黒と白の双剣を構え、不敵に言う。

「……っ、貴様──！」

　ルミナリスの殺気が膨れ上がった。

「エリス、彼女は俺と一騎打ちをご所望みたいだ。ここは俺に任せてくれ」

「大丈夫なのか？」

「ああ、エリスは船のほうを頼む」

「……わかった」

　ほんのわずかな逡しゆん巡じゆんの後──

　エリスは〈シムルグ〉を駆って雲間に消えた。

　彼女は、強く信頼してくれているのだ。

　カミトが負けることなど、あり得ないと──

　戦域を離脱するエリスに、ルミナリスは一いち瞥べつもくれなかった。

　彼女はただ、カミトを──三年前に剣を交えた〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉を見据えている。

　凄烈な眼光を宿すその瞳ひとみに、カミトは彼女の覚悟を感じ取った。

「悪いが、あまり時間はない。来いよ、ルミナリス」

「行くぞ、レン・アッシュベル！」

　精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉の放つ聖光が、空を白く染め上げた。
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「やれやれ、わが弟子ながら、どんどん人間離れしていくな」

〈レヴァナント〉の甲板上で、グレイワースは呆あきれたように苦笑した。

　視線の先には、ルミナリスと空中剣舞を繰り広げるカミトの姿がある。〈神威〉の放出による空中移動など、全盛期の彼女にも出来はしないだろう。

「……っ、船の〈結界〉が突破されました！」

　精霊姫レイハの声が甲板に響き渡った。軍馬に跨またがった〈神聖騎士〉が、〈精霊魔装〉の刃で結界を斬り裂き、次々と船に乗り込んでくる。

「やれやれ──」

　呟つぶやいて、グレイワースは、魔剣〈ヴラド・ドラクゥル〉を静かに抜いた。

　血に濡ぬれた魔剣が、禍まが々まがしい輝きを放つ。

「相手は〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉だ、三人でかかれっ！」

「ふむ、舐なめられたものだ」

　真紅の斬ざん閃せんが閃ひらめく。三方向から同時に斬りかかった聖騎士たちを、騎乗する軍用精霊ごと、一瞬で斬り伏せた。

〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞・修羅〉。

　──一対多人数の乱戦を想定した、対人用の〈絶剣技〉。

　グレイワースは、昏こん倒とうした聖騎士たちを見下ろして、

「私も甘くなったものだ」

　と、ため息交じりに呟く。

　過去二度のランバール戦争で、数多あまたの精霊使いの命を奪った〈黄昏の魔女〉。

　あの頃の彼女なら、命を狙う敵を容赦なく殺していただろう。

　魔剣の刃を返したその瞬間、腕に鋭い痛みが走る。

「やはり、この肉体では完全な〈絶剣技〉は無理、か──」

　自嘲して、グレイワースは呟いた。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の本戦前、カミトに奥義〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉を授けたあの時、彼女の肉体は、ほぼ再起不能なまでに破壊されたのだ。

「……っ、突撃しろ、魔女の首を獲れ！」

〈結界〉を突破してきた二騎の聖騎士が、再びグレイワースに向かってきた。

〈黄昏の魔女〉を前にして、まったく怯ひるむ様子がない。

〈聖王〉のために死ぬことを恐れていないのだ。

「度どし難がたいな、愚か者が」

　呟いて、魔剣を握る柄に〈神威カムイ〉を込める。

　と、その時。

「──〈魔竜雷斬剣ドラグ・スラツシユ〉！」

　ドオオオオオオオオオオオオンッ！

　巨竜の咆ほう哮こうの如き雷鳴が轟とどろき、閃く稲妻が聖騎士たちを撃ち抜いた。

「……なに？」

　眉まゆを顰ひそめ、グレイワースは頭上を振り仰ぐ。

「余計な手出しでしたか、グレイワース卿きよう──」

　と、強い風と共に、甲板に大きな影が現れた。

　漆黒の竜精霊〈ニーズヘッグ〉に跨またがった、レオノーラ・ランカスターだ。

「竜の娘か……」

　グレイワースは訝いぶかしんだ。

　彼女は右舷側の敵を引き受けていたはずだが──

「右舷の敵は壊滅させましたよ」

「まさか──」

　あっさりと告げるレオノーラに、さしものグレイワースも片かた眉まゆを跳ね上げる。

〈神聖騎士団〉は、紛まぎれもなく〈聖国〉最強の精鋭騎士の集団だ。

（それを、たった一人で、か──）

　レオノーラの瞳ひとみは、血のように赤く染まっている。

　竜精霊使いに特有の能力、〈竜の血ドラゴン・ブラツド〉を発動しているのだ。

「あの時よりも、かなり力をつけたようだな、竜の娘」

「ええ、強いですよ」

　レオノーラはあっさりと肯定した。

　以前、二人はドラクニアの〈竜の渓谷ドラゴンズ・ビーク〉で、一度剣を交えている。

　その時の記憶はおぼろげだが、グレイワースは〈竜王バハムート〉を守るために立ちはだかった彼女を、一刀のもとに斬り伏せたのだ。

（竜精霊の契約者は、死の淵ふちから蘇よみがえる度に強くなると聞くが──）

　大気が微かすかに震えるほどの〈神威カムイ〉を、グレイワースは感じ取った。

「あなたとは、もう一度手合わせしたいものです、グレイワース卿きよう」

「私はいつでも構わんがね、竜の娘──」

　グレイワースは魔剣の刃を床に突き立て、不敵に笑う。

「お前が本当に剣を交えたいのは、私の弟子だろう？」

「……そうですね」

　レオノーラはふっと肩をすくめ、彼方かなたの空へ目を移す。

　その視線の先で、闇の〈神威〉を纏まとったカミトと、軍用精霊に跨った聖騎士ルミナリスが、激しい空中剣舞を繰り広げていた。





　　　　◆






　ルミナリス・セイント・レイシェード。

　三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉準優勝者にして、〈聖国〉最強の精霊使い。

　そのアイスブルーの瞳ひとみに映るのは、カミトの姿に重なる、レン・アッシュベルか──

「おおおおおおおおおおっ！」

　ルミナリスの跨またがる〈グリフォン〉が、一気に急降下してくる。

　精霊魔装〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉の刃が、凄烈な輝きを放った。

　上段より打ち下ろされた重い一撃を、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉で打ち払う。

　交差する刃。反響する金属音。

　衝撃が大気を伝でん播ぱし、周囲の雲を吹き散らした。

〈神威カムイ〉の放出による飛行状態を維持しつつ、返す刀で一いつ閃せんする。

　が、闇を纏まとう〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の刃は、彼女の聖剣によって阻まれた。

（……強い、な）

　胸中で、カミトは認める。

　ルミナリスの剣技は、最高峰の騎士の剣だ。〈精霊剣舞祭〉での彼女は精彩を欠いていたが、それは〈聖国〉の任務を優先させていたからなのだろう。

　これが、ルミナリスの本気の剣技。

　三年前、レン・アッシュベルが感じた、彼女本来の実力だ。

　無論、剣の冴さえは、三年前よりも数段上がっている。

〈精霊剣舞祭〉の舞台で、ふたたびレン・アッシュベルとまみえるため、血の滲にじむような修練を積んで来たのだろう。刃を一合交わしただけで、それがわかった。

「腕を上げたな、ルミナリス」

「戯ざれ言ごとをっ！」

　叫び、ルミナリスは聖剣を振り下ろした。

　輝く聖光が、カミトの纏う闇の〈神威〉を斬り裂く。

〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉──レスティアの闇魔術すら無効化する、最強の対闇属性を持つ聖剣。

　斬撃を受け流しつつ、カミトは〈神威〉を放出。間合いをとる。

　空中で〈神威〉を放出しながら戦うのは、さながら曲芸のようなものだ。

　本来、〈精霊魔装〉に込めるべき〈神威〉の力も分散してしまう。

〈グリフォン〉が羽ばたき、威嚇するように嘶いなないた。

　振り下ろされる剣を、カミトはふたたび受け止める。

　刃が擦こすれ合い、剣けん戟げきの火花が散った。

「ルミナリス、〈聖王〉は、この世界を消滅させようとしてるんだぞ」

　彼女は、〈聖王〉に盲目的な忠誠を捧ささげる〈神聖騎士団〉とは違う。

　その瞳ひとみには、彼女自身の高潔な意思の光があった。

「わかっている、これは私の我わが儘ままだ──」

　ルミナリスは自嘲するように言った。

「この世界が消えてしまう前に、騎士として、ただ生きた証あかしを残したい。それが、お前との剣舞なんだ。レン・アッシュベル！」

「……っ!?」

　ルミナリスの聖剣が、光を増してゆく。

（……〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の第二展開!?）

「打ち砕け、カーバンクルの輝光よ──〈破滅の聖光サンテ・ルミナス〉！」

　ルミナリスは渾こん身しんの一撃を振り下ろした。

　躱かわすことはできただろう。だが、カミトはその刃を敢あえて受け止めた。

　眩まぶしいほどにまっすぐな剣、王道の剣だ。

　ほとばしる清せい冽れつな光が眼めを焼く。

「──これがお前の剣か、ルミナリス」

「……っ！」

　──彼女の覚悟。騎士としての挟きよう持じ、その全てを確かに受け取った。

　その上で、叩たたき返す。

「〈絶剣技〉七ノ型──〈[image: ]こう竜りゆう〉！」

　天を駆け上る竜の如き、一いつ閃せん。

　対空の〈絶剣技〉。

　本来、空中で放てるような技ではない。

　だが、カミトは闇の〈神威カムイ〉を全力で解放し、打ち放ったのだ。

　聖剣の刃が──

〈殲魔の聖剣ミユルグレス〉を折り、彼女の白銀の鎧よろいを打ち砕く。

　ルミナリスは微笑ほほえんだ。

　最後の〈絶剣技〉は、彼の餞せん別べつのようなものだ。

「私は──」

　ルミナリスの身体は、〈聖都〉へ墜落した。

　まあ、彼女なら、大丈夫だろう。

　一いち瞥べつをくれた、その時。

『──カミト、来ます』

　エストが警告の声を発した。

〈聖都〉の中心で、凄すさまじい力が膨れ上がるのを感じた。

「……っ、エスト、レスティア！」





　　　　◆






　──〈聖都〉アレクサンドリアの中心部。

　白亜の塔より放たれた一条の閃せん光こうが、雲を断ち、空を斬り裂いた。

　その光の刃に、カミトの姿が呑のみ込まれる。

「──っ、カミト君！」

　甲板で〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を展開していたフィアナは、悲鳴のような叫びをあげた。

〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を粉々に砕いた、あの〈聖剣〉の光。

　あの時の光景が、脳のう裏りに蘇よみがえる。

　心が乱れ、飛行艇を覆おおう〈結界〉にほころびが生じた。

（……だめ、私がしっかりしないと！）

　彼なら、きっと大丈夫。

　そう自身を奮い立たせ、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の維持に集中する。

「先輩、〈聖都〉の〈結界〉と接触します！　五、四、三──」

　レイハが声を張り上げた。

　目の前に、〈聖都〉の城門が迫る。

〈レヴァナント〉の衝角が、〈聖都〉を覆う不可視の〈結界〉に触れ、火花が爆はぜた。

「このまま、突破するわ！　〈結界〉を最大に！」

「「「「はいっ！」」」」

　四人の〈精霊姫〉が同時に応える。

（……おかしなものね）

　かつて〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と呼ばれた彼女が、〈精霊姫〉を指揮して戦っている。

　城の中で閉じこもっていた頃には、想像もできなかった。

　彼女を変えてくれたのは、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣舞。

　立ち向かう力をくれた、あの人だ。

　カミトが心配だった。けれど、集中を切らすわけにはいかない。

（カミト君に、ここを任されたんだから──！）

　バヂッ、バヂヂヂヂヂヂヂッ──！

　爆ぜる雷光。〈レヴァナント〉の船体が、〈結界〉に押し戻される。

「……っ、さすがは〈聖都〉の〈結界〉ね。生半可じゃない──」

「フィアナ先輩、飛行艇の出力が落ちています！」

　レイハが声を張り上げた。

　動力炉の〈精霊鉱石〉が、〈結界〉の干渉を受けているのだ。

　艦を制御するヴェルサリアの身体にも、大きな負荷がかかっているだろう。

（……っ、やるしかないわね）

　フィアナは、床に突き立てた〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の細剣を抜き放った。

　その切っ先を、〈聖都〉の城壁に向ける。

「先輩、危険です！」

　艦首のほうへ歩き出したフィアナを、レイハは止めようとするが、

「大丈夫、レイハたちは〈結界〉を──」

　彼女は構わずに突き進む。

　そして──

「──王家の騎士精霊〈ゲオルギウス〉、その真の力を見せなさい！」

　細剣の刃に〈神威カムイ〉の光をほとばしらせた。

〈精霊魔装〉第二展開──〈栄光の騎士剣クリムゾン・グローリー〉。
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〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉の加護の力が、破壊の光となって刃尖せん端たんに収しゆう斂れんする。

　解き放たれた聖光が〈結界〉を貫き、大きな穴を穿うがち抜いた。

「……っ、凄すごい！」

　レイハが感嘆の声を上げる。

　──だが、〈結界〉はまだ消滅しない。

　このままでは、すぐに修復されてしまうだろう。

　フィアナは、胸元から小さな宝石の欠片かけらを二つ取り出した。

　血のように真っ赤な〈精霊鉱石〉。

（〈聖王〉に使うための、最終兵器だったけど──）

〈精霊王の血ブラツド・ストーン〉──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の聖域にのみ存在する、最高位の〈精霊鉱石〉だ。

　帝都を発たつ時、密ひそかに持ち出していた、オルデシア王家に伝わる至宝。

　以前、彼女がこの精霊を解放した時は、ガドの鉱山を半壊させた。

「──みんな、船を守って！」

「はい！」

「──汝なんじ、闇を葬る裁きの剣、破滅の聖王〈マグナ・カルタ〉！」

　結界に穿たれた裂け目をめがけて、〈精霊王の血〉の力を解放する。

　ズオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　解き放たれた聖なる力が、〈聖都〉の〈結界〉を打ち砕いた。

「〈結界〉が消滅したわ、突撃するわよ！」

〈レヴァナント〉の衝角が城壁を突き破り、市街に突入する。

「カミト君……」

〈神威カムイ〉を使い果たし、倒れたフィアナは上空を振り仰いだ。





　　　　◆






「……っ、おおおおおおおおおおっ！」

　天を貫くほどの巨大な光の刃が、まっすぐに打ち下ろされた。

　最強の精霊兵器──〈テルミヌス・エスト〉の白刃。

　眩まばゆく輝く光の奔流が、カミトの体を呑のみ込む。

（……くっ、そ──）

　カミトは闇の〈神威〉を全力で解放し、光の刃を受け止めた。

「エスト、耐えきれるか！」

　荒れ狂う光の奔流。真っ白な視界の中で、カミトは叫んだ。

『──はい……カミ、ト──！』

　脳のう裏りに応えるエストの声は、ノイズ交じりでほとんど聞こえない。

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃に、ピシリ、と亀裂の走る音が響く。

　──エストだけでは、受けきれない。

　そう判断し、カミトは聖剣の刃に、闇の魔剣を打ち重ねた。

　鋼の剣精霊と闇精霊。交差した刃で、光の奔流を押し返す。

「くっ、おおおおおおおおお……！」

　ほとばしる聖光が、カミトの纏まとう闇の〈神威カムイ〉を引き剥はがす。

　肌を焼かれ、耐え難い激痛が全身を襲った。

　だが、ここを退くわけにはいかない。カミトが受け止めなければ、振り下ろされた光の刃は、そのまま〈レヴァナント〉の船体を真っ二つに斬り裂くだろう。

『カミト、これを──』

　レスティアが虚空に黒い布を召喚した。

「……!?」

　夜の闇の如きその黒衣は、カミトの体を外がい套とうのように覆おおう。

〈魔王の都〉で、スライマン本人に貰もらった遺産、〈魔王の黒衣ガーブ・オヴ・ロード〉だ。最高峰の耐魔術性能を誇る伝説の魔装具アーテイフアクトは、闇の輝きを放ってカミトを守る。

（……レスティア、助かる──！）

　黒衣に身を包んだカミトは、空中で〈絶剣技〉の構えをとった。

　双剣に〈神威〉を集中し、交差させた刃を一気に振り抜く。

「〈絶剣技〉異ノ型──〈影鏡死水〉！」

　最後の奥義──〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉に連なる、カウンター剣技。

　その剣けん閃せんは鏡の如く、力を反射する──！

　リイイイイイイイイイイインッ！

　ガラスの砕けるような音が、あたり一帯に広がった。

　光の刃は弾はじけたように分裂し、無数の流星となって地上の森に降り注ぐ。

　連続する轟ごう音おん。森のいたる場所で巨大な火柱が立ち上った。

「……っ、なんて、破壊力だ……！」

　肩で息をつきながら、カミトは呻うめくように言った。

　ボロ布になった〈魔王の黒衣〉が、風に吹かれて消え去る。

　これが、伝説の精霊兵器〈テルミヌス・エスト〉の力。

〈聖都〉の中心に聳そびえる〈聖王宮〉を睨にらみ据すえ──

　そのまま、ふらっと身体が傾く。

〈神威カムイ〉を一気に放出し、空中に留とどまる力を失ったのだ。

（……っ、まずい──！）

「──カミト！」

　と、落下するその瞬間、咄とつ嗟さに腕を掴つかまれた。

　見上げると、〈シムルグ〉に乗ったエリスだった。

「エリス……悪い、助かった──」

「……ああ、無事でよかった」

　エリスが腕を引く。カミトは〈シムルグ〉の片方の翼に掴まった。

　炎の翼を広げたクレアがその横を飛ぶ。

「フィアナが、〈結界〉を破壊したみたいね」

　下に目を向けると、〈レヴァナント〉が城壁を破壊し、市街地へ突入していた。

「あたしたちも、行くわよ」

「ああ」

　エリスが頷うなずいた、その時だ。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　凄すさまじい轟ごう音おんが、あたり一帯に響き渡った。

「……っ、なんだ!?」
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「きゃあっ、な、なんですの？」

　突如、船を襲った衝撃に、リンスレットはバランスを崩して転倒した。

「うぉんっ？」

　フェンリルが心配そうに彼女の周囲を歩き回る。

〈聖都〉に乗り込んだ〈レヴァナント〉の船体は、まるで縫い止められたかのように、上空で停止していた。

「船が止まったわ、どういうこと？」

　甲板に立つフィアナが振り返り、眉まゆをひそめる。

　たちこめる砂煙のせいで、視界はひどく悪い。

　船の外は、ほとんどなにも見えない状態だ。

　四人の〈精霊姫〉たちは、不安そうな表情で肩を寄せ合っている。

「動力炉のトラブルではありませんの？」

　リンスレットが立ち上がり、スカートの埃ほこりを払った。

「……かもしれないわね」

〈結界〉を突破した際、動力炉になんらかのダメージがあったのかもしれない。

　しかし、だとしても、先ほどの衝撃は──？

「イセリア様、そんなところにいては危険ですわよ」

　ふと、リンスレットは甲板の縁に立つイセリアに目を向けた。

〈水の精霊王〉の化身は、なにか真剣な表情で、砂煙の奥に目を凝らしている。

「……っ、この気配、まさか──」

　目を見開き、呟つぶやくイセリア。

「ねーねー、一体、何があったの？」

　船の中にいたミュアが、甲板のほうへやってきた。グレイワースも一緒だ。

「わかりませんわ」

「ヴェルサリア、動力炉は無事か？」

　グレイワースが交信用の〈精霊鉱石〉を取り出した。

〈神威カムイ〉の共鳴によるかすかな雑音がして、すぐに声が返ってくる。

「動力炉に問題はありません、が──」

「どうした？」

「船の真下に、なにか巨大なものが──」

「なに？」

　グレイワースが訊きき返した、瞬間。

　ギ、ギギギ、ギギギギギギギギギギギギイイイイ──！

　船の軋きしむ音がして、船体が大きく斜めに傾かしいだ。

「「「「きゃあああああっ！」」」」

「みんな、船べりに掴つかまって！」

　フィアナが怯おびえる〈精霊姫〉たちに向かって叫んだ。

「イセリア様、こっちですわ！」

「え、ええ……」

　リンスレットが〈水の精霊王〉の腕を掴んで抱き寄せる。

　と、彼女たちの頭上に、翼を広げた大きな影がよぎった。

　漆黒の鱗うろこに覆おおわれた、巨大な飛竜。

　レオノーラの竜精霊〈ニーズヘッグ〉だ。

「──船の真下に、なにかいるようです！」

　竜にまたがったレオノーラが、警告の声を発する。

〈ニーズヘッグ〉は大きく羽ばたいて旋回し、たちこめる砂煙を吹き払った。

「……っ、あれは!?」

　甲板から身を乗り出したフィアナが、目を見開いた。

　砂煙が晴れ、見下ろした視界の先に──巨大な腕があった。

　岩で形作られた巨大な指先が、〈レヴァナント〉の船体を鷲わし掴づかみにしているのだ。

「な、なんですの!?」

「……まさか、〈戦略級軍用精霊〉!?」

　フィアナは息を呑のんだ。

〈ランバール戦争〉の後、大陸間の条約で封印廃棄された、七体の強大な軍用精霊。

　そんなものが、〈聖都〉に眠っていた──？

　だが、

「いいえ、違うわ──」

　イセリアがきっぱりと首を横に振った。

「イセリア様？」

「あれは──」

　と、〈水の精霊王〉が言いかけた、瞬間。

　メキメキッ、と船体のひしゃげる音が響き渡った。

「ふ、船が壊れますわ！」

「……っ、脱出するわよ！」

「急には無理ですわ！」

　リンスレットはあわてて言った。精霊であるイセリアはともかく、フィアナを含め、四人の〈精霊姫〉を連れて脱出することは困難だ。

　と、

「みんな、掴つかまって！」

　頭上で声がした。

　焔ほのおの翼──〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉を身に纏まとうクレアと、〈シムルグ〉を駆るエリスだ。エリスの後ろにはカミトが乗っている。

「クレア、騎士団長！」

「王女殿下、ご無礼を──」

　クレアがリンスレットとイセリアの腕を掴み、飛ひ翔しようした。〈シムルグ〉は甲板に急降下すると、その鋭い鉤かぎ爪づめでフィアナと四人の〈精霊姫〉をまとめて掻かっ攫さらう。

　レオノーラの竜精霊がミュアの襟首を引っ掛けた。

　グレイワースは空間渡りの精霊魔術を唱え、すでに飛び降りている。

　直後。甲板が歪ゆがみ、〈レヴァナント〉の船体は粉々に握りつぶされた。

　破壊された動力炉の〈精霊鉱石〉が、烈はげしい閃せん光こうを放つ。

「……っ、〈レヴァナント〉が!?」

「義あ姉ね上うえ！」

　エリスが悲鳴を上げるが、

「──エリス、私は無事だ」

　エリスが振り向くと、空中に浮遊する〈要塞〉の姿があった。

　間一髪、脱出に成功したようだ。

「義姉上……！」

　ほっと安あん堵どするエリス。

　だがすぐに、表情を険しいものにして、

「……カミト、あれはなんだ？」

　と、地面から突き出した巨大な岩の腕を注視する。

　……腕だけでこの大きさ。いや、あの腕そのものが本体なのか──？

〈シムルグ〉は旋回し、怯おびえる〈精霊姫〉たちを離れた場所に下ろした。

　クレアも聖堂の屋根に降り立ち、リンスレットとイセリアを下ろす。

「気をつけろ、来るぞ！」

　カミトが叫んだ。

　ゴ、ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　まるで、〈聖都〉そのものが鳴動するかのような地響き。

　大地を砕き、ゆっくりと姿を表したのは──

　巨人だった。

　岩山のような頭部。山脈の如き巨躯は植物の蔦つたに覆おおわれている。

　その大きさは、〈聖都〉の中央に聳そびえる〈聖王宮〉にも匹敵するようだ。

「な、なんですの？」

　リンスレットが息を呑のんだ。

　巨人の放つ、凄すさまじいまでの気配に圧倒されているのだ。

「〈ロッド・ギア〉──」

　と、イセリアが言った。

「なんですって？」

〈水の精霊王〉の呟つぶやいたその名前に、クレアが眉まゆ根ねを寄せる。

「──あれは〈地の精霊王〉よ」

「……っ、精霊王!?」

　イセリアの言葉に、その場の全員が振り向いた。

「イセリア様、〈地の精霊王〉は〈門〉となったのでは？」

「ええ、〈異界の闇〉に呑まれた本体はね。あれは、私やヴォルカニクスと同じ、力の一部を切り離した化身よ。もっとも、かなりの力があるようだけど」

「そんな……！」

〈地の精霊王〉の化身。イセリアの話を信じるなら、〈戦略級軍用精霊〉などより、よほど強大な相手だ。

「……話は、通じるのかしら？」

　クレアが〈地の精霊姫〉ニア・ロシュカに目を移した。

　だが、〈地の精霊姫〉は力なく首を横に振る。

「……いいえ、あれはもう、私とのつながりはありません」

「でしょうね。あれには、理性さえも残っていない」

　イセリアが悲しげな声で言った。

　オオオオオオオオオオオオオッ──！

〈地の精霊王〉が咆ほう哮こうした。その声は大地を揺るがし、大気を震わせる。

「倒すしかない、か──」

　カミトは双剣を構えた。

　が、それを押おし止とどめるように、グレイワースが進み出る。

「グレイワース？」

「ここは私が引き受けよう。お前たちは先へ行け」

　魔剣を抜き放ち、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉は〈地の精霊王〉を睨にらんだ。

「けど──」

「あの〈門ゲート〉が開けば、この世界は終わるんだろう？」

　巨人に向かって歩き出したグレイワースのあとに、レオノーラが続く。

「私もお供しましょう。あれは、竜王様の仇かたきですので」

「あはっ、ミュアは大物狩りが得意なのよ」

　ミュアも〈精霊鉱石〉を取り出し、カミトのほうを振り向く。

「や──────っと、大暴れできるわっ！」

「大物狩りは私も得意だ」

　ヴェルサリアの〈要塞〉が地上に着地する。

「義あ姉ね上うえ、私も──」

「お前たちはカゼハヤ・カミトたちと行け」

　ヴェルサリアは〈チーム・スカーレット〉のメンバーを見回した。

「私を倒したお前たちで組むのがいいだろう」

「──わかった。〈精霊姫〉を頼んだ」

　議論している暇はない。カミトは短く頷うなずいた。

　フィアナとリンスレットが〈シムルグ〉の翼を掴つかんだ。

　クレアが焔ほのおの翼を羽ばたかせる。

　カミトは〈神威カムイ〉を放出し、空中に飛び上がる。

〈地の精霊王〉が、飛び立った五人の前に立ちはだかろうとするが、

　グレイワースの魔剣が一いつ閃せんし、その注意を引く。

「貴様の相手は私たちだよ、精霊王──」

　グレイワースが不敵に嗤わらった。

「では、狩りを始めましょうか」

「足手まといにはなるなよ、竜の娘」

「あのときとは違いますよ」

　レオノーラが〈竜の血ドラゴン・ブラツド〉を発動させた。





　　　　◆






　戦域を離脱したカミトたちは、都市の中央に聳そびえ立つ〈聖王宮〉を目指して飛ひ翔しようする。

〈聖都〉の対空防御網は、ほとんど機能していなかった。〈聖都〉アレクサンドリアは元来、軍事拠点となるような都市ではないのだ。

　散発的に精霊魔術を放ってくる石像型の〈守護精霊〉を、〈シムルグ〉の背に乗ったリンスレットが正確無比に射抜いていく。

「軍用精霊は、もう出てこないみたいね」

　焔ほのおの翼を広げたクレアが、周囲を警戒しつつ呟つぶやいた。

「ああ。都市の外に展開していたのが、正真正銘、〈聖都〉の全戦力だろう」

　エリスが頷うなずく。

「出し惜しみをする理由は、ありませんものね」

　リンスレットがふたたび一射を放った、その時──

　背後で、凄すさまじい破壊の音が響き渡った。

〈地の精霊王〉とグレイワースたちの戦闘の音だ。

　全員の表情が一瞬、曇った。

　だが、敢あえて振り向くことはしない。

　自分たちは信頼され、先を任されたのだ。

　だから、彼女たちを信頼する。

　──〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉、ドラクニア最強の竜騎士、〈静寂の要塞サイレントフオートレス〉、〈教導院〉の怪物。

　過去にカミトと刃を交えた強敵たち。

　あの四人なら、たとえ〈地の精霊王〉が相手でも、後おくれを取ることはないだろう。

　巨大な白亜の塔──〈聖王宮〉の壁が近付いてくる。

「あの建物、入り口はどこにあるのかしら？」

　塔の外観を見て、フィアナが訝いぶかしげに言った。

　たしかに、扉のようなものはどこにも見あたらない。

「どこでもいいわ、壁を溶かしちゃえばいいんでしょ！」

　空中で、クレアが赤熱化した〈焔ほのおの[image: ]むち〉を構え、

（……っ!?）

　強烈な気配が、あたりを押し包んだ。

　まるで、巨大な手に全身を鷲わし掴づかみにされたかのような、殺気。

「……っ、エリス、回避を──」

　カミトが叫んだ、刹那。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　灰色の雲の垂れ込める〈聖都〉の空を、強烈な暴風が吹き荒れた。

「……っ、〈シムルグ〉！」

　荒れ狂う風に殴打され、〈シムルグ〉が空中できりもみ飛行する。エリスは必死にコントロールしようとするが、完全に風の制御を失った状態だ。

「な、なんですの、きゃああああ!?」

　シムルグの羽があらぬ角度に折れ曲がり、回転しながら落下する。

「エリス!?」

　焔ほのおの翼を広げたクレアが手を伸ばすが、彼女も風に煽あおられ、うまく飛べていない。

（……っ！）

　カミトは咄とつ嗟さに建物の壁を蹴り、地面に向かって加速した。

　と、すぐにカミトの意図を察したエリスが、風の精霊魔術を解き放つ。

「……っ、風よ、薙なぎ払はらえ──〈風王爆裂陣ウインド・ボムス〉！」

　叩たたき付けた爆風が地面を抉えぐり、吹き荒れる風を相殺する。

　束つかの間ま、制御を取り戻した〈シムルグ〉を、エリスは無理やり広場に着陸させた。

　衝撃。両翼に掴まったリンスレットとフィアナが、勢いよく放ほうり出される。

「……っ、と──」

　投げ出された二人のお嬢様を、下で待ち受けていたカミトが素早く受け止めた。

「大丈夫か？」

「え、ええ……」

「少々荒っぽいですけど、助かりましたわ」

　頷うなずくフィアナとリンスレット。無む茶ちやな着陸をしたエリスは地面に打ちつけられたものの、甲かつ冑ちゆうを使ってうまく受け身を取ったようだ。

「……っ、一体、なんなのよ!?」

　広場に降り立ったクレアが言った。

　頭上では轟ごう々ごうと烈はげしい風が吹き荒れている。

　──まるで、カミトたちを閉じ込めるかのように。

　無論、ただの風であるはずがない。〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の最も過酷な場所でさえ、高位精霊である〈シムルグ〉を落とせるような風が吹くはずもない。

（それに、さっき感じた、あの殺気──）

　カミトは立ち上がり、周囲の気配を探る。

　と、

「──愚かな羽虫ども。王に歯向かう愚かさを知れ」

　ゴウッ──！

　広場の中心で、風が生まれた。

　渦巻く風は瓦が礫れきを舞い上げ、巨大な竜巻を形成する。

「な、なに!?」

　クレアが警戒の声を上げた。

　竜巻はうねりながら分裂し、広場の周囲に風の障壁を展開した。

「……っ、閉じ込められたわね」

「ああ──」

　頷うなずきつつ、広場の中央を見据えるカミト。

　──と、天を貫く竜巻の中から、小さな人影が姿を現した。

「……っ!?」

　クイナ風の巫み女こ装束に身を包んだ、クレアたちと同じ年頃の少女だ。

　風に煽あおられて舞う、輝く翡ひ翠すい色の髪。白はく皙せきの美貌。優美な眉まゆに縁取られた、澄んだ碧あおい瞳ひとみは、空中で、こちらを睥へい睨げいするように見下ろしている。

　少女は凍いて付くような殺気を放っていた。

　並の精霊使いであれば、足がすくんで動けなくなるほどの圧倒的な気配。

「な、何者ですの？」

　リンスレットが息を呑のんだ。

「余はベルファール・シルフィード──」

　と、少女は無感情な声で言った。

「……っ、ベルファールですって!?」

　フィアナがハッと目を見開く。

「まさか、〈風の精霊王〉だと!?」

　エリスが愕がく然ぜんとした声で言った。

〈風の精霊王〉──ベルファール・シルフィード。〈火の精霊王〉ヴォルカニクスと並び、最も気性の苛烈な〈精霊王〉とされる存在だ。

「ほ、本当ですの？」

　リンスレットが、左手に宿る刻印に訊たずねると、

〈──ええ、間違いないわ。彼女は、〈風の精霊王〉よ〉

　イセリア・シーウォードの声が答えた。

「〈地の精霊王〉だけでなく、〈風の精霊王〉まで──」

　エリスが唸うなるように言った。

「一応、こっちは人の姿をとってるようだが、対話は無理なのか？」

「さあ、どうかしら。望み薄だと思うけど──」

　カミトの言葉に、クレアがそっけなく答える。

「だよな……」

　風を纏まとう少女は虚空へ手を伸ばし、唇くちびるを動かした。

「世界の反逆者たる〈闇の精霊王〉の眷けん属ぞくども、ここで滅びるがいい──」

　瞬間、少女の周囲に無数の風の刃が生み出される。

「……っ！」

　ゴッ──！

　咄とつ嗟さに、カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉で地面を薙なぎ払はらった。

　放出された光が石畳を砕き、即席の壁を形成する。

「──〈風王障壁ウインド・ウオール〉！」「──〈堅固なる聖騎士の盾ナイツ・オブ・プロテクシヨン〉！」

　一瞬遅れて、エリスが風の障壁を、フィアナが聖光の盾をそれぞれ展開する。

　大抵の精霊魔術は弾はじくことのできる、高位の防御魔術だ。

　全方位に放たれた風の刃が建物を斬り裂き、地面を砕いた。

　鋭い破砕音が鳴り響き、視界が砂煙に覆おおわれる。

（……なんて、馬鹿力だ──）

〈魔王殺しの聖剣〉を振り抜いたまま、カミトは胸中で唸った。

　広場の地形が変わっていた。

　周囲の建物はほぼすべて崩れ去り、地面には無数の破砕痕。

　カミトの力業と、防御魔術の重ねがけで、なんとか防ぐことはできたが──

　風の王にとって、今の攻撃は、ほんの挨拶がわりといったところだろう。

　見た目は可か憐れんな少女だが、その力は先ほどの〈地の精霊王〉と同等か、それ以上だ。

（……くっ、こんなところで──）

　双剣の柄を握り、カミトは宙に浮かぶ少女の背後に視線を向けた。

　──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の空に開いた、巨大な虚うつろの裂け目。

　時間がない。〈聖王宮〉は、目と鼻の先だというのに──

「──カミト」

　と、クレアが小声で、囁ささやくように言った。

「ここはあたしたちに任せて。あんたは〈聖王〉のもとへ行きなさい」

「クレア……」

　振り向くと、クレアは決然とした表情でカミトを見つめていた。

「カミトさん、あれはわたくしたちで抑えてみせますわ」

　弓を手にしたリンスレットが、ふっと余裕の微笑ほほえみを浮かべてみせる。

「ああ、君一人なら、あの竜巻の障壁も突破できるだろう」

「けど……」

　と、カミトは躊ちゆう躇ちよするように呟つぶやいた。

　たしかに、カミト一人なら、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の加護と闇の神威カムイの力で、あの風の障壁も強引に突破できるかもしれない。

　だが、化身とはいえ、相手は〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を統べる〈精霊王〉の一柱。

　彼女たちをここに残していくのは、あまりに──

「大丈夫よ、カミト君」

　フィアナが首を横に振った。

「私たちは〈魔王〉の精霊姫なんだから」

「それに、どのみち、ここであいつの相手をしている時間はないわ」

　クレアが地面を蹴り、焔ほのおの翼で中に浮く。

「時間稼ぎをして〈門ゲート〉を開くのが〈聖王〉の狙いなんでしょうし」

「……」

　カミトは言葉に詰まった。たしかに、彼女の言う通りだ。

　異界の〈門〉がすべて開いてしまえば、これまでのすべてが水すい疱ほうに帰してしまう。

『カミト、ここは火猫さんたちに任せましょう。〈聖王〉を倒せるのは、〈闇の精霊王〉の力を継承したあなただけよ』

　左手の刻印が輝き、レスティアの声が脳のう裏りに響く。

「あ、あたしたちを信じなさいよね。みんな、あんたと一緒に〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を戦い抜いた、チームメイトなんだから」

「そうよ。私たちに任せて」

「うむ」

「あれを倒して、きっと追いついてみせますわ」

　クレアの言葉に、フィアナ、エリス、リンスレットも力強く頷うなずく。

　カミトは──

「……わかった」

　と、静かに言った。

　たしかに、彼女たちは、この数ヶ月で信じられないほどの成長を遂げた。

　個人の力はもちろん、〈チーム・スカーレット〉の息のぴったり合ったコンビネーション戦術は、たとえ〈精霊王〉が相手でも、遅れをとることはないだろう。

　カミトは全身に闇の〈神威カムイ〉を纏まとい、砂煙の向こうのベルファールを見据えた。

〈風の精霊王〉の碧あおい瞳ひとみが、わずかに見開かれる。

「──〈闇の精霊王〉の継承者、ここで消滅させる！」

　唸うなるような風の音。翡ひ翠すい色の髪が舞い上がる。

「先手必勝、行くわよ──！」

　クレアが地を蹴った。同時、カミトとエリスも同時に動く。

　何度も繰り返した前衛のコンビネーションだ。合図をするまでもない。

「汝なんじは我が剣、汝は我が盾、無む窮きゆうの光にて闇を祓はらう者──〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉！」

　フィアナの声が響き、強力な加護の結界が展開する。

「──消えるがいい！」

　ベルファールが風を解き放った。

　圧倒的な質量を持った暴風の塊が、放射状に放たれる。

「凶まがツ風よ、狂え──！」

　エリスが〈風翼の槍レイ・ホーク〉を振り下ろした。

〈魔装展開フルバースト〉──契約精霊の力を意図して暴走させる技だ。

　風がぶつかりあい、広場の中心部で爆発する。

　舞い上がる瓦が礫れきの嵐の中を、カミトは突き進んだ。

「──行け、カミト！」

　エリスが〈疾風〉の精霊魔術を唱えた。

　カミトの身体がわずかに浮き上がり、その疾走を後押しする。

「ほう──」

　ベルファールが、わずかに目を見開いた。

　その手に、長大な魔槍が出現する。

　六千年前の〈精霊戦争〉を戦い抜いた伝説の武装だ。

「凍いて付く氷牙よ──穿うがて、〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　突き進むカミトとクレアを、リンスレットの放つ矢の雨が援護する。

「小こ賢ざかしい──」

　ベルファールは魔装の槍を一いつ閃せん、氷の矢弾を斬り払う。

　だが、その一瞬で十分だった。

「無駄だ。その程度の力で──」

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電〉！」

「なに!?」

　カミトは〈神威カムイ〉を解き放ち、一気に踏み込んだ。

　速度のみを極限まで極めた、神速の〈絶剣技〉。

　刹那、ベルファールは魔槍を引き戻し、受けの構えをとる。

　だが、それがカミトの──カミトたちの狙いだった。

　一陣の風となったカミトは、ベルファールを無視し、背後の障壁へ突き進む。

「……っ!?」

　ベルファールがハッとして振り向く。

「おおおおおおおおおおおおっ！」

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃が、風の障壁を貫く。

　カミトは闇の〈神威〉を全力で放出した。

　全身を斬り裂く風の刃。その中を、無心で突き進む。

「──貴様っ！」

　ベルファールがその意図に気づき、魔槍を放つ──

　だが、その腕に焔ほのおの[image: ]むちが絡み付いた。

「させないわっ！」

「……っ！」

　鞭を手にしたまま、クレアは不敵に微笑ほほえんだ。

「──風の精霊王、あんたの相手は、あたしたち〈チーム・スカーレット〉よ」





[image: ]

　轟ごう々ごうと唸うなる風の音を背後に聞きつつ、カミトは〈聖王宮〉へと走った。

　激痛が肉体を苛さいなむ。風の障壁を抜けた際に負ったダメージだ。だが、エストの鋼の加護がなければ、風の刃に全身をバラバラに斬り刻まれていただろう。

（……っ、急がないと──）

〈聖王宮〉の上空に開いた異界の裂け目は、徐々にその大きさを増している。

　後ろ髪を引かれる思いだが、カミトは振り向かない。

　彼女たちはカミトを信じている。

　だからカミトも、彼女たちを信じて前に進むのだ。

　地面を激しく蹴りつけ、脚に収しゆう斂れんした〈神威カムイ〉を放出。石畳を踏み砕き、〈聖王宮〉へ続く通りを一気に駆け抜ける。

　膨大な〈神威〉に反応した〈守護精霊〉が次々と立ち塞がるが、

「邪魔なんだよっ！」

　カミトはそのすべてを一刀で斬り伏せ、突き進んだ。

　カミトが双剣を振るうたび、精霊が光の粒子となって消滅する。

　数十体ほどの守護精霊を斬り捨てたところで──

　広大な庭園の中に聳そびえ立つ、白亜の塔の真下にたどり着いた。

　──〈聖王宮〉。

〈聖王〉アレクサンドロスを祀まつるために建造された、大祭殿。

　この塔の頂上に、最後の敵がいる。

（……塔を守る精霊使いはいない、か）

　周囲の気配を探るが、〈神聖騎士団〉の姿は見あたらない。

　敷地内には、軍用精霊も配備されていないようだ。

　近付いてみても、やはり入り口らしきものはなかった。

　ただ、磨き上げられた白い壁が存在するだけだ。

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉を一いつ閃せんした。

　壁が切り裂かれ、ドオオオオンッと派手な音をたてて崩れ落ちる。

「……」

　カツン、と足を踏み入れると、一瞬奇妙な感覚に襲われた。

　音が消える。吹き荒れる風の音も、遥はるか遠くに聞こえていた、〈地の精霊王〉とグレイワースたちの戦闘の音も──

　まるで、空間ごと切り離されたかのような感覚だった。

　振り向くと、壁の破壊痕は消滅し、もとの白い壁に戻っていた。

「……なんだ？　空間を移送された？」

　カミトが不審そうにあたりを見回すと──

　そこは、見覚えのある回廊だった。

『──〈聖王宮〉の内部空間は、〈アストラル・シフト〉によって、〈精霊王〉の祭殿と重なり合った状態にあるようね』

　左手の精霊刻印が輝き、レスティアの声が聞こえた。

「……なるほど」

　呟つぶやき、カミトは回廊へ足を踏み出した。

〈精霊王〉の祭殿に続く回廊。カミトは過去に二度、ここを通ったことがある。

　一度目は、レスティアと。

　二度目は、〈チーム・スカーレット〉の仲間たちと──

　靴音を響かせ、しばらく進むと、全身をまたあの奇妙な感覚が包み込んだ。

　眼めの前に現れたのは、広く大きな階段だ。

　──〈精霊王〉の玉座に至る階段。

　かつて、この手でレスティアを刺し貫いた場所でもある。

　カミトは双剣を構え、階段を上る。

　見上げた先に、天を貫く三本の光の柱が見えた。

　階段を上りきると──

　そこにあったのは〈精霊王〉の祭殿ではなく、石造りの広大な広間だった。

　学院にある円形訓練場よりも、はるかに大きい。

　天井はなく、真上には光の柱に穿うがたれた虚無の裂け目が渦を巻いている。その光の柱の根本には、異界の〈闇〉に汚染された〈精霊王〉の玉座があった。

　そして、五つある玉座の中心。空位の玉座に──

「──よく来たね、レン・アッシュドールの後継者。歓迎するよ」

　聖剣を手にした〈聖女〉──アレイシア＝アレクサンドロスは微笑ほほえんだ。
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「──〈聖王〉アレクサンドロス」

　カツン、と靴音を鳴らし、カミトは広間に歩を進めた。

　双剣を構えたまま、聖女の姿をした〈聖王〉と対たい峙じする。

　黄金色に輝く髪。身に纏まとう古代の鎧よろいが白銀の輝きを放つ。

　彼女が手にしているのは、エストと同じ拵こしらえをした〈聖剣〉だ。ただし、カミトの〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が片刃であるのに対し、彼女の〈聖剣〉は両刃だった。

　以前、カミトがエストと共有した夢の中で見た、聖女アレイシアの聖剣。

〈精霊兵器〉──テルミヌス・エスト。

（あれが、エストの本体か……）

　カミトは、〈魔王殺しの聖剣〉を握る指先に力を込めた。

　かつて、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉さえも畏怖させた、最強の剣精霊。

　こうして対峙しているだけで、肌がひりつくような強烈な圧迫感を覚える。

　それを祓はらうように、カミトは闇の〈神威カムイ〉を放出した。

　アレクサンドロスがほう、と興味深げな声を上げる。

「それが、彼女から継承した闇の力か」

「そうだ──」

「正直、驚いたよ。君は彼女の闇に呑のみ込まれると思っていた──」

　アレクサンドロスは玉座から立ち上がり、カミトを見下ろした。

「〈レン・アッシュドール〉は、異界の〈闇〉に存在を蝕むしばまれながらも、最後の希望を託していたんだ。いつか人間種族の中に、彼女の力の継承者が現れるということを」

「それが、君というわけか。〈魔王〉──レン・アッシュベル」

「そうだ。俺はあんたを殺す、暗殺者の刃だ」

「なるほど。それが彼女の意志というわけか」

「──違う」

　肩をすくめる〈聖王〉に、カミトは首を振って告げた。

「彼女は力を託しただけだ。俺は、俺の意志であんたを滅ぼす。あんたは、この世界にあっていい存在じゃない」

　眩まばゆい輝きを放つ〈魔王殺しの聖剣〉の刃を、まっすぐに突きつける。

「──ああ、そうだね。この世界にとって、たしかに僕は敵なんだろう」

〈聖王〉は微笑を浮かべた。それは微み塵じんの悪意もない、純粋な微笑ほほえみだった。

　空に穿うがたれた異界の裂け目を見上げ、すっと手を伸ばし、

「──だから僕は、世界そのものになるんだよ」

　焦がれるように、そう口にした。

「異界の〈天使〉の力を取り込んで、この世界を意のままに創り変えるのか」

「──違うよ」

　カミトの詰問の言葉を、しかし〈聖王〉は否定する。

「なに？」

「僕が欲しいのは、〈天使〉の力なんかじゃない。その向こう側にあるものさ」

「……向こう側にあるもの、だと？」

　あの異界の〈門ゲート〉の向こうにいるのは、〈天使〉だけではないのか？

「そう、〈天使〉とは、あるものを守護する存在だ。では、君が〈異界の闇〉に呑のまれたときに見た、夥おびただしい数の〈天使〉たちは、いったい何を守っているのかな？」

「……っ!?」

　カミトはハッとして、息を呑んだ。冷たい汗が額を流れ落ちる。

　──〈天使〉とは、その名の通り天の御み使つかい。

　だとすれば、あの〈天使〉たちは、何に遣わされた存在なのか？

「あの〈門〉の向こうにあるのは、僕たち〈精霊王〉と、この〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉を生み出した根源そのもの。すべての力、すべての存在の源。すなわち──」

〈聖王〉は少女の顔で、くすくすと笑った。

「──全能の存在。〈神〉と呼ばれるべきものだ」

「……！」

　──〈神〉。

　この〈元素精霊界〉には存在せず、ただ概念としてのみ在るもの。

　すべての源である、全能の存在。

（まさか、そんなことが……）

　カミトは、空に渦巻く異界の〈門〉を見上げた。

〈聖王〉は、世界を創り変える〈天使〉の権能を奪うのではなく、〈天使〉の守護している存在、世界の根源そのものと一つになろうとしている。

　──〈神〉そのものになるというのだ。

「……っ、そんなことが、できるのか？」

〈聖王〉をまっすぐに睨にらみ据すえ、カミトは詰問する。

「ああ、僕は──いや僕たちは、そのために計画を進めてきたんだ」

（……僕たち？）

　その呼称に、カミトは妙な引っ掛かりを覚えた。

〈聖王〉アレクサンドロス自身と、もう一人は器となった〈聖女〉アレイシアのことを指しているのか。それとも──

「……お前は、一体誰だ？」

　と、カミトは言った。

　──あの〈門ゲート〉の向こう側にある存在のことを、〈聖王〉はなぜ知ったのか？

　カミトの予想が正しければ、それは──

「そう、君の考えているとおりだよ」

〈聖王〉は肩をすくめ、頷うなずいた。

「僕は、〈聖王〉であり、〈聖女〉であり──そして、異界の〈天使〉だ」

「……」

　──やはりそうか、とカミトは胸中で呟つぶやく。

「君も知っての通り、六千年前、〈天使〉たちは〈精霊王〉の盗み出した〈闇〉を取り戻すために遣わされた。〈天使〉と〈元素精霊界〉の戦争だ。〈精霊王〉は数多あまたの〈精霊兵器〉を使役し、〈天使〉の軍勢と戦った。もちろん、僕もね」

〈聖王〉は薄く笑った。

「その戦争の最中、僕は思ったんだ。あれを食べてみたい、とね」

「……っ、な、んだと……？」

　カミトは絶句した。

「僕は秘密裏に〈天使〉を鹵ろ獲かくし、研究を始めた。そのとき、知ったんだ。あの〈天使〉こそが、姿を変えた〈光〉の元素そのものなのだと──」

「〈天使〉が、光の元素……」

「そうさ。僕は歓喜したよ。レン・アッシュドールが根源の〈闇〉を欲したように、僕はあの世界にある〈光〉を欲した。同じ光の属性であることを利用して、捕獲した〈天使〉を身体に取り込んだんだ。そして──」

　と、〈聖王〉は笑った。

「〈天使〉と融合した〈光の精霊王〉は、真なる光に蝕むしばまれ、〈聖王〉となった。知ってるかい、僕はかつて〈聖王〉ではなく、〈光の精霊王ロード・オブ・ライト〉と呼ばれていたんだ」

〈光の精霊王〉──アレクサンドロス。

〈闇の精霊王〉と対になる存在。

「……そういう、ことか」

　──ようやく、すべてがわかった。

　異界の〈光〉である〈天使〉と融合した存在。

　すでに〈光〉に侵食されていたがゆえに、〈聖王〉だけは、ほかの〈精霊王〉のように〈異界の闇〉に汚染されなかったのだ。

　そして、〈聖王〉と契約したグレイワースの見た夢。

〈天使〉を貪り喰くう、光の巨人の姿──

　あれは、過去に実際に起きたことだったのだ。

〈天使〉と〈精霊〉の融合したもの、それはある精霊を思い起こさせる。

「ミレニア・サンクトゥスと同じ存在ってわけか──」

　──そう、あの枢すう機き卿きよう。テルミヌス・エストの破片より生み出された精霊。彼女はその瞳ひとみに〈異界の闇〉を宿し、〈天使〉を召喚する〈門ゲート〉となった。

「そうだね。彼女は僕と同じ存在を作るための実験だった。あまりうまくいかなかったが、彼女もルーリエも、よく尽くしてくれた。彼女たちの犠牲を無駄にはしないよ」

「ふざけるなよ！」

「聖女、天使、光の精霊王、僕には三つの意識が交じり合っている。もはや僕はどんな存在であったかさえ忘れてしまった。ただ、あの根源と一つになりたい、それだけだ。そのために、千年ものあいだ、待ってきたんだ」

〈聖王〉の目には、根源の奥への狂おしい渇望、それだけがあった。

　──世界をやり直す、新たな世界そのものになるために。

「──お前がそう願うのは勝手だが」

　カミトは双剣を構え、言った。

「悪いが、俺たちはこの世界に生きてるんだ。たとえあんたたちの生み出した世界だとしても、それを奪う権利はない」

「ああ、君たちには抗あらがう権利がある。かつて、〈精霊王〉が、僕たちを生み出したあの世界に反逆したようにね」

〈聖王〉の聖剣が輝きを放った。

　その圧倒的なまでに眩まばゆい光輝が、大広間空間を満たした。

「──君の不完全なそれとは違う、真の〈テルミヌス・エスト〉の光だよ」

「……っ！」

　光の奔流が、カミトの纏まとう闇の〈神威カムイ〉を一瞬で消し去った。

　だが、カミトは〈聖王〉を見据えたまま、その場に踏みとどまった。

　聞き捨てならなかった。

「──不完全と抜かしたな」

　カミトは、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に〈神威〉を込めた。

　あの学院のはずれの祠ほこらで、契約した。

　たしかに、不完全な契約だった。

　その力は、オリジナルの十分の一程度。

　だが、共に〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜き、戦い抜いてきた。

　カミトと共に成長し、鍛え上げてきた聖剣だ。

「俺のエストは、最強の剣精霊だ。そうだな、エスト」

『はい、カミト──』

　エストの声が脳のう裏りに響く。

　俺のテルミヌス・エストは、〈聖女〉の聖剣にも負けはしない。

「──いくぞ、〈聖王〉アレクサンドロス。俺の剣舞を見せてやるよ」

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、〈テルミヌス・エスト〉の輝きを打ち祓はらう。

　──そして、〈魔王〉と〈聖女〉の剣舞ブレイドダンスが始まった。
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　オ、オオオオオオオオオオオオオオオッ！

〈地の精霊王〉の放った咆ほう哮こうが、大気をビリビリと震わせた。

　樹木に覆おおわれた巨大な腕を振りかざし、市街地の地面に叩たたきつける。

「……っ！」

　グレイワースとレオノーラは、同時に跳躍。

　直後、衝撃が大地を割った。

　轟ごう音おんと共に、放射状に放たれた爆風が、大量の瓦が礫れきを空の彼方かなたまで吹き飛ばす。

　めくれあがった地面が津波のように持ち上がり、市街の建物を呑のみ尽くしてゆく。

「──精霊〈ジャガーノート〉よ、汝なんじ、堅固なる城塞となれ！」

　ヴェルサリアが両手を突き出した。

　虚空に出現した無数の〈城壁〉が、瓦礫の津波を食い止める。

　石畳の下の土砂が大きく持ち上がり、ヴェルサリアの頭上に降り注いだ。

「くっ──」

　プラチナブロンドの髪が砂すな埃ぼこりにまみれる。

　大量の〈城壁〉を展開したまま、彼女は背後に視線を遣やった。

　戦場を離れて走る〈精霊姫〉たちの姿を確認して、小さく安あん堵どの息をつく。

　……無事に守れたようだ。

（それにしても、なんという力だ……）

　ヴェルサリアは戦慄の表情を浮かべ、呟つぶやいた。

　砂煙の向こうに、巨人の影がゆらりと浮かび上がる。

〈地の精霊王〉を中心に、〈聖都〉の市街地は、すり鉢状に消滅していた。

「……っ、破壊の衝撃だけで、このような……」

　生半可な防御力の〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉では、押し切られていただろう。

「ヴェルサリア・イーヴァ──」

　と、近くで声がした。

〈城壁〉の上に降り立ったレオノーラだ。

「あなたの〈城〉は、あれを受け止められそうですか？」

　言って、レオノーラは大剣の切っ先を巨人に向けた。

　あれ、というのは〈精霊王〉の拳こぶしのことだろう。

「自信はないな。〈城塞精霊ドレツド・ノート〉の全力を解放して、せいぜい二発といったところか」

　ヴェルサリアは肩をすくめた。

「そうか。では、貴方あなたを盾にしての籠城戦は無理だな」

「もともと持久戦のできるような相手ではないさ」

　虚空の裂け目から、血色の魔剣を手にしたグレイワースが姿を現す。

「〈地の精霊王〉は、大地の力を己がものとして強大化する。あの化身もその能力を備えているのだとすれば、全戦力をもって、一気に倒すしかないだろう──」

　その時、蠢うごめく巨大な影のそばで、三つの烈はげしい閃せん光こうが弾はじけた。

「我が召喚に応じよ、精霊〈ガルーダ〉、〈ギガース〉、〈ラードーン〉！」

〈地の精霊王〉の足元に、三体の軍用精霊が出現する。

　鳥の姿をした精霊、棍こん棒ぼうを手にした人型の精霊、そして、とぐろを巻く大蛇の精霊だ。

　ミュア・アレンスタールの軍用精霊。いずれも単独で拠点を制圧できるほどの性能を持つが、並の精霊使いでは制御が困難という理由で廃れた、旧世代の異物だ。だが、その欠点は、精霊の力を意図的に暴走させるミュアの異能〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉を使う上では完全に無視できる。

「全部、壊しちゃいなさい！」

　ミュアの声が響く。

　同時、巨鳥精霊〈ガルーダ〉が大きく羽ばたき、砂煙を吹き散らした。

　大蛇の精霊〈ラードーン〉が、〈地の精霊王〉の巨大な足に胴体を巻きつける。

〈ガルーダ〉が空から攻撃を加え、〈ギガース〉がその巨体をぶちかます。

「ミュア・アレンスタールに連携するぞ、一気に畳みかける！」

　グレイワースが魔剣〈ヴラド・ドラクゥル〉を手に、地を駆けた。

　レオノーラも、足元の〈城壁〉を蹴りつけ、上空へ一気に飛び上がる。

「ドラクニア流〈竜剣技〉──〈飛竜烈破斬〉！」

　気合の咆ほう哮こうを上げ、空中で振りかぶった大剣を〈地の精霊王〉の肩部に叩たたきつける。

〈竜の血ドラゴン・ブラツド〉発動状態の渾こん身しんの一撃が、巨人の肩を抉えぐった。

〈地の精霊王〉の巨体が、わずかに揺らぐ。

「あはっ、竜のお姉ちゃん、すごい馬鹿力ね！」

　その隙に、ミュア・アレンスタールは影のように走り込む。

　漆黒の暗殺衣の懐から、〈精霊鉱石〉をまとめて掴つかみ、素早く投げ放った。

　閃せん光こうが生まれ、〈地の精霊王〉めがけて突撃する。

　巨人の足もとで、五つの雷光が同時に炸さく裂れつした。

　拠点破壊用の特殊軍用精霊──〈フレア・バルーン〉。

　目標を追尾し、自爆するように調律された、火属性の軍用精霊だ。

〈地の精霊王〉が咆哮した。それは苦く悶もんか、あるいは憤怒の雄お叫たけびか──

　ドウッ！　ドウドウドウドウンッ！

　雄叫びを上げる巨人めがけて、砲火が撃ち込まれた。

　ヴェルサリアの〈城塞精霊ドレツド・ノート〉による一斉砲撃だ。

　そして、間断なく撃ち込まれる弾幕の中を、縦じゆう横おう無む尽じんに駆ける影がある。

　風にたなびく灰色の髪。魔剣の刃が真紅の残像を残して奔はしる。

　大陸最強の〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉──グレイワース・シェルマイス。

〈神威カムイ〉を解放して跳躍し、〈地の精霊王〉の腕を伝って一気に駆け上がる。

「〈絶剣技〉破ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十六連〉！」

　無数の斬ざん閃せんが閃ひらめき、〈地の精霊王〉を構成する岩肌を斬り刻む。

　対〈魔神級〉精霊殲せん滅めつ用の〈絶剣技〉をその身に受け、消滅を免れた精霊はいない。

　だが──

　オオオオオオオオオオオオオオオッ！

　大地を揺るがすような咆哮と共に、〈地の精霊王〉は立ち上がった。

　その全身を樹木が覆おおい、破壊された岩肌をたちまち修復してしまう。

「なっ!?」

〈地の精霊王〉は、足元の〈ギガース〉を踏み潰し、脚部に巻き付いた〈ラードーン〉の頭部を両手で引き千切った。

「……やはり、再生するか。厄介だな」

　グレイワースは忌いま々いましげにうめいた。

〈聖都〉が浮遊している状態では、大地の〈神威カムイ〉も無尽蔵というわけではないのだろうが、あの程度のダメージを修復し続けるには十分だろう。

「──問題ありません。再生する速度以上の破壊を加えればいいのでしょう」

〈竜殺しの聖剣〉を構えたレオノーラが不敵に笑う。

「なんだ、簡単じゃない」

　トンっとミュアが地面に降り立ち、言った。

「……頼もしいな」

　グレイワースは苦笑した。

「しかし、さすがに硬いな」

「化身とはいえ、〈精霊王〉ですからね──」

　直立した〈地の精霊王〉の巨体を、樹木がみるみるうちに覆おおい尽くしていく。

　岩山のような姿が、深い森林へと変化する。

「あれが、〈ロッド・ギア〉の本来の姿か──」

　グレイワースの額を冷たい汗が流れる。

〈地の精霊王〉の内部に、大地の力が蓄積されていくのがわかる。

「来るぞ──」

　呟つぶやいた、次の瞬間。森が鳴動した。
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「……っ、きゃあああっ！」

　烈風がクレアの小柄な体を吹き飛ばし、地面に叩たたきつける。

　烈はげしい衝撃。〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉を纏まとっていなければ、身体が粉々になっていただろう。

「──クレア！」

　リンスレットが〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉を放ち、接近するベルファールを牽けん制せいする。

　だが、〈風の王〉は空中で魔槍を一いつ閃せんし、氷の矢を容易たやすく吹き散らした。タッと地面に降り立ち、喘あえぐクレアめがけて魔槍の一撃を繰り出す。

　刹那、クレアの声に応え、〈殲火の戦鎧〉の翼が広がった。

　炎が吹き上がり、クレアの体を後方へ弾はじき飛ばす。

　──ゴウッ！

　魔槍は空くうを穿うがち、地面を大きく抉えぐり取った。

「……っ、スカーレット、助かったわ……」

　立ち上がり、クレアは乾いた唇くちびるを舐なめた。

　轟ごう々ごうと渦巻く、風の障壁の中で──

〈チーム・スカーレット〉は、ベルファールを囲むように対たい峙じした。

　風の魔装を手にした、翡ひ翠すいの髪の少女は、ゆっくりと四人を睥へい睨げいする。

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみより放たれる、凄すさまじいまでの殺気。

　風が唸うなり、クレアたちの肌を浅く斬り裂く。

「……やっぱり、化物ね」

　クレアが、〈炎の[image: ]フレイムタン〉を握りしめて言った。

「ああ、正直、撤退したいところだな」

　と、エリスが苦々しげにうめく。

　無論、それが不可能なことは、彼女にもわかっている。

　広場を覆おおうように展開された、風の障壁。

　あれに触れた途端、その身はズタズタに斬り刻まれてしまうだろう。

「……やるしかないわ、いくわよ」

「ああ」

　と、〈風翼の槍レイ・ホーク〉を手に、頷うなずくエリス。

　後方でリンスレットが〈魔氷の弓〉を構えた。フィアナの展開する〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉が、全員に強化の加護を与える。〈チーム・スカーレット〉が、強大な精霊を相手にする際の基本フォーメーションだ。もっとも──

（……人型の高位精霊相手に、どこまで通じるかはわからないけれど）

　風の王が、魔槍を振り上げた。

「〈精霊兵器〉──魔槍〈ブリューナク〉、その力を顕現せよ！」

　ゴオオオオオオオオオオオッ！

　魔槍の先端に烈はげしい風が生まれ、巨大な竜巻を形成する。

　無数の青白い稲光を孕はらんだ竜巻だ。

「消えよ、レン・アッシュドールの眷けん属ぞく──」

「……っ、来るわよっ！」

　クレアが鋭く警告の声を発した。

　雷撃を纏まとう竜巻は周囲の瓦が礫れきを巻き上げ、一直線に突進してくる。

　背後には風の障壁。逃げ場は一切ない。

「──みんな、下がって！　私が受けるわ」

　フィアナが〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の細剣をさっと振り下ろした。

　竜巻に立ちはだかるように、光の聖壁が出現する。

　──〈光の大護法ルミナス・ウオール〉。〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉によって強化された、聖属性の上位魔術。

　竜巻が光の壁に接触し、バヂバヂッ──と、青白い雷火が散った。

「……っ、止まらない!?」

「風よ、堅き守りとなれ──〈風王障壁ウインド・ウオール〉！」

　光の障壁に、エリスの唱えた風の障壁が重なり、竜巻を押し戻す。

　だが──

「愚か。その程度の風で、私の風を受けようなどと──」

　ベルファールが魔槍ブリューナクを振るう。

　ゴオオオオオオオオオオオオオッ！

　竜巻の中心に、もう一つの竜巻が生まれ、魔術の障壁を一瞬で消し去った。

「……っ、きゃああああああああっ！」

　雷撃と暴風の嵐が吹き荒れた。

　四人は宙を舞い、風の刃に斬り刻まれ、地面に叩たたきつけられる。

「かっ……はっ……！」

　背中を激しく打ちつけて、エリスは喀かつ血けつした。

　轟ごう々ごうと唸うなる風。フィアナの結界も消滅してしまう。

「……っ、王女殿下！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を掴つかみ、倒れたフィアナに駆け寄ろうとするが、

「……っ!?」

　その眼前に、翡ひ翠すいの髪の少女が現れる。

　ベルファールはエリスを冷たく見据え、魔槍の一撃を繰り出した。

「……がっ──！」

〈風王騎士団シルフイード〉の肩当てが砕け、右肩に鋭い痛みが走る。

　わずかでも反応が遅ければ、その穂先は胸を貫いていただろう。

　激しく血をしぶかせながら、エリスは地面を跳ねて転がった。

「──エリス！」

　立ち上がったクレアが、〈炎の[image: ]フレイムタン〉を放った。

　縦じゆう横おう無む尽じんに跳ねる真紅の斬ざん閃せんを、風の王はこともなげに躱かわし、

「ほう、〈精霊兵器〉──〈[image: ]銀の戦姫スカーレツト・ヴアルキリー〉の生き残りか……」

「スカーレットは兵器じゃないわ、あたしの相棒よ！」

〈焔ほのおの[image: ]むち〉が激しく燃え上がった。

　ベルファールはわずかに顔をしかめ、鞭の攻撃範囲を離脱する。

「……っ、逃しませんわ、〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　リンスレットの放った氷の矢が降りそそぐ。

　無数の矢の一本が〈風の王〉の足を射止め、その場に凍りつかせた。

「やりましたわ！」

　快かい哉さいの声を上げるリンスレット。だが、

「……っ!?」

　ベルファールの姿がかき消えた。

　次の瞬間。少女が姿を現したのは、フィアナの背後。

「──フィアナ、後ろよ！」

「え？」

　クレアの声に、フィアナがハッと振り向く。

　現れた風の王は、無防備なフィアナに魔槍を一いつ閃せん──

　ギイイイイイイイイイイインッ！

　鋼の擦こすれ合う音が、風の渦巻く広間に響き渡る。

「──なに!?」

　放たれた魔槍の一撃は、白銀の輝きを放つ大盾に阻まれていた。

　オ、オオオオオオオオオオオオ──

　空の鎧よろいから漏れる、唸うなるような咆ほう哮こう。

「……ゲオルギウス！」

　フィアナが薄闇色の目を見開く。

　彼女の騎士精霊は、主君の危機に反応し、自らの意思で精霊形態に戻ったのだ。

「──オ逃ゲクダサイ、マイロード」

「……!?　あ、あなた、喋しやべれたの!?」

　驚きの声を上げるフィアナ。

　ゲオルギウスは強く地を蹴り、大盾でベルファールを押し返した。

「帝国古流剣技──〈シールド・スマッシュ〉！」

　大盾の一撃が、風の王の魔槍を横殴りに叩たたきつける。

　わずかに体勢が崩れた、そこへ──

　ゲオルギウスの剣技が炸さく裂れつした。

「帝国古流剣技──〈メテオ・スライサー〉！」

　巨体と渾こん身しんの踏み込みから放たれる、流星の如き大剣の五月雨さみだれ突き。

「──〈騎士精霊〉風情が、舐なめるなっ！」

　風の王が、初めて感情を露あらわにし、叫んだ。

　大剣の連撃を躱かわし、魔槍〈ブリューナク〉の先端に風を収束させる。

「あたしもいるわよっ！」

　クレアが〈焔の[image: ]フレイムタン〉を巧みに操り、ゲオルギウスを援護する。

　風の王の姿が、ふたたびかき消えた。

「……っ、また風の残像!?」

　ハッとして、クレアは周囲の気配を探る。

　と、リンスレットの背後の空間が、ほんのわずかに揺らぐ。

「──リンスレット！」

　クレアは地を蹴った。

〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉が激しく焔ほのおを噴き上げ、赤い閃せん光こうとなって飛ひ翔しようする。

　リンスレットの背後に姿を現したベルファールが魔槍を放つ、その瞬間。

　クレアは、リンスレットの体を抱きかかえて地面に転がった。

「……あっ……が──！」

　鋭い激痛が走った。

　ブリューナクの穂先が〈殲火の戦鎧〉を砕き、クレアの脇腹を刺し貫いたのだ。

「ク、クレア、大丈夫ですの！」

「……っ、はや……く、逃げ……」

　リンスレットの腕の中で、苦く悶もんの喘あえぎを漏らすクレア。

「──消えよ、レン・アッシュドールの姫ひめ巫み女こ」

〈風の王〉は二人を冷たく見下ろして、魔槍を振り上げる。

　──と、刹那。

　輝く焔の塊が、倒れ込んだクレアたちの前に出現した。

「……え？」

　クレアは思わず、そんな声を漏らした。

　激しく燃え盛る焔の塊。

　中心に立っているのは、紅ぐ蓮れんの髪の美しい女だ。

　その手には、灼しやく熱ねつに燃える大剣が握られている。

　彼女は血まみれのクレアを一いち瞥べつすると、瞳ひとみに烈はげしい怒りの感情を浮かべた。

　凄すさまじい殺気が、荒れ狂う焔となって燃えあがる。

「──待たせたな、クレア」

「姉さま!?」

　〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉──ルビア・エルステインが、そこにいた。
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　ギイイイイイイイイイイイインッ！

〈聖王宮〉の大広間に、烈はげしい剣けん戟げきの音が響く。

〈聖女〉と〈魔王〉──二人の精霊王の力を継ぐ者同士の、最後の戦いが始まった。

　白銀に輝く、二振りの〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉。

　その刃が交錯し、青白い火花が散る。

　鋼の衝突によって生じるものではない。互いの刃に奔はしる桁違いの〈神威カムイ〉が、閃せん光こうとなってほとばしっているのだ。

（これが、〈聖王〉の、〈テルミヌス・エスト〉の力か──！）

　ほんの数合、剣を交えただけで、その途方もない力がわかる。

　もしカミトが〈闇の精霊王〉の力を継承していなければ、彼女の〈神威〉にあてられただけで、意識を持っていかれただろう。

　互いに無尽蔵の神威。だが、タイムリミットがあるのはカミトのほうだ。

　──〈水の精霊王〉が異界の〈門〉となる前に、決着をつけなければならない。

（駆け引きは無意味だ。俺の剣のすべてを、全力で叩たたき込む！）

「おおおおおおおおっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を発し、カミトは大きく踏み込んだ。

〈魔王殺しの聖剣〉で機先を制し、〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉で素早く斬り込む。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞・乱烈絶雷ソード・ブラスト〉！」

　闇よりもなお黒く、禍まが々まがしい輝きを放つ刃が、同時に剣けん閃せんを刻んだ。

　片腕のみで放つ、連続の斬攻撃。刃より生じる黒の雷火が、地を奔り、聖王を穿うがつ。

「我が光、夜を塗り潰せ──〈光の聖域サンクタム・ガード〉！」

　放たれる魔剣の刃を弾はじきつつ、〈聖王〉が精霊魔術を唱える。

　──と、その黄金の甲かつ冑ちゆうが烈しい聖光に覆おおわれ、漆黒の魔雷を消し去った。

（〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉と同等の電撃を、精霊魔術で防ぐか──）

　舌打ちして、横に跳躍する。〈聖王〉が無造作に振り下ろした〈テルミヌス・エスト〉が、広間の床を粉々に打ち砕いた。

「……っ！」

　紙一重で躱かわしたカミトは即座に体勢を立て直し、続いて放たれる一撃を〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉で受けた。鋼の擦こすれ合う音が響く。

〈聖王〉の使う剣技は、器となった〈聖女〉アレイシアの修めていたものだろう。

　ルミナリスの使うような、正統な騎士の剣ではない。無論、カミトの得意とする暗殺者の戦闘技能とも違う。千年前に失われた、古流の剣技だ。

　洗練された剣技ではない。だが、圧倒的な〈神威カムイ〉を込めて撃ち込まれるその刃は、すべてが脅威となる。カミトが手にしているのが最強クラスの双剣でなければ、たとえ〈闇の精霊王〉の力があったとしても、受けることはできまい。

（──これが、〈聖女〉の剣舞か）

　絶技を極めたカミトの剣とは、まるで対局にある剣技。

「この程度なのかい、レン・アッシュドールの後継者」

　交える刃越しに、視線が交錯する。

「それとも、所詮はまがい物の〈魔王殺しの聖剣〉ということか──？」

「……っ、なんだと？」

　それは挑発、あるいは、たんなる失望の吐露であったのかもしれない。

　だが、〈聖王〉の口にしたその言葉が、癇かんに障った。

「──聞き捨てならないな」

　澄んだ眼めを睨にらみ据すえ、静かに言い返す。

「俺の相棒を侮るなよ！」

　カミトの全身から漆黒の〈神威〉が噴き上がる。

「──行くぞ、〈エスト〉、〈レスティア〉！」

　カミトの気勢に応えるように、両手の〈精霊刻印〉が眩まばゆく輝いた。

「〈絶剣技〉六ノ型──〈破砕の[image: ]・双連舞〉！」

　双剣の刃が、〈テルミヌス・エスト〉の刃を激しく打ち据える。

　──〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の破壊を目的とした、対人〈絶剣技〉。

　無論、最強の聖剣を砕くことは不可能。

　だが、その衝撃で、〈聖王〉はわずかに体勢を崩した。

　刹那、カミトの姿が消えた。一瞬で身を伏せ、足を払うような斬撃を放つ。

〈教導院〉の暗殺剣技──〈飛蛇〉。

　金属の擦れる音。刃の尖せん端たんが脛当てに弾はじかれる。

　──が、この攻撃はフェイント。

　地を這はう体勢から、〈神威カムイ〉を一気に放出。石の床を蹴り砕く──！

「〈絶剣技〉七ノ型──〈[image: ]こう竜りゆう・迅雷〉！」

　初ノ型〈紫電〉の変化応用形。神速で斬り上げる、対空の〈絶剣技〉。

　双剣の刃が〈聖王〉の纏まとう光を斬り裂き、その甲かつ冑ちゆうに十字の破痕を穿うがつ。

「──魔を滅する光よ、古いにしえの闇を祓はらえ！」

〈聖王〉が無数の光刃を生み出し、飛ひ翔しようしたカミトに向けて放った。

　カミトは空中で〈神威〉を解放。残光が弧を描き、〈聖王〉の背後に着地する。

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電・双烈閃舞〉！」

　稲妻の如き踏み込みで、引き絞った刃を撃ち出した。

　剣けん閃せんがほとばしる。音さえも置き去りにして──

　だが、

「──小こ賢ざかしい！」

　振り向きざま、〈聖王〉は〈テルミヌス・エスト〉の刃で〈絶剣技〉を弾はじく。

（……っ、あのタイミングの〈紫電〉を、初見で見切った!?）

　表情には出さない。が、カミトは胸中で驚きよう愕がくする。

　完全に動きを読まれていた。

「教えてあげようか。僕の器となった〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉アレイシア・イドリースが、最強の精霊使いと呼ばれた、その理由を──」
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　遠くで響く〈地の精霊王〉の咆ほう哮こうが、ビリビリと空気を震わせた。

　轟ごう音おんと激しい戦闘の音が、強固な〈結界〉に守られた祭殿にまで届いてくる。

　戦場より退避した四人の精霊姫たちは、祭壇の前で怯おびえるように身を寄せ合った。

　無理もない。〈神儀院〉育ちの〈精霊姫〉は、剣舞の訓練を受けたアレイシア精霊学院の学院生とは違うのだ。

　逃げ込んだ小さな祭殿は、度重なる地響きで今にも崩れ落ちそうだった。

「〈精霊王〉様──」

〈火の精霊姫〉、レイハは青ざめた唇くちびるを震わせ、祈るように呟つぶやいた。

〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉に直接仕えてきた彼女たちは、畏怖すべき〈精霊王〉の強大な力を、誰よりも感じ取っている。

〈精霊王〉とは、〈元素精霊界〉と〈人間界〉を統べる存在。

　絶対的な元素の力の具現化したもの。

　決して人の身で抗あらがえるような存在ではない。

（けれど──）

　彼女たちは戦っている。この世界を守るために、絶対的な存在に挑んでいるのだ。

　なのに、自分たちはここで震えているだけでいいのか──

　我が身の無力さを嘆き、ただ祈るだけで、本当に──？

　轟ごう音おんが鳴り、祭殿が揺れた。天井の石が剥はがれ、パラパラと落ちてくる。

　寄り添った〈精霊姫〉たちは、思わず身をすくませた。

（なにか……私たちに、なにかできることは──）

　レイハは気丈に顔を上げた。

　と、祭壇の正面に埋め込まれた〈精霊鉱石〉が目に入る。

　姫ひめ巫み女この祈き祷とうの声を、市街に届かせるための装置だ。

　その装置を見た瞬間。ふと、レイハの脳のう裏りにある考えが浮かんだ。

「──ニア、フェイレイ、シルファ、聞いてくださいますか」

　三人の顔を見回して、レイハはおずおずと口を開いた。

〈精霊姫〉の中で、彼女は一番の後輩なのだ。

「……なに、レイハ？」

〈地の精霊姫〉ニアが訊きき返す。

「そこにある、声を伝える装置で、私たちの声を〈人間界〉にいる姫巫女たちに届けることはできませんか？」

「……？」

　三人は困惑の表情で、顔を見合わせた。

「大陸中の姫巫女に祈祷を捧ささげて貰もらい、〈精霊王〉様を鎮めていただくよう頼むのです」

「大陸中の？」

〈水の精霊姫〉フェイレイが軽く目を見開く。

「はい。大陸中の、です」

　レイハはきっぱりと言った。

〈人間界〉で世界の命運を見守っている、数百、数千の姫巫女たち。彼女たちの祈りの声が届けば、〈精霊王〉は本来の気高く偉大な魂を取り戻すかもしれない。

「……それは、無理よ」

　だが、年長のシルファが首を振った。

「この装置はあくまで、祈祷の声を街の中に伝えるものでしかないわ。大陸全土に私たちの声を届けるなんて、とても──」

〈精霊姫〉は、〈精霊王〉の託宣を〈人間界〉に下す。だが、大陸中の姫ひめ巫み女こに、となると不可能だ。現に〈聖王〉の託宣を下ろした〈精霊姫〉は床に臥ふせってしまった。

「少しの時間でいいんです。私たちが力を合わせれば──」

　レイハが、まっすぐな瞳ひとみで三人を見つめる。

　その必死の訴えに──

「……わかりました。やってみましょう」

　と、〈風の精霊姫〉は頷うなずいた。
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　空に穿うがたれた、異界の〈門〉の下。

　白と黒の閃せん光こうが、互いの位置を目まぐるしく入れ替えながら衝突する。

　交錯する神速の刃。閃ひらめく火花と鋼の衝突音。

（……っ、なんだ!?）

　激しく打ち合いながら、カミトは胸中で唸うなった。

　幾重にも放たれる斬撃に、空気が歪ゆがみ、軋きしむような音をたてる。

（さっきまでと、動きがまるで違う!?）

　カミトの繰り出す攻撃の尽ことごとくを読まれている。

　なにかが変わった。そんな予感があった。

「不思議かい？　レン・アッシュベル」

　交差した刃の向こうで、〈聖王〉が言った。

「器の主導権を、少し彼女に明け渡したんだ」

「なんだと？」

「僕は、この肉体を使い慣れてはいないからね」

　その言葉で、カミトは理解した。彼女──

「……聖女アレイシアか！」

「アレイシア・イドリースは、人類種族の歴史上、最高の姫ひめ巫み女こだ。それは僕が彼女を器に選んだ理由でもある」

「……そうか。俺の剣を読んでいるのは、姫巫女の──」

　──姫巫女の直感。

　最高位の姫巫女であるルビアやフィアナ、不完全ながらクレアも持っている力だ。

　世界の事象を予感として感じ取れる、まさに天賦の才能。

　聖女アレイシアの直感力は、最高の精霊姫と呼ばれたルビアをも凌しのぐ。

　研ぎ澄まされた直感は、もはや未来視の領域だ。

（……技ではなく、直感で剣を振るってるってことか）

〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と〈テルミヌス・エスト〉が火花を散らす。

〈聖王〉が踏み込み、一いつ気き呵か成せいに攻めてくる。

　剣けん閃せんは更に速度を増した。先ほどまでとは動きが段違いだ。

「……っ！」

　カミトは収束した〈神威カムイ〉を解放。後方へ跳躍し、距離をとる。

「穿うがて──〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉！」

　闇の魔剣を振るう。漆黒の雷撃が〈聖王〉めがけて一斉に奔はしる。

　だが、その全身から光の〈神威〉が放出され、闇の雷撃をかき消した。

「……っ、嘘うそだろ!?」

　まさか、〈神威〉だけでかき消すとは──

　床を踏み砕き、〈聖王〉が距離を詰めてくる。

　一瞬、回避を考えるが、キャンセルする。姫巫女の直感で読まれているだろう。

　ならば──

　カミトは双剣を構え、真正面に迎え撃つ。

　圧倒的な破壊力と手数で圧倒すればいい！

「絶剣技──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十六連〉！」

「聖剣〈テルミヌス・エスト〉、数多あまたの剣を支配する鋼の女王よ──」

　刹那、〈聖王〉の周囲に、無数の光の剣が生み出された。

　解き放たれた光の剣は、カミトの放った斬撃をことごとく阻む。

（……っ、〈烈華螺旋剣舞〉を、すべて受けきっただと!?）

　否いな、受け切られただけではない。

　打ち損じた光刃が二本、カミトの片足と片腕を抉えぐった。

「くっ──！」

　うめき、カミトはその場に片膝をついた。

「これで、おわりにしましょう、レン・アッシュベル！」

〈聖王〉は聖剣を構えた。

　凄すさまじい〈神威カムイ〉がほとばしる。

〈テルミヌス・エスト〉の刃が白銀に輝き、〈聖王宮〉を白く染めあげた。

　──〈浮遊島ラグナ・イース〉の大地を吹き飛ばした、あの光。

　否、それを遥はるかに超える光だ。

「闇よ、無に還かえるがいい──〈憤怒の聖雷デイエス・イ・レ〉！」

　天を衝つく光の刃が打ち下ろされる。

　その瞬間。カミトは神威を解放し、〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉の刃を奔はしらせた。

「絶剣奥義──〈ラスト・ストライク・デュアル〉！」

　グレイワースが命を賭して伝承し、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の決勝で、ルビアを倒した最強の技。

　刃が激突した。
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「──え？」

　街路の瓦が礫れきの上で、レイシアは不意に足を止めた。

「レイシア、どうしたんだ？」

　横を歩くラッカが訊たずねる。

〈風王騎士団シルフイード〉をはじめとする学院生たちは、先日の魔精霊の襲撃で破壊された、学院都市の復興に駆り出されているのであった。

「……いま、声が聞こえなかった？」

「声？」

　ラッカは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「精霊の声か？」

「いいえ、違うわ。なにか訴えかけてくるような──」

〈──どうか……祈って……ください──〉

「……っ、あ、あたしにも聞こえたぞ！」

　ラッカは驚いて、〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の槌つちを地面に突き立てる。

　広場で復興を手伝っていた学院生たちも、何事かとあたりを見回し始めた。

〈私は〈火の精霊姫〉レイハ・アルミナス、あなたたちの力が必要です──〉

「〈精霊姫〉だって!?」

　精霊使いにとっては、雲の上の存在だ。

　もちろん、個人に託宣が下ることなどあり得ない。

「いま、〈チーム・スカーレット〉の皆さんが戦っています」

「団長たちが──」

　二人はハッと上を見上げた。

　広場には〈風王騎士団シルフイード〉の騎士団員、レイヴン教室の生徒たちもいた。

　彼女たちも、〈精霊姫〉の託宣を聞いているようだ。

　世界の消滅を阻止するために、カミトたち〈チーム・スカーレット〉、学院長のグレイワースが〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で戦っていることを──

〈どうか、お願いします──〉

　広場にいた学院生たちは自然と膝を折り、〈精霊王〉を鎮める祈き祷とうを捧ささげはじめた。
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　ローレンフロスト領、ウィンターガルフ城の石造りの広間で、城主代行ユーディア・ローレンフロストは、光を失った眼めで虚空を見上げた。

「ミレーユ、あなたは聞こえた？」

「ええ、それじゃあ、ユーディアお姉さまも？」

　と、イタチの精霊を抱きかかえたミレーユが答えた。

「私にも聞こえました。〈精霊姫〉様の託宣、でしょうか──」

　かたわらに侍はべるメイド、ミラ・バセットが頷うなずく。

「ええっ、な、なんですか？　わたし、仲間はずれですか？」

　キャロルがあわてて言った。

　あの声は、精霊魔術の力によるもの。

　当然、〈精霊姫〉の声は、姫ひめ巫み女こにしか聞くことはできない。

「お姉さまや、カミト様が〈精霊王〉と戦っているのです」

　ミラが〈精霊姫〉の託宣を話して聞かせた。

「お嬢様が……」

　キャロルは空を見上げた。

「私たちの祈き祷とうで、〈精霊王〉の眼めを覚ますことができるかもしれません」

　ユーディアは手を組み合わせた。

「みんなで祈りましょう」

「はい、わたくしも微力ながら、お嬢様を応援します！」

　キャロルが火猫の描かれた〈チーム・スカーレット〉の旗を取り出した。隣に立つミラ・バセットも、すっと旗を両手に持つ。

「二人とも、どこからとりだしたの？」
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「──おお、レイハか、声を聞くのは久しぶりじゃな」

　クイナ帝国皇都〈華カ蘭ラン〉の〈大宮殿〉。

　無数の蓮の花の浮かぶ広大な庭園で、華麗な儀式装束に身を包んだ小柄な少女が、嬉うれしそうな声を上げた。

　クイナ帝国第三皇女リンファ・シン・クイナ。〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉では、チーム〈四神スーシン〉のリーダーとして、カミトたちと戦ったライバルだ。

「今の声、リンファ様のお知り合いですか？」

　と、そばに仕える〈四神〉の一人、〈朱雀すざく〉のリオンが訊たずねた。

「うむ、レイハは私が〈神儀院〉にいた頃の友人じゃ」

　リンファは頷うなずいた。類まれな姫ひめ巫み女この資質を備えたリンファは、〈神儀院〉で〈水の精霊王〉の〈精霊姫〉に推薦されたこともある。

〈精霊姫〉の座は第一皇女のレイファン・シン・クイナに譲ったものの、後輩のレイハは、選抜の試練を一緒にくぐり抜けたこともある戦友だった。

　そのレイハの助けを求める声が、リンファたちに聞こえたのだ。

「カゼハヤ・カミトたちは、〈聖王〉の手勢と戦ってるんだよな……」

　空を見上げて呟つぶやいたのは、〈四神〉最強の精霊使い、〈白虎〉のシャオ・フーだ。

「はーっ、わたしも行きたかったぜ。〈精霊王〉と喧けん嘩か、してみたかったなー」

　シャオは拳こぶしを〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の篭こ手てと打ち合わせた。

「シャオ姉さま……」

「バカなのですか？」

　ハクアとラオが呆あきれたように呟く。

「シャオ、お主にはわしの護衛任務があるじゃろう」

「はいはい、わかってるって。ま、〈精霊姫〉が助けを求めてきたってことは、カミトたち、苦戦してるんだろうな」

「うむ、その通りじゃ。すぐに祈き祷とうの支度をせい。淫王と〈チーム・スカーレット〉には大きな借りがある。いまここで、その恩を返そうぞ！」
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　砂漠の果ての地、アルファス教国の王宮にも、〈精霊姫〉の声は届いた。

「至急、姫ひめ巫み女こを集めてください。〈精霊王〉に祈祷を捧ささげましょう」

　広間に集った家臣団に、皇女サラディア・カーンは布告する。

　魔王信仰の強い教国では、〈精霊王〉に祈祷を捧げることはあまりないが、豊穣を祈るための小さな祭殿くらいはあった。

　いま〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で戦っているのは、彼女の恩人たちだ。

　彼女たちのために、せめて、できることをしたい。

　サラディアは、そばにひかえる浅黒い肌の少年に呼びかけた。

「ジオ、あなたも精霊使いなのでしょう、祈祷を捧げなさい」

「はっ、俺は〈魔王〉だ。誰にも祈らねーよ」

　サラディアが護衛として取り立てたその少年は、唇くちびるの端を皮肉に歪ゆがめて言った。

「……～っ、ジオ、あなたね！」

　彼女が文句を言おうとすると、

「だが、その〈聖王〉とやらは気に食わねえ。俺がぶっ倒してきてやるよ」

　不敵に笑い、宮殿の外へ出ていこうとする。

「どうやって行く気ですか!?」

「あぁ？　船を出せ。女王様なら用意できるだろ」

「出しません！　あなたは私の護衛をしていなさいっ！」

　多くの臣下の前だったが、サラディア・カーンは思わず怒鳴っていた。
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〈竜の渓谷ドラゴンズ・ビーク〉に棲すむ、無数の群れの咆ほう哮こうが、大気を震わせた。

「〈精霊姫〉の託宣に、竜たちも反応しているようだな」

〈竜皇騎士団〉の副団長、ユーリ・エルシッドが空を仰いで呟つぶやく。

　高位の竜種族は、ときに姫ひめ巫み女ことしての能力を発現させることがある。言葉は分からずとも、〈精霊姫〉たちの想おもいを汲くみ取ったのだろう。

〈竜岩城〉にはすでに多くの篝かがり火びが焚たかれ、竜の巫女が祈き祷とうを捧ささげている。

　荒ぶる〈精霊王〉の御み霊たまを鎮めるため。そして、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉で戦う竜の姫、レオノーラ・ランカスターの無事を祈っているのだ。

（レオノーラ様……）

「──ユーリ副団長、大変です！」

　その時、部下の一人が息を切らした様子で駆け込んできた。

「どうした？」

　と、ユーリは訝いぶかしむ。

「りゅ、竜王様が──」

「落ち着け、竜王様がどうしたというのだ？」

　部下の竜騎士は、青ざめた表情で言った。

「〈竜岩城〉から姿を消しました！」

「……なんだと!?」





　　　　◆






　刃が交錯し、眩まばゆい〈神威カムイ〉の閃せん光こうがあたりを塗り潰した。

〈聖王〉の〈憤怒の聖雷デイエス・イ・レ〉に対して放った、絶剣の最終奥義〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉。

　相手の〈神威〉の流れを見切り、その力を叩たたき返す、究極のカウンター剣技。

　だが──

「お、おおおおおおおおおおおおっ！」

　ピシッ──

〈テルミヌス・エスト〉の刃を受けた〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉に、亀裂が走る。

（……っ、エスト！）

　──〈天絶閃衝〉が不発だったわけではない。

　ただ、〈テルミヌス・エスト〉の圧倒的な破壊力に打ち負けたのだ。

　弾はじける火花。このまま刃を受け続ければ、エストが砕け散る──！

　その逡しゆん巡じゆんが、カミトの〈神威〉を乱した。

「……っ！」

〈テルミヌス・エスト〉の光が一気に膨れ上がった。

　凄すさまじい光の奔流がカミトを呑のみ込み、その体を吹き飛ばす。

「──がっ……はっ……！」

〈聖王宮〉の〈結界〉に激突。激しく喀かつ血けつし、カミトは倒れ込んだ。

「……く、そ……！」

　カミトは、すぐに両手の〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を見た。

　──〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉は砕けていない。刀身に亀裂が入ったのみだ。

　わずかに安あん堵どするも、剣を握るその指先に、力がこもらない。

　視界が揺れていた。骨は、何本か折れているだろう。

「砕けなかったのは見事だ、まがい物にしては、ね」

　倒れ伏したカミトを見下ろして、〈聖王〉は言った。

「……まがい物じゃねえって、言ってるだろ……！」

　口に溜まった血を吐き捨て、カミトは〈聖王〉を睨にらみ返す。

　全身を覆おおうように闇の〈神威カムイ〉が立ち上り、傷ついた肉体を修復していく。

　……しかし、間に合わない。〈聖王〉はゆっくりと近づいてくる。

　と、大広間の中央で、何な故ぜかその歩みを止めた。

「……？」

「見てご覧、〈水の精霊王〉が、最後の〈門ゲート〉となるようだ」

　両手を広げ、祝福するように天を仰ぐ。

「……な、に……？」

　カミトは、緩慢な動作でなんとか顔を上げた。

〈異界の闇〉に覆われた〈水の精霊王〉の玉座が、光の柱に変貌しようとしている。

　あの光の柱が、空の裂け目を広げれば──

〈聖王〉は、あの裂け目の向こうにある存在と繋つながってしまうだろう。

（……っ、させ……るか、よ……！）

　双剣の柄を掴つかみ、カミトは立ち上がった。

「残念だけど、もう終わりだよ、レン・アッシュベル」

〈聖王〉は穏やかな微笑を浮かべ、最後の〈門〉に手を伸ばす。

　──と、その時。

「なに？」

〈聖王〉の動きが、ピタリと止まった。

「──〈精霊王〉が、安定を取り戻した？」

「え？」

　カミトも眉まゆを顰ひそめ──

　すぐにその言葉の意味を把握する。

　空の裂け目を穿うがつ、光の柱。その光が弱まっていた。

（……どういうことだ？）

〈異界の闇〉に呑のまれた〈精霊王〉が、安定を取り戻すなど、あり得るのか？

「……そうか。〈精霊姫〉の仕業か──」

〈聖王〉がぽつりと呟つぶやく。その声に、わずかな苛立ちが滲にじんでいた。

　カミトには、その言葉の意味はわからない。

〈人間界〉の姫ひめ巫み女こたちの祈き祷とうが、ほんのわずかに残った〈精霊王〉の理性を取り戻させた、その事実を知ることはない。しかし──

「……まだ、希望はあるみたいだな、アレクサンドロス」

　カミトは不敵に笑った。

「いいや。所詮は時間稼ぎに過ぎない。〈異界の闇〉は、すぐに〈門〉を侵しん蝕しよくするよ」

〈聖王〉は冷徹に言い捨てた。

「……っ、時間稼ぎ……でも、十分だ──」

　カミトの全身を覆おおう闇の〈神威カムイ〉が、激しくほとばしる。

「往生際が悪いな。無駄だよ、人間は〈精霊王〉には勝てない」

〈聖王〉は〈テルミヌス・エスト〉を構えた。

（……っ、絶剣の奥義、〈天絶閃衝ラスト・ストライク〉は通用しない──）

　カミトの〈絶剣技〉だけでは、あの最強の〈精霊兵器〉を破れない。

（どうする──）

　カミトが奥歯を噛かみ締めた、その時。

『──愛いとし子ごよ、ひとつ我の賭けに乗ってみぬか？』

（──え？）

　脳のう裏りに聞こえたその声は、エストでも、レスティアの声でもなかった。





[image: ]

　大地の巨人の足もとより生み出された、太古の森林。

　放射状に広がる樹木の津波が、怒ど涛とうのように押し寄せてくる。

「……っ、〈要塞〉の後ろに下がれ、呑のみ込まれるぞ！」

　ヴェルサリアが〈城塞精霊ドレツド・ノート〉の城壁を二重、三重に展開し、火砲を撃ち込む。

　消し飛ぶ森林。だが、その勢いが衰えることはない。

　樹木の根は〈城壁〉を破壊し、ヴェルサリアの装甲を剥はぎ取る。

「……くっ、あ、あああああっ──！」

　歯を食いしばり、苦く悶もんの叫びを上げるヴェルサリア。

「〈絶剣技〉三ノ型──〈影月円舞〉！」

　前に飛び出したグレイワースが、木の根をまとめて斬り飛ばすが、焼け石に水だ。

「化物め、街ひとつ呑み込む森を作り出す気か──」

　グレイワースの表情に、疲労の色が浮かんだ。

　彼女の肉体の経絡は、カミトに奥義を継承した時、一度壊れている。

　全盛期の姿を取り戻した際に、経絡の損傷は修復されたものの、このまま〈絶剣技〉を使い続ければ、ふたたび精霊契約の力を失うことになるだろう。

「伊だ達てに〈地の精霊王〉を名乗ってはいませんね──」

　レオノーラもまた、竜の熱ねつ閃せんで森を焼き払うが、足止め以上の効果はないようだ。

「ミュア、使える軍用精霊はあと何体ある？」

「七体ね。森を焼き払うくらいはできるけど、無駄じゃない？」

　問い訊たずねるグレイワースに、肩をすくめて答えるミュア。

〈地の王〉に攻撃を加えていたミュアの軍用精霊〈ガルーダ〉は、無数の蔦つたに絡みつかれ、あっけなく握り潰されている。

「たしかに、数体の軍用精霊を使い潰したところで無意味、か──」

　グレイワースが苦々しげに呟つぶやいた、その時。

　空を、巨大な影が覆おおった。

「……！　な、なにあれ!?」

　と、ミュアが空を指さして叫ぶ。

　上空に現れたもの、それは──

〈地の精霊王〉にも匹敵する大きさの、赤いドラゴンだ。

　キエエエエエエエエエエエエエッツ！

　ドラゴンは口こう腔こうを広げ、灼しやく熱ねつの熱ねつ閃せんで森を焼き払う。

「な、なんだ、あのドラゴンは……まさか、精霊──」

「──竜王様！」

　レオノーラが声を上げた。全員が彼女のほうを振り向く。

「なんだと？」

　グレイワースが訝いぶかしげに訊きいた。

「間違いありません。あのドラゴンは、我がドラクニアの王、〈竜王〉バハムート様にあられます！」

　興奮した声で応えるレオノーラ。

「だが、ドラクニアの竜王は、〈地の精霊王〉の呪いによって、〈竜岩城〉の奥深くに封印されていたのでは？」

「ええ、そのはずですが──」

『──解き放たれたのよ』

　と、彼女たちの頭の中に涼やかな声が響いた。

「竜王様……！」

『〈地の精霊王〉が〈門〉となったことによって、私を束縛する呪いが消えたの。遅くなってごめんなさい。これでも、全力で飛んできたのだけどね』

　ズウウウウウウウウウウウンッ！

　巨大な竜精霊は地面に降り立ち、〈地の王〉と組み合った。

　穿うがたれたクレーターの中心で相対する、神話級の精霊。

　それはあたかも、六千年前の〈精霊戦争〉の再現だ。

　グルオオオオオオオオオオオオオッ！

〈竜王バハムート〉が至近距離で炎のブレスを放つ。

　だが、〈地の王〉は炎をものともせず、〈竜王〉の翼を乱暴にもぎ取る。

　さしもの〈バハムート〉も、〈精霊王〉が相手ではその力を抑えるのが精一杯だ。

　──私が抑えている、今のうちに。

　その意を組んだレオノーラとグレイワースは、すでに動いている。

〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の剣を手に、燃える炎の中を突き進む。

〈地の王〉が怒りの咆ほう哮こうを上げ、竜王の巨体を持ち上げた。

　そのまま、激しく大地に叩たたきつける。

　振動する大地。足もとに沈んだ竜王の頭部に、巨人の拳こぶしが打ち下ろされる。

「──竜王様！」

　レオノーラが叫んだ。

　と、その瞬間。〈地の精霊王〉の動きが止まった。

「……なに？」

　横を並走するグレイワースが、訝いぶかしげな声を上げる。

　レオノーラの叫びに反応したわけでは、無論あるまい。

　オ、オオオオオオオオオオオオオオッ！

　その拳こぶしを振り上げたまま、〈地の王〉は空に向かって雄お叫たけびを上げた。

　狂乱の中に、どこか哀かなしみを帯びた咆ほう哮こう。

「……一体、何が──」

　レオノーラは思わず、その場で足を止めた。

　──〈地の精霊王〉に起きた変化の理由に、彼女たちは気付かない。

〈人間界〉の姫ひめ巫み女こたちの祈き祷とうが、ほんのわずかな一瞬、〈地の精霊王〉ロッド・ギアの理性を取り戻させたことを──

　一瞬だが、それは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。

　グレイワースは、背後のレオノーラに向けて叫んだ。

「──竜の娘、お前は坊やの剣技を受けたことがあったな」

「……？　え、ええ──」

　こんな時に何を──という表情で、眉まゆを顰ひそめるレオノーラ。

「少しコツを教えてやる。基礎中の基礎だが、お前には素質がある」

「……？」

　告げて、グレイワースはレオノーラの額に手を当てた。

　レオノーラが〈竜の血ドラゴン・ブラツド〉の呪いで赤くなった瞳ひとみを、大きく見開く。

「……っ、こ……れは……？」

「私の剣の知識、〈神威カムイ〉の扱い方の極意を伝授した。本来、免許を皆伝した弟子にしか、渡すことはないのだがな──」

「……あ……く、……！」

　流れ込んでくる膨大な情報に、苦く悶もんの声を漏らすレオノーラ。彼女を横目に、グレイワースは背後の〈地の王〉を振り返る。

　動きを止めた〈地の王〉に、ヴェルサリアが一斉砲撃を浴びせている。

　──〈地の王〉が、再び動き始めた。

「──行けるな、竜の娘」

「……っ、無む茶ちやを言う……ですが、やってみせましょう──」

　奥歯を噛かみ締めつつ、レオノーラは〈竜殺しの聖剣〉を構えた。

　グレイワースは満足げに微笑する。

　二人は同時に走った。

〈地の王〉が、振り上げた拳こぶしを打ち下ろす。瞬間、倒れ伏した〈竜王バハムート〉は口こう腔こうを開き、熱ねつ閃せんを放射。〈地の王〉の片腕を消し飛ばす。

　オオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　咆ほう哮こうを上げ、バランスを崩す〈地の王〉。

　その巨体の上を、二人の精霊使いが一気に駆け上がる──！

「〈絶剣技〉──破ノ型〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ〉・十六連！」

　グレイワースが渾こん身しんの〈絶剣技〉を、その頭部に放った。

　乱れ舞う魔剣の乱刃。

　そこへ──

「〈絶剣技〉初ノ型──〈紫電・覇竜ノ爪〉！」

　レオノーラの〈絶剣技〉が、〈地の王〉の首筋めがけて放たれた。

〈竜の血ドラゴン・ブラツド〉による増幅と、神速の〈絶剣技〉による一点破壊。

　ズドオオオオオオオオオオオオンッ！

〈地の王〉の巨体が大地に倒れ、ボロボロと崩れ去ってゆく。

「……っ！」

　全ての力を使い果たしたレオノーラは、そのまま地面に落下する。

　墜落の寸前、ヴェルサリアの召喚した〈城壁〉が、彼女の身を受け止めた。

「ふん、坊やには遠く及ばないが、才能はあるようだ」

　すぐ横に降り立ったグレイワースが、ニヤリと笑って言った。

「──私の二番目の弟子にしてやっても構わんぞ、竜の娘」





　　　　◆






「──待たせたな、クレア」

「姉さま！」

　地面に倒れ伏したまま、クレアは目を見開く。

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおの中から現れたのは──

　灼しやく熱ねつの剣を手にした、ルビア・エルステインだ。

　彼女はクレアを一いち瞥べつしてから、振り返って〈風の王〉を睨にらみ据すえた。

　肩まで伸びた赤い髪が、火の粉を散らして燃えあがる。

（……姉さま、怒ってるわ）

　クレア自身もそうだが、感情が昂たかぶると、肉体の一部が炎を発するようになるのは、火の精霊と契約した精霊使いの特徴だ。

〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の放つ殺気が、あたりの空気を微かすかに震わせる。

「──まさか、この我の、風の障壁を突破した？」

　ベルファールは疑問の言葉を口にした。

「──貴様、何者だ？」

『余の気配を忘れたか、ベルファールよ』

　答えたのはルビアではなく、彼女の手にした灼しやく熱ねつの剣だった。

　ベルファールの紺こん碧ぺきの瞳ひとみが大きく見開かれる。

「……っ、まさか、その剣──〈ヴォルカニクス〉!?」

「なんですって？」

『〈魔王の都〉では世話になったな火猫の娘よ』

　驚きの声を発したクレアに、炎の剣が声をかける。

　──間違いない。〈魔王〉の都で出会った、あの〈火の精霊王〉の声だった。

　たしかに、彼女の焔ほのおなら、〈風の王〉の障壁を突破することもできるだろう。

「血迷ったか、ヴォルカニクス──」

〈風の王〉は、声に激しい怒りを込めて言った。

「〈精霊王〉である汝なんじが、なぜ〈闇の精霊王〉の眷けん属ぞくに肩入れする？」

『血迷っているのはお前だ、ベルファールよ。お前は〈天使〉の力によって、アレクサンドロスに意識を支配されているのだ』

「……っ、戯ざれ言ごとを！」

　ベルファールの足もとに烈はげしい風が渦巻いた。

「〈闇の精霊王〉は、我ら〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の仇きゆう敵てき、永久に滅ぼすべき存在だ！」

「──説得は無駄なようだな」

　ルビアは灼熱の剣──精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〈ラグナレク〉を正眼に構えた。

　その刃に紅ぐ蓮れんの焔が宿り、刀身を赤く輝かせる。

「……っ、人間風情が、〈火の精霊王〉を使役できるものか！」

　ベルファールが地を蹴った。

　烈風を纏まとう魔槍〈ブリューナク〉の力を解き放つ。

「──姉さま！」

　炎剣が唸うなった。閃ひらめく魔槍の一撃を、ルビアは刃の腹で打ち払う。

　連続する剣けん戟げきの中で、拮きつ抗こうする炎と風とが絡み合い、宙天を駆ける。

〈風の王〉の繰り出す嵐の如き連撃を、ルビアは見切っていた。〈火の精霊王〉と契約を交わしたことにより、彼女の姫ひめ巫み女この直感は未来視へと至る。

「なぜだ……なぜ誇り高き〈火の王〉が、人間種族に……！」

「私は彼女の〈精霊姫〉だからな──！」

　ルビアが剣を振り抜いた。真紅の斬光が閃き、〈風の王〉の頬ほおを浅く切り裂く。

「……〈精霊姫〉、だと？」

　その時。不意に、〈風の王〉の動きが止まった。

「……なん……だ、これは……？」

　こめかみを押さえ、苦く悶もんの表情を浮かべる。

「〈風の王〉の様子がおかしいわ──」

　クレアが呟つぶやいた。

「──姫巫女の声よ」

「……？」

　聞こえた声に振り向くと、いつのまに駆け寄ってきたのか、フィアナが、クレアとリンスレットに治癒の魔術を唱えてくれていた。

　あたたかな聖光が、二人の傷を癒やしてゆく。

「姫巫女の声？」

「どういうことですの？」

「〈人間界〉の姫巫女たちが、〈精霊王〉に祈き祷とうを捧ささげているのよ。きっと、レイハたちが仲介してくれたのね」

　姫巫女の感能力の高いフィアナには、それを感じ取ることができたのだろう。

『ええ、私も感じるわ。幾千もの姫巫女たちの祈りの声を──』

　リンスレットの青薔ば薇らの刻印が輝き、イセリアの言葉が響く。

　視線を上げると、ルビアが〈風の王〉を圧していた。

　吹き荒れる風の勢いが、わずかに弱まったように感じる。

「姫巫女たちの声が、〈風の王〉の魂を震わせているんだわ……」

　傷の癒えたクレアが、〈炎の[image: ]フレイムタン〉を手に立ち上がった。

「今のうちに、一気に畳み掛けるわよ！」

　地を蹴って、〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉の炎の翼を広げる。

　乱舞するルビアとベルファール。

　その間に割り込むように、縦じゆう横おう無む尽じんに奔はしる〈炎の[image: ]フレイムタン〉を繰り出した。

「クレア──」

「姉さま、一緒に戦うわ！」

　言って、前に出るクレアに、ルビアはただ小さく頷うなずく。

　炎剣〈ラグナレク〉の生み出した炎が風を喰くらう。回避しようとする〈風の王〉を、クレアの〈炎の[image: ]フレイムタン〉が的確に攻め立てる。

　直感に優れた姫ひめ巫み女この才能の共鳴。あるいは、血による絆きずなか──

　肩を並べて剣舞を舞うのは初めてなのに、完璧なコンビネーションだ。

「聞こえてるんでしょ、〈風の精霊王〉！　姫巫女たちの声が！」

「……っ、黙れ、だ……ま、れえええええええ！」

　感情を露あらわにして叫ぶ、〈風の王〉。その姿が分裂する。

「……っ!?」

　瞬間移動と同じく、風の力を利用した魔術だろう。

　数百体にもおよぶ〈風の王〉が飛ひ翔しようし、同時に魔槍を投げ放つ。

「──〈ブリューナク〉の雷風よ！」

　地上の二人めがけ、数百本の魔槍が一斉に解き放たれる──！

「氷魔を統べる女王が命じる、今ここに顕現せよ──〈氷覇の城ウインターガルフ〉！」

　二人の眼前に、青く光り輝く氷の障壁が生まれ、雷風の槍を弾はじいた。

　リンスレットの唱えた精霊魔術だ。

「リンスレット!?」

　クレアは驚きの声を上げた。

　あの〈風の王〉の魔槍を、精霊魔術で防ぐなんて──

「姫巫女の祈き祷とうは、すべての〈精霊王〉に捧ささげられているんですのよ」

　リンスレットが左手を掲げた。氷薔ば薇らの精霊刻印が輝きを放つ。

〈水の精霊王〉──イセリア・シーウォードの刻印だ。

　姫巫女たちの祈祷は、彼女にも力を与えたのだ。

「イセリア、貴様もレン・アッシュドールの眷けん属ぞくに付くか！」

　数百体のベルファールの声が重なった。

『あなたも、彼女のパンケーキを食べれば考えが変わるかもしれないわよ』

　イセリアの声が響く。

「もちろん、ベルファール様にもごちそういたしますわ」

「おのれっ──」

　魔風の槍を防ぐ氷の障壁に、亀裂が走った。

　やはり、〈精霊王〉の力をその身に残すベルファールと、力の大半を切り離されたイセリアとでは、同じ化身でもその力に雲泥の差があるようだ。

「……っ、ま、負けませんわ！」

　リンスレットは奥歯を噛かみ、〈精霊刻印〉に〈神威カムイ〉を込める。

　──と、リンスレットの身体を、聖光が包み込んだ。

「……王女殿下!?」

　フィアナが、〈無窮なる女王の城セイヴ・ザ・クイーン〉を発動させたのだ。

　氷の障壁に聖なる力が重なり、魔槍を消し去る。

「……なんだと!?」

　分身した〈風の王〉たちが驚きよう愕がくする。

「行くぞ、クレア──」

「ええ、姉さま！」

　ルビアとクレアは、同時に切り込んだ。

　乱れ飛ぶ赤い斬ざん閃せん。荒れ狂う〈炎の[image: ]フレイムタン〉が〈風の王〉の分身体を消し飛ばす。

　風の見せた幻影だ。

「──魔槍〈ブリューナク〉よ、その威をしめせ！」

〈風の王〉たちが槍を振るい、烈はげしい竜巻を巻き起こした。

　雷を孕はらんだ、風の障壁。

「……っ、これじゃ、近づけないわ！」

　と、その時。

「──凶まがツ風よ、狂え！」

　エリスの投げ放った〈風翼の槍レイ・ホーク〉が、風の障壁の中心を穿うがつ。

　暴走した風が、障壁に風穴を開けた。

「──スカーレット！」

　クレアは〈殲火の戦鎧エインヘリヤル〉の焔ほのおを解き放った。

　灼しやく熱ねつの炎を纏まとい、ルビアと共に風の障壁をくぐり抜ける。

「……おおおおおおおおおおっ！」

　障壁の中心で、〈風の王〉が叫んだ。きっと、あれが本体だ。

「クレア、私の焔をお前に託す──」

　ルビアがクレアの手を取った。繋つないだ手に蒼あおい焔が燃え上がる。

「わかったわ姉さま！」

　クレアの両手に二つの焔ほのおが生まれた。

「その焔、まさか原初の──」

〈風の王〉が驚きよう愕がくの呻うめきを漏らした。

　エルステイン家に伝わる──〈終焉の焔エンド・オブ・ヴアーミリオン〉と〈絶対零度の焔アブソリユート・ゼロ〉。

　異界より持ち出され、人間種族に与えられた、真なる焔。

　その二つが、クレアの手の中で合わさる。

「……消し炭になりなさいっ！」

　クレアの解き放った焔が、〈風の王〉を呑のみ込んだ。





　　　　◆






『──愛いとし子ごよ、ひとつ我の賭けに乗ってみぬか？』

　カミトの脳のう裏りに響く、その声は──

（まさか、〈闇の精霊王〉の──）

　そう、消滅したはずの、〈闇の精霊王〉の化身の声だった。

　幻聴ではない。間違いなく、彼女の声だ。

（……どうして、あんたが？）

『我はお前の〈神威カムイ〉の中に宿った最後の残ざん滓し。陽炎かげろうのように消える儚はかなき存在だ』

　闇の精霊王の化身は、自嘲するように笑う。

『宿敵の滅びをこの眼めで見るため、最後の力で縋すがり付いていたが、そうも言っておられぬ状況であろうよ──』

「……悪いな、不ふ甲が斐いない後継者で」

　地面に突き立った双剣を握り、カミトは立ち上がった。

　歪ゆがんだ視界の向こう、聖剣を手にした〈聖王〉が近付いてくる。

『仕方あるまい。あの〈精霊兵器〉は、この世界の埒らち外がいにあるものだ』

「……ああ」と、認めて頷うなずく。

〈精霊兵器〉──剣精霊〈テルミヌス・エスト〉。

　あれは、最強の力の具現そのものだ。

　最高位の精霊である、エストとレスティアさえ、その力には届かない。

『──そう、お前の双剣では、あれには勝てぬ。しかし、〈闇〉と〈鋼〉を一つの刃と成せば、あるいは、かの聖剣にも匹敵できるかもしれぬ」

「なんだ、と……？」

『二つの〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉を一つにする、精霊の〈魔装融合〉』

「二つの精霊を……一つに？　そんなことが──」

『理論的には可能だ。〈天使〉と精霊の融合さえできるのだから。ただし──』

　と、〈闇の精霊王〉の化身は言葉を切る。

「ただし？」

　不吉な予感を覚え、カミトは訊きき返した。

『同格の力を持つ精霊、その力を制御できる莫ばく大だいな〈神威カムイ〉、そして、精霊どうしの魂を完璧に合わせることが出来なければ、精霊の対消滅を引き起こすわ』

　声を発したのは化身ではなく、レスティアだった。

「……対消滅、だと!?」

『魔装融合。二つの精霊の力を融合させる、〈精霊王〉の秘奥の力。当然、知っているわよ。私は〈闇の精霊王〉の知識を継承したんだもの──』

　レスティアは、静かな声音で淡々と告げる。

『──正直、成功の確率は五分五分もないでしょうね』

　エストとレスティアが消滅すれば、唯一の武器を失ったカミトは敗北する。

　彼女はそのリスクを畏れ、それを提案しなかったのだ。

『けれど、あの聖剣に対抗するには、それしかなさそうね──』

「──だめだ」

　と、カミトは首を振った。

『カミト──』

　双剣の柄を握り締めたまま、カミトは唇くちびるを強く噛かむ。

（──失敗すれば、エストとレスティアが消滅する？）

　そんな賭け、できるわけがない。

『だが愛いとし子ごよ、このままでは諸もろ共ともに塵ちりとなるだけだぞ』

「……っ！」

　闇の化身の言葉に、カミトは歯を食いしばる。

〈聖王〉の振り翳かざした聖剣は、先ほどよりも遥はるかに眩まばゆい光を刃に宿している。

　今度こそ、エストとレスティア諸共、カミトの存在を消し去るつもりなのだろう。

　──次は、受けきれない。

　頭の冷静な部分が、その事実を告げている。しかし、

『──カミト、大丈夫です』

　手にした〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が、静かに輝いた。

『私は、カミトと──カミトの信じるレスティアを信じています』

「エスト!?」

『剣精霊さん!?』

　驚きの声を発するレスティア。カミトも思わず眼めを見開く。

　エストがレスティアの名前を呼んだのは、これが初めてだった。

『──わかったわ、エスト』

　レスティアが言った。

　心なしか、少し嬉うれしそうな声に聞こえた。

『カミト、〈聖王〉を倒せなければ、いずれにせよ世界は消滅するのよ』

　二人の契約精霊は、すでに覚悟を決めている。

　その覚悟に応えなければ、精霊使いとして二人と契約する資格はない。

「……わかった」

　と、カミトは言った。

　消滅など絶対にさせない。そう固く誓い、剣を握る。

『覚悟は決まったな──』

　闇の化身が言った。

「ああ──」

『では愛いとし子ごよ、これがお前に託す、最後の贈り物だ──』

〈教導院〉育ちのカミトは母親の顔を知らない。だが、脳のう裏りに反響するその声は、まるで母が子に贈るような、慈しみに満ちた声だった。

　直後、頭の中に、膨大なイメージの奔流が流れ込んでくる。

〈魔装融合〉──〈精霊王〉のみに許された秘奥の業が、カミトの中に宿る。

〈聖王〉が〈テルミヌス・エスト〉を空に翳かざした。

　根源の〈門〉に、この世界という供物を捧ささげるように。

「滅びよ、レン・アッシュドール。かつて、同じ夢を見た盟友よ──！」

　真なる聖剣の輝きが、世界を真っ白に塗り潰した。

　破滅の光──〈輝く星、天より堕ちグラン・ネメシス〉。

　振り下ろされる、巨大な聖剣の刃。

　烈はげしい閃せん光こうがカミトの視界を埋め尽くす。

　その破壊の光を前にして、カミトは眼を閉じた。

　両手に宿る〈精霊刻印〉に、闇の〈神威カムイ〉を集中する。




「汝なんじ、冷徹なる鋼の女王、魔を滅する聖剣よ──」




　白と黒の刃が、同時に輝きを放った。

　カミトは刃を交錯させ、その〈剣〉のイメージを脳のう裏りに想起する。

　あの〈テルミヌス・エスト〉をも凌りよう駕がする、最強の剣のイメージを。




「汝、無む垢くなる闇の女王、真実を貫く魔剣よ──」




　そのイメージが、ほんの僅かでも強度を失えば──

　あるいは均等な〈神威カムイ〉の制御に失敗すれば──

　双剣は契約の〈精霊刻印〉と共に、消滅する。

　だが、カミトは惑わない。その剣の形ははっきりと見えていた。




「──いまここに、聖魔を統べる剣となりて、我が手に力を！」




[image: ]

〈精霊刻印〉の輝く両手を交差し、双剣の刃を重ね合わせた。

　その瞬間。閃せん光こうがほとばしり、カミトの手に一振りの剣が出現する。

　黒と白の刃を備えた、両刃の剣──

　精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ──〈魔王の聖魔剣デモン・ブリンガー〉が。

「お、おおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合と共に振り抜いたその刃が、〈輝く星、天より堕ちグラン・ネメシス〉の光を斬り裂いた。





　　　　◆






「……な、に……!?」

〈聖女〉アレイシアの冷たい美貌が、初めて驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

〈輝く星、天より堕ちグラン・ネメシス〉の光を斬り裂いた、両刃の剣。

　刀身より放たれるその輝きは、斬魔の聖光にして破滅の暗黒。

　──〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉。

　最強の〈精霊魔装〉の融合した姿だ。

（……成功、したみたいだな）

　両手に握りしめた聖魔剣を、カミトは静かに持ち上げた。

〈闇の精霊王〉の遺のこした、最後の遺産。

（──礼を言うぜ、レン・アッシュドール）

　カミトは、自身の中にいる彼女の残ざん滓しに語りかけた。

　しかし、返事はない。〈闇の精霊王〉の化身は、今度こそ消えてしまったようだ。

「……なん、だ？　なんだ、その〈精霊魔装〉は──」

　先ほどまでの余裕の微笑を消し、聖王は呟つぶやいた。

　信じられない、という表情で、手にした聖剣を見下ろした。

　──〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉最強の〈精霊兵器〉。カミトの持つ〈魔王殺しの聖剣〉を圧倒的に凌しのぐはずのそれが、押し負けた。

「……あり得ない。この〈テルミヌス・エスト〉が、そんなまがい物などに──」

　そんなものが、この世界に存在するはずがない。

「なら、試してみるか？　アレクサンドロス──」

　カミトは〈魔王の聖魔剣〉に闇の〈神威カムイ〉を奔はしらせる。

　瞬間、圧倒的な聖魔の輝きが、〈聖王宮〉の大広間を満たした。

　その威に圧され、〈聖王〉が一歩、退さがった。

（……っ、とんでもないな、こいつは──）

　手にしているだけで、闇の〈神威カムイ〉が無限に吸い上げられてゆく。

　少しでも気を抜けば、意識を持っていかれそうだ。

　カミト自身の体力も限界に近付いている。

　この形態を維持できるのも、わずかな時間だけだろう。

（……一分……いや、〈絶剣技〉を使うことを考えれば、三十秒ってとこか）

　──だが、それで十分だ。

　どのみち、この戦いを長引かせるわけにはいかない。

「……っ、そんな──そんな代物が、人の身に使いこなせるものかぁっ！」

〈聖王〉が、その身に聖なる〈神威〉をほとばしらせた。

　真上に振り被った〈テルミヌス・エスト〉が、白銀に輝く。

　破滅の光──〈輝く星、天より堕ちグラン・ネメシス〉。

　先ほど放った光よりも、遥はるかに大きい。

　対するカミトは腰を低く落とし、神速の〈絶剣技〉──〈紫電〉の構えをとる。

　吹き荒れる闇の〈神威〉。

（これで、決着がつく──）

　そして──

　二人は同時に地を蹴った。

（……いくぞ、エスト、レスティア！）

　答えはない。だた、その意思を示すように刃が激しく輝く。

　これまでのすべてを、この刹那に賭ける。

〈教導院〉で〈魔王〉の後継者として育てられたこと。レスティアと出会ったこと。グレイワースに導かれ、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉となったこと。

　クレアと出会ったこと。エストとの契約。エリス、リンスレット、フィアナ、〈チーム・スカーレット〉の仲間と共に、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を戦い抜いたこと。

〈魔王〉スライマン、〈闇の精霊王〉の遺のこした意思。

　すべての出で逢あい、すべての想おもいが、彼をここに立たせてくれた。

　──この〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉と〈人間界〉を救うために。

　閃せん光こうが奔はしった。

　精霊使いに宿る力──〈神威〉とは、命の光だ。

　精霊は、人間の生み出す命の光を糧に、その身を刃と成す。

〈神威〉を纏まとい、精霊の刃にて舞い踊る。

　──それが、精霊使いの剣舞ブレイドダンス。

　刃が激突する。

　その瞬間、世界開かい闢びやくの光が〈聖王宮〉を塗り潰した。

「おおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　カミトは闇の〈神威カムイ〉を全力で解放する。

「……くっ……ばか、な──」

　ピシ、ピシリ──と、軋きしむような音が響く。

　空の星さえも打ち砕く、最強の〈精霊兵器〉。

　聖剣〈テルミヌス・エスト〉の刃に、亀裂が走った。

〈聖王〉が後ろへ退さがった。カミトは踏み込み、激しく撃ち込む。

　鳴り響く剣けん戟げきの音。

　二合、三合、四合──打ち合う度に閃せん光こうが生まれ、更に大きな亀裂が奔はしる。

「……っ、馬鹿な、馬鹿な……人間、如きがあああああっ！」

　ほとばしる聖なる〈神威〉。

〈聖王〉の背中に光の翼が生まれる。

（……っ、なに!?）

　同時、〈聖王〉の周囲に、光の文字が障壁となって展開された。

　世界改変の力──〈聖王〉の取り込んだ〈天使〉の力だ。

〈魔王の聖魔剣デモン・ブリンガー〉が、〈天使〉の障壁に弾はじかれる。

（エスト、〈天使〉の解析を──！）

　カミトの声に応え聖魔剣の刃にも光の文字が躍る。

　だが、間に合うか──!?

（……っ、俺の〈神威〉が尽きるまで、あと七秒──）

「認めよう、レン・アッシュベル！　まがいものの剣は最強の聖剣〈テルミヌス・エスト〉を確かに凌りよう駕がした。それを誇りとして滅びるがいい！」

〈テルミヌス・エスト〉の刃が唸うなるように震えた。

　魔装展開──〈精霊魔装エレメンタル・ヴアツフエ〉の力を暴走させ、限界以上の力を引き出す技。

　聖剣が砕け散ることと引き換えに、カミトを確実に消し去ろうとする。

（……っ!?）

　だが、その刹那。

　ゴオオオオオオオオオオオオオオッ──！

　紅ぐ蓮れんの焔ほのおが、光の障壁ごと〈聖王〉の姿を呑のみ込んだ。

「──カミト！」

　聞き慣れたその声が、〈聖王宮〉の広間に響き渡った。

（……クレア！）

　異界の焔ほのおは、同じ異界の存在である〈天使〉の障壁さえも焼き尽くす。

　焔そのものは、〈聖王〉にとっては致命傷にはなるまいが──

　その一瞬の空くう隙げき。それだけで十分だった。

　背中越しに、彼女たちの気配を感じる。

「カミトさん！」

「カミト君！」

「カミト！」

「──レン・アッシュベル！」

　クレア、エリス、リンスレット、フィアナ、それにルビア。

〈チーム・スカーレット〉の仲間が、そこにいる。

（──お嬢様たちの前で、カッコ悪いところは見せられないよな！）

　闇の〈神威カムイ〉が吹き荒れ、〈魔王の聖魔剣デモン・ブリンガー〉が輝きを増した。

「〈聖王〉アレクサンドロス──！」

　カミトは、地を蹴って踏み込んだ。

「あんたに奉納する、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣舞ブレイドダンスを！」

　剣けん閃せんが、虚空を奔はしった。

　一閃、二閃、四閃、八閃、十六閃、三十二閃、六十四閃、百二十八閃──

〈聖王〉の存在するすべての空間を、無限の刃が乱舞する。

〈絶剣技〉神域ノ型──〈烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・無限解放アンリミテツド〉。

　百に百を、千に千を、そして万に万の刃を重ね──

　無限の刃の果てに──

　残されたのは、一片の光の粒子だった。





　　　　◆






　その瞳ひとみが最後に映したのは、光の刃の乱舞する光景だった。

〈聖女〉の未来視は、自身の滅びの未来しか予見することはできなかった。

　最強の聖剣は一瞬にして砕かれ、その身は仰向けに虚空へ踊る。

　空には穿うがたれた虚空の裂け目、根源への〈門〉が見えた。

　彼は目を細め、裂け目の向こうに見える故郷に手を伸ばした。

　──本物の光が欲しかった。

　まがいものの〈光の王〉ではなく、真の光として、世界を正しく照らしたかった。

（そう、か──間違っていた、のか……）

　消えゆく意識の中で、彼は呟つぶやく。

　この世界は、根源によって生み出された儚はかなき泡ほう沫まつ、仮かり初そめの世界だと思っていた。

　あの渦の中にある本物の世界の模倣でしかない、無価値な世界だと。

　まがいものの〈光の王〉には、真なる光を生み出すことはできないと。

　──しかし、違った。

　彼が最後に見た、無限の光。

　あの光は、この世界で生まれた、新たな光だ。

　彼の焦がれていたものは、あの裂け目の向こうではなく、この世界にあったのだ。

〈聖女〉の姿を借りたその器が、光の粒子となって消えてゆく。

　彼の見た最後の剣舞に満足して──

〈光の王〉アレクサンドロスは消滅する。

　その最後に残った光の粒子の一つが、微かすかに瞬いた。

　それは、封印されていた〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉アレイシアの意識の欠片かけら。

（……ありがとう、世界を救ってくれて）

　と、〈聖女〉は現世の〈魔王〉にそう告げて──

（──エスト、今度は一緒に、ね）

（……はい、アレイシア。私はあなたの剣、あなたの望むままに）

　砕け散った聖剣の欠片と共に、虚空へ消えた。
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〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉での最後の戦いの後──

　カミトたちは〈神儀院〉の祭殿に一週間ほど逗とう留りゆうし、聖域に湧き出る温泉で、十分に疲れを癒やしてから、〈人間界〉に帰還した。

　戻ってきたカミトたちを、学院の生徒たちは総出で出迎え、歓迎してくれた。

　半年ほど前、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の出場が決まった時とは、まったく違う反応だ。

　レイヴン教室の問題児だった、クレアとリンスレット。

〈風王騎士団シルフイード〉の団長として、義あ姉ねと比較され続けてきたエリス。

　精霊契約の力を失い、〈喪失の精霊姫ロスト・クイーン〉と蔑まれていたフィアナ。

　もう誰も、彼女たちをそんな目で見る者はいない。

　そして、唯一の男の精霊使いとして怖がられていたカミトも──

「まあ、カゼハヤ・カミトよ！」「信じられないわ。あの夜の魔王が、世界を救ってくれたなんて……」「ちょっと、彼に失礼でしょ、ちゃんと淫王様とお呼びして！」「ええ、そうね、淫王様……」「すごいわ、淫王様」「い、淫王様になら、わたし──」

（……お、俺だけ、あんまり見る目が変わってないぞ！）

　飛行艇のタラップを降りつつ、カミトは半眼でツッコんだ。

　……というか、むしろ悪化しているような気さえする。

「ほら、カミト、もっと胸を張りなさいよね」

　そんなカミトの背中を、クレアがトンと押した。

「あんたは、それだけのことをしたんだから」

「今こ宵よいは〈風王騎士団シルフイード〉の皆が、盛大な祝宴を催してくれるそうだ」

「それは楽しみですわね」

「楽しい気分に水を差すようだけど、明日から授業も再開されるそうよ」

　クレアが真面目な顔で言った。

「げっ、マジか……俺たち、ぜんぜん講義に出てないぞ」

「う、うむ、早速、遅れを取り戻さなくては……」

「あたしはちゃんと勉強してたわよ。あとで教えてあげるわ」

「ああ、頼む」

「うむ、助かる……」

　飛行艇から降りたカミトたちに、たくさんの学院生たちが駆け寄ってくる。

　大勢の人波に囲まれながら、カミトは晴れ渡った青空を見上げた。

（また学院生に戻るのか……）

　学院に呼ばれたのは、もともとはグレイワースの策略だし、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場したのは、レスティアを取り戻すためだった。このまま学院に残る理由はない。

　けれど──

（……ここを卒業するのも、悪くはない、か）

　青空の下にそびえ立つ、修復途中の学院校舎。レイヴン教室の寮。

　カミトが守った、自分と仲間たちの居場所だった。




　──その夜。精霊の集まる祝宴で、カミトは生まれて初めて酔い潰れた。





　　　　◆






「……ん……うう……、う……」

　翌日、爽やかな朝の光で、カミトは目を覚ました。

　……頭が痛い。どうやら、制服のまま寝てしまったようだ。

　エリスにレン・アッシュベルの姿になることを懇願され、ラッカとレイシアにも囃はやし立てられ、フィアナの姫ひめ巫み女この服を借りて剣舞を舞いはじめてからの記憶がない。

　祝宴に集まった学院の精霊たちは、喜んでいたようだが──

　……そもそも酔っていなければ、そんなことは絶対にしなかっただろう。

〈教導院〉育ちのカミトが、酒に酔いつぶれたことは一度もない。全身の経絡を流れる〈神威カムイ〉を循環させ、酒精を消し去る術を心得ているからだ。

　しかし、レオノーラの持参した、精霊に捧ささげる〈竜酒〉はさすがに無理だった。

　祝宴には〈竜王バハムート〉までもが現れ、カミトにその〈竜酒〉を樽たるごと勧めていったのだが、ドラクニア王の酒を断るわけにはいかず、飲み続けた結果がこれだ。

　記憶の飛んだまま、なんとかレイヴン教室寮の部屋に戻り、泥のように眠りこけた。

（なにをやってるんだ、俺は……）

　ベッドの上で頭を抱え、自己嫌悪に陥っていると、

　ふよっ。ふよんっ。

　お腹なかのあたりに、水風船のような柔らかい感触があった。

「……っ!?」

　あわててシーツをまくるカミト。と、そこには予想した通り──

「……エ、エスト!?」

　全裸ニーソの剣精霊が潜り込んでいた。

「エスト、ベッドに潜りこんじゃだめだって……」

　白銀の髪にぽんと手をのせ、叱る。

　エストに甘い自覚はあるが、こういうところはしっかりしなくては。

「いいえ、カミト──」

　と、エストは無表情のまま首を横に振る。

「昨晩は、カミトが私を抱きしめていました」

「……っ、マジで……？」

　カミトの顔が引きつった。

　……心当たりがないではない。記憶は曖昧だが、姫ひめ巫み女この姿で剣舞を披露したあと、剣の姿のエストを握ったまま、ベッドに入ってしまったような気がする。

〈教導院〉にいた頃、カミトはよく、剣の姿となったレスティアを抱きしめたまま眠っていた。その幼少の頃の癖が、無意識に出てしまったのかもしれない。

「わ、悪かった……」

　カミトは両手を合わせて、エストに謝った。

「それだけではありません」

「え？」

　無表情に呟つぶやくエストに、カミトは思わず訊きき返す。

「寝ぼけたカミトは、人間の姿になった私のニーソを、何度も引っぱってきました」

「……そ、そんなことしてたのか!?」

　……ダメだ。全然覚えていない。

（……いや、なんか、エストと綱引きをする夢を見ていたような気もするぞ）

　透き通った紫紺ヴイオレツトの瞳ひとみが、じーっとカミトを見つめて、

「カミト……欲求不満、なのですか？」

「……おおおおおおっ、エスト、俺が悪かった！」

　カミトは勢いよく、ベッドにジャンピング土下座をかました。

　いくら意識がなかったとはいえ、そんなことをするなんて──

　……これはエストが怒ってもしかたない。

「いいえ、カミト。私はあなたの剣、カミトが望むなら……かまいません」

　流れる白銀の髪をかき上げて、エストは起き上がった。

　処女雪のような白い肌が、カミトの前に惜しげもなく晒さらされる。

　その頬ほおは、鋼の剣精霊とは思えないほど赤くなっている。

「……エ、エスト!?」

　カミトは思わず、息を呑のんだ。

　エストは親指をニーソにかけると、すすすーっと下ろしはじめる。

　くるぶしのあたりで下ろすのを止め、カミトの顔を上目遣いに見た。

「……ニーソ、脱いでいいのか、エスト？」

　戸惑いつつ訊たずねると、エストはこくっと頷うなずいて、

「はい、カミト。私のすべてを、見てください──」

　すっと足を持ち上げ、ニーソを脱いだ。

　真珠のように磨かれた爪。

　ミルクのように白く滑らかで、可愛かわいい素足が露あらわになる。

「……どう……ですか、カミト？」

　素足を差し出したまま、エストは恥ずかしそうに視線を逸そらした。

　羞恥の限界なのか、その肩は小刻みに震えている。

「そ、その、可愛い……すごく綺き麗れいだぞ」

　カミトがまじまじと見つめて言うと、エストはさっとシーツの中に足を引っ込めた。
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「ふぁ、そんなに見つめては、だめです」

「だ、だめなのか？」

「……だめ、ではないです」

　エストはおずおずと、シーツからまた素足を出した。……可愛かわいい。

「す、少しなら、触れてもかまいません」

「え──」

「特別に許可します。私は、カミトの契約精霊なので──」

　エストはそっぽを向いたまま、小さな足をそっと差し出した。

「エスト……」

　カミトは息を呑のみ、おそるおそるエストの親指に触った。

　ぷにっとした感触。ひんやりと冷たい。

「ふぁ……くすぐったいです、カミト」

　エストが小さな悲鳴を上げた。

　……なんだろう。いつも可愛いエストだが、今のエストは可愛すぎる。

　まだ昨晩の〈竜酒〉が残っているのかもしれない。

　ぼーっとした頭で、エストの足の裏をこちょこちょとくすぐってみた。

「カ、カミト、それはだめです……ふああああっ！」

　エストがぎゅっと目を閉じ、シーツの端っこを握る。

　と──

「ふふ、なんだか楽しそうなことをしているわね」

「うわっ……」

　突然、黒い羽がカミトの視界を覆おおった。

　振り向くと、そこにいたのは漆黒の翼を広げたレスティアだ。

「レ、レスティア!?」

「闇精霊──！」

　エストはあわててカミトの後ろに回り込み、素足をさっと隠した。

「あら、私も剣精霊さんの足を見たかったのに……」

　くすっと微笑ほほえむと、レスティアは羽を巧みに操り、シーツを持ち上げようとする。

「……～っ、闇精霊、滅ぼされたいのですか？」

「少しくらいいいじゃない」

「だめです」

　エストを捕まえようとするレスティアと、カミトにしがみつく全裸のエスト。

「お、おい……！」

　乱れたベッドの上で、三人が絡まり合っていると、

「もう、朝からうるさいわよ……って──ふああっ、なな、なにしてるのよ!?」

　起きてきたクレアが絶句した。

　散らばった黒い羽。全裸のエストに抱きつかれたカミトの姿。シーツの中で動き回ったせいで、レスティアのドレスも肩がはだけている。

「あ、あ、あんたたちね……」

　声が震えている。

　クレアのツーテールの髪が、ぶわっと燃え上がった。

「ま、まて、これはだな──」

　カミトはしどろもどろに言った。

　……言い訳しようとするも、状況を説明するうまい言葉が思いつかない。

「こ、この淫獣っ、消し炭になりなさいっ！」

　部屋の中に、ひさしぶりに〈火炎球フアイアボール〉の爆発の音が響き渡った。





　　　　◆






「……まったく、朝から騒がしいですわね」

　壁に開いた黒焦げの穴を見て、エプロン姿のリンスレットが呆あきれたように言った。

　部屋が爆発してしまったので、隣にある彼女の部屋で朝食をとることになったのだ。

　……まあ、いつもの日常だと思えば微笑ほほえましい。

　部屋の爆発で、日常が戻ってきたことを実感するのもどうかと思うが。

「本当よ、まったく。何度寮の部屋を消し炭にすれば気が済むの？」

　同室のフィアナもクレアを睨にらむ。

「……～っ、だ、だってカミトってば、精霊サンドイッチをしてたのよ！」

「カミトさん、どういうことですの？」

　リンスレットがむっとカミトを睨む。

「だ、断じて違うぞ！」

「カミト君、朝から元気ね。いいことじゃない」

　フィアナがふふっと悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

　エストとレスティアは、剣の姿に戻っている。

　レスティアはともかく、エストはいつも、朝食のときは人間形態になっているのだが、素足を見せたのがよほど恥ずかしかったのだろう、パンの焦げるいい匂いがしても、うんともすんともいわなかった。

「……ふぁ、みなさん、おはようございます～」

　寝巻き姿のキャロルも、目をこすりつつ起きてきた。

　リンスレットがテーブルにお皿を並べているのを見て、

「あ、お嬢様、お手伝いします！」

　あわてて言うが、リンスレットは首を振り、

「大丈夫ですわ、そこにお座りなさいな」

　と、自分の隣の椅子に座らせる。……相変わらずの甘やかしっぷりだ。

「昨日はお酒を飲んだようですし、胃に優しい朝食にしましたわ。ちょうど〈精霊の森〉で、いいお野菜が手に入りましたの」

「わあ、おいしそうね！」

　テーブルに並んだメニューを見て、クレアが目を輝かせた。

　森のキノコと季節の野菜のサラダ。クルミ入りの焼きたてのパン、あたたかい紅茶。新鮮なミルクと自家製のバター、フルーツをふんだんに使ったヨーグルト。

　一見すると簡素に見えるが、どれも選びぬかれた食材だ。

「どうぞ召し上がれ」

「ああ、いただきます──」

　カミトは丁寧に手を合わせると、焼きたてのパンをちぎる。

　ふわっと湯気がたちのぼり、焦げ目のいい匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

「ニャー」

　スカーレットが足もとで期待の目を向ける。〈オルトリンデ〉として覚醒できるようになった火猫精霊だが、彼女は気ままな猫の生活が気に入っているようだ。

「スカーレット、お行儀悪いわよ。フェンリルを見習いなさい」

　クレアがめっと叱る。

　フェンリルは床にお座りしたまま、ハッハッと涎よだれを垂らしていた。

「あっ♪　バターが胸にこぼれてしまったわ」

「……!?」

　フィアナが困り顔で、隣に座るカミトを見た。

　思わず視線を向けると、彼女の胸の谷間に溶けかけのバターが挟まっている。

「カミトくん、とってくれる？」

「あ、いや、それは……」

　上目遣いに頼んでくるお姫様に、カミトがしどろもどろになると、

「スカーレット、舐なめとってあげなさい」

「ニャー！」

「きゃあっ!?」

　スカーレットはフィアナの胸に飛び込むと、バターをぺろぺろ舐める。

「ちょっと、くすぐったいわ……ぁんっ、もう、クレア！」

　くねくねと悶もだえながら、フィアナは恨めしい目でクレアを見た。





　　　　◆






　そんなにぎやかな朝食をとりながら、カミトたちは今後のことを話し合った。

「大陸の情勢も、はむ……いろいろ変わってきそうね」

「……そうだな」

　パンを食べながら言うクレアに、カミトは相あい槌づちを打つ。

〈異界の闇〉に汚染された〈精霊王〉たちは、カミトによって解放された。

〈門〉は完全に消滅したので、もう、あの世界の根源と〈元素精霊界〉が繋つながったり、〈異界の光〉である〈天使〉が降りてくることはないだろう。

〈聖王〉と〈闇の精霊王〉は消え、〈元素精霊界〉には、〈火〉と〈水〉と〈地〉と〈風〉、四大精霊王だけが残された。

　ベルファールとロッド・ギアは、〈聖王〉の支配から解き放たれて正気に戻ったものの、〈精霊王〉たちの力は大幅に弱体化し、強大な精霊の一体でしかなくなった。

　世界の支配者としての〈精霊王〉は、その役目を終えるのかもしれない。

　そうなれば、〈元素精霊界〉と〈人間界〉の関わり方は、大きく変わっていくことになるだろう。

〈浮遊島ラグナ・イース〉に転移した〈聖都〉は、人間界から消滅した。大陸を混乱に陥れた〈神聖ルギア王国〉には、近々各国の査察が入るようだ。数々の軍事協定違反に、オルデシアでの陰謀、〈聖法機関デ・ゼツサント〉の暗躍も暴かれることだろう。ちなみに、査察団のリーダーは、あの〈十二騎将ナンバーズ〉の特務騎士、ヴィレイ・ブランフォードだそうだ。

「……ところで、講義の予習はできていまして？」

　と、話題は大陸の情勢から、学院のことに移る。

　正直、カミトたちにとっては、こちらの話題のほうが問題だ。

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に優勝しても単位が免除されないなんて、ひどい話だよな」

「あたりまえでしょ」

　クレアが呆あきれたように言う。

「なんとか遅れを取り戻さないとな」

「ええ、来年はミレーユやミラも初等学校に入学しますし、わたくし、留年なんてして、妹たちに恥ずかしいところを見せるわけにはいきませんわ」

　ミレーユとミラ・バセットは今年、帝都にあるエルオール初等学院に入学するようだ。

　幼い頃、クレアとリンスレットも通っていた、貴族の名門校らしい。

　ミラはキャロルと同じような扱いで、お付きのメイドとして入るそうだ。ミラはキャロルと違ってしっかり者なので、心配することはないだろう。

「それじゃあ、ミレーユは後輩になるのね」

「ええ、ユーディアの目も治ったら、学院に通うことになると思いますわ」

　リンスレットは嬉うれしそうに頷うなずいた。

「ユーディア、治りそうでよかったな」

「カミトさんのおかげですわ」

　光を失ったユーディアの目は、急速に快復しつつあるそうだ。彼女に氷の呪いをかけた〈水の精霊王〉の本体が、消滅したからなのだろう。

「そうしたら、ローレンフロストの領地はどうするの？」

　と、フィアナが訊たずねる。

「学院を卒業したら、わたくしが継ぐことになるでしょうね」

　リンスレットは肩をすくめて言った。

「本音を言えば、領地経営はユーディアかミレーユに任せて、帝都にレストランを開きたいんですのよ。そう、名前は〈白狼亭〉に決めていますの」

　テーブルの下で、フェンリルがうぉんっと吠ほえた。

「リンスレットのレストランなら、繁盛するだろうな」

「ええ、みんなで食べに行ってあげるわ」

　クレアは深く頷いて、

「ところで、フィアナは本当に王女にはならないの？」

　そう水を向けると、フィアナはゆっくりと首を横に振った。

「皇帝陛下の体調もよくなってきたし、向いてないわよ」

「そうかしら？　案外、いい王女様になれると思うけど──」

「ありがとう、素直に受け取っておくわ」

　フィアナは苦笑して言った。

　オルデシア帝国では現在、帝国議会の発言力が増しているという。〈十二騎将ナンバーズ〉も近く刷新されるようだ。〈浮遊島ラグナ・イース〉で休んでいるとき、ヴィレイから〈十二騎将〉に入らないかと打診があったが、カミトはもちろん断った。

「クレアこそ、エルステインに戻らなくていいの？」

「あたし、もう進路は決めてるもの」

　訊きき返してくるフィアナに、クレアはきっぱりと答える。

「たしか、学院の教師でしたわね」

「ええ」

「教師か。なるほどな」

　たしかに、クレアは真面目で成績優秀だし、教え方もうまい。

　……教師ってのは、向いているかもしれないな。

「エルステインのことは、姉様に任せたいんだけど──」

　と、クレアの表情がわずかに曇る。

〈聖都〉での決戦のあと、カミトたちは〈浮遊島〉の温泉に逗とう留りゆうしたのだが、ルビアはすぐに行方をくらましてしまったのだ。

「ルビア様、昔から、気まぐれな方なのよね──」

　フェンリルが立ち上がり、うぉんっと鳴いた。

「あ、そろそろ時間ですわ」

「初日から遅刻するのはまずいな、行こう」

　淹いれたての紅茶を胃に流し込み、カミトは立ち上がった。
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　手早く準備をしたカミトたちは、美しい庭園を横切り、学舎へ向かった。

「壊れた学舎も、すっかり元通りになったな」

「ええ、なんでもオルデシア中から寄付が集まったそうよ」

「庭園はむしろ豪華になっていますわ」

〈風王騎士団シルフイード〉の本部となっている聖堂の前を通りかかると、ラッカの岩精霊が、昨日の祝宴で振る舞われた酒の樽たるを片付けているところにでくわした。

「よっ、英雄さん──」

　気安く挨拶をしてくるラッカ。

「昨日はいろいろと、いいものを見せてもらったわ」

　その横にいるレイシアがふふっと笑う。

「いや、すまん、あんまり記憶がないんだが……」

　……一体、どんなことをしてしまったんだろう。

　カミトが頭を抱えているそこへ、

「カ、カミト、おはよう──」

　制服姿のエリスが姿を現した。

　朝から水浴びをしたのか、ポニーテールの先がわずかに濡ぬれそぼっている。

「エリス、初日から朝稽古か？」

「ああ、義あ姉ね上うえに付き合わされて、槍術の訓練だ」

　と、エリスは苦笑した。

「まったく、よくやるわね……」

　クレアが呆あきれたように呟つぶやく。

「ラッカ、片付けを任せてしまってすまない」

「いいって。団長は帰ってきたばかりなんだし、休んでくれよ」

　ラッカは笑ってぱたぱたと手を振った。

「ところで団長。昨日のあれ、ちゃんと保存できてました？」

「……あ、ああ、もちろんだ」

　レイシアの言葉に、少し気まずそうに頷うなずくエリス。

「保存って、なんのことだ？」

　カミトが訊たずねると、

「宴席での女装カミトの剣舞、団長が一生懸命記録してたぞ」

「ラ、ラッカ!?」

　ラッカが無邪気に言うと、エリスは顔を真っ赤にして声を上げた。

「ちょ、ちょっと待て、どういうことだ!?」

「あ、う……それは、その……」

　頬ほおを指でかきつつ、エリスはあさってのほうへ視線を逸そらす。

「目にした光景を記憶する〈精霊鉱石〉があるでしょう？　あれを使って、女装したカミトの剣舞を保存してたのよね」

「な、なに？」

「レイシア!?」

　秘密をバラされ、あわてるエリス。

　……まったく記憶にないが、そんなことをしてたのか。

「エリス……」

　カミトがじーっとエリスを睨にらむと、

「……そ、その、眼めの前で舞う〈レン・アッシュベル〉様を、一生の思い出にしようと思って、つい、だな……」

　指先を合わせてもじもじするエリス。その様はなかなか可愛かわいいが、そんな生き恥を断じてこの世に残しておくわけにはいかない。

「その〈精霊鉱石〉を破壊するんだ、今すぐに」

「や、やだ！」

　エリスはぶんぶん首を振った。

「君がレン・アッシュベル様のことを隠していたのは、結構ショックだったのだぞ。あ、憧れの人の姿を記録に残すくらい、いいではないか！」

「ぐ……」

　……それを言われると、彼女に隠し続けてきた後ろめたさもたしかにあった。

　エリスは、学院でレン・アッシュベルのファンクラブに入っているほどのファンなのだ。

　ちょっと涙目になっているエリスを見て、カミトはため息をつく。

「……ほかのやつには見せないでくれよ、とくにグレイワースには」

「ああ、もちろんだ！　私だけの思い出として大切にする」

　ぱっと笑顔になり、こくこくと頷うなずくエリス。

　……こんな嬉うれしそうな顔を見せられれば、もう取り返すわけにもいかない。

「よかったですね、団長」

　ラッカがエリスの肩を小突く。

「あの、みなさん、そろそろ遅刻しますわよ」

　リンスレットが眉まゆを八の字に寄せて、皆をうながした。





　　　　◆






「それじゃエリス、またあとで」

「ああ」

　ヴィーゼル教室のエリスとは廊下で別れ、カミトたちはレイヴン教室の講堂に入った。

　まともに講義に出るのは、何ヶ月ぶりだろう。

　ヴェルサリアに勝利して〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉出場が決まってからは、ほとんどの時間を訓練に費やしていたし、学院に戻ってきたとき、カミトはレスティアを失ったショックで記憶を失っていた。その後も、ローレンフロストに向かったり、フィアナを奪還したりと、まあ、いろいろあったわけだが──

「あそこに座りましょ」

　カミトたちは後ろの方の席にすわり、精霊語の教科書を広げた。

「教科書の記述も、大きく変更されるんでしょうね」

「……そうだな」

　教科書に目を落とし、呟つぶやくクレアに、カミトは相あい槌づちを打つ。

　なにしろ、〈五大精霊王エレメンタル・ロード〉の盟主であった〈聖王〉は消滅し、ほかの〈精霊王〉も、かつての強大な力を失ったのだ。

　それに、カミトたちが〈神儀院〉に話した真実、〈異界の闇〉と〈天使〉、六千年前の〈精霊戦争〉、〈闇の精霊王〉レン・アッシュドールの存在、千年前の〈魔王〉スライマンの真実、精霊イリスや聖女アレイシアのこと──

〈神儀院〉がどこまで真実を明らかにするのかはわからないが、これまでの精霊学の研究内容が大きく変わることは間違いないだろう。

「〈神儀院〉では、お嬢様のパンケーキのレシピを載せる案もあるそうですよ」

「たしかに、〈精霊王〉を虜とりこにしたパンケーキだものね」

　嬉うれしそうに言うキャロルに、フィアナが頷うなずく。

「ごく普通のパンケーキなのですけど……」

　リンスレットは困ったように首をかしげた。

「そういえば、あたしと姉さまの焔ほのおのことも報告しないとね」

　はるか太古に〈精霊王〉たちが盗み出し、人間種族に与えられた、〈異界の焔〉。

　クレアは卒業までに、その焔のことを研究するのだそうだ。

「スカーレットの姉妹とか、〈精霊戦争〉のことも調べてみたいし──」

　足もとでスカーレットが、ニャーと鳴く。

「──お前たち、早く席につけ」

　と、教室にフレイヤ教師が入ってきた。

　彼女は教壇の上で、トントンと資料を束ねると、

「あー、今日は非常勤の講師を紹介する」

　こほん、と咳せき払ばらいしてそう言った。

「非常勤の先生？」

　クレアとリンスレットが顔を見合わせる。

「可動できる講師の数が足りてないのかもしれないわね」

　フィアナが言った。

　……たしかに、ミレニア・サンクトゥスの学院襲撃事件や、アストラル・シフト実験による〈魔精霊〉の召喚事件で、多くの教師が負傷した。優秀な精霊使いの手は帝都の復興にも割かれているし、全体的に人手不足なのだろう。

　──と、教壇の前に、スーツ姿の女が颯さつ爽そうと登場した。

「──本日付で講師となった、〈レン・アッシュベル〉だ、よろしく頼む」

　美しい紅ぐ蓮れんの髪。顔に真紅の仮面を装着した女が──

「え、ええええええええええええっ!?」

　クレアの声が、教室中に響き渡った。





　　　　◆






　学舎の屋外にあるカフェテリア・スペース。

　学院生は焼きたてのパンが食べ放題なので、人気のスポットだ。

　初級精霊学の講義の後、エリスと合流したカミトたちは、仮面の教師を詰問した。

「……～っ、な、なんで姉さまがいるの！」

「グレイワース卿きように頼まれてな。クレア、リボンが乱れているぞ」

　平然とした様子で、ルビアはクレアの襟元をなおす。

「どこに行ってたんだよ。クレアが心配してたぞ」

「〈教国〉の軍船を使って、〈教導院〉の遺児たちを故郷に戻していた」

　ルビアは言った。

「戦乱は終わった。〈[image: ]獄の使徒チーム・インフエルノ〉を組織する必要はなくなったのでな」

「そうか……」

　帰る故郷があるのはいいことだな、とカミトは思う。〈教導院〉に連れて来られた中で、故郷に帰れた子供は、これまで一人もいなかったのだ。

　身元のわからない子供は、いったん帝都の施設に預けているらしい。諜ちよう報ほう専門のリリィが、少女たちの故郷を全力で調べているそうだ。

「あの、どうして仮面を着けているんですか？」

　と、今度はフィアナが訊きいた。

「〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の素顔は晒さらせまい。またお前の名前を借りるぞ、カミト」

「ああ、それはかまわないが……」

　そう、彼女は世間的にはまだ、〈[image: ]獄の使徒〉のリーダーとして〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場した仮面の精霊使い、レン・アッシュベルとして認識されているのだ。

「私の講義は厳しいぞ。妹だからといって、甘い評価を期待するなよ」

　焼き立てのメロンパンを手にしつつ、ルビアは厳しい声でクレアに告げる。

「は、はい、姉さま……」

　緊張した面持ちで頷うなずくクレア。と、そこへ──

「あーっ、兄にい様さまだわ！」

　聞き慣れた声と共に、ぱたぱたと軽い足音が聞こえてきた。

　振り向くと、なんと学院の制服を着た、ミュア・アレンスタールだ。

「ミュア、どうしてここに!?」

「学院に通ってみたいというのでな、グレイワース卿きように話は通してある」

「ほら、兄様とおそろいの制服よ！」

　ミュアはその場でくるっと回ると、スカートと暗灰色の髪が翻った。

「なるほど、な……」

　ミュアの情操教育を考えると、学院に通うというのはいいことかもしれない。彼女の年齢であれば、本来はエルオール初等学院などに通うべきなのだろうが──

（……ミレーユが入学してきたら、いい友達になりそうだな）

　と、そんなことを考えていると、

「──ここにいたのですね」

「レオノーラ──」

　こんどは、竜の大剣を腰に吊つったレオノーラが歩いて来た。

　彼女はドラクニアと学院の交流活動のため、しばらくここに滞在するらしい。

　昨晩はカミトと同じくらいの〈竜酒〉を飲んでいたはずが、その表情はけろっとしている。やはり、竜精霊と契約した姫ひめ巫み女こは、身体が頑丈なのだろう。

「ここの学食はとてもおいしいですね。気に入りました」

　レオノーラは、カミトたちの座るテーブルの端に腰をおろす。

　周囲のテーブルから小さな歓声が上がった。

　学院都市が、召喚された〈魔精霊〉の群れに襲われた際、援軍に現れた〈竜皇騎士団〉が、たちまち駆逐した。そのおかげで、アレイシア精霊学院において、レオノーラの人気はとても高いのだ。

「午前の教練は、もう終わったのか？」

「ええ、ここの学院生はなかなか見どころがありますね」

　レオノーラは頷き、言った。彼女は剣舞の指導教官をしているのである。

「カミト、あなたとも、近いうちに手合わせ願いたいのですが──」

　カミトの目をまっすぐに見つめ、レオノーラは不敵に微笑ほほえんだ。

　グレイワースに〈絶剣技〉を教わり、竜の騎士はますます強くなっているようだ。

「剣舞なら、好きなときに付き合ってやるぞ」

「夜の剣舞ですか？」

「……っ、ば、ばか、昼のだ！」

　カミトは激しく噎むせた。

「昼間から夜の剣舞をするなんて、カミトはえっちですね」

　頬ほおを赤く染め、もじもじと呟つぶやくレオノーラ。

「ちょ、ちょっと、なんの話をしてるのよ！」

「レ、レオノーラ殿、破は廉れん恥ちだぞ！」

　クレアとエリスが声をあげる。

　彼女はこほん、と咳せき払ばらいして、

「──ところで、みなさんにいいお知らせを持ってきましたよ」

「……？」

　唐突に切り出したレオノーラに、カミトたちは顔を見合わせた。

「いいお知らせとは、なんですの？」

　レオノーラは軽く息を吸い込んでから、言った。

「──次の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の開催が決定しました」

「ええええっ!?」

　クレアたちが驚きの声を上げる。

「……〈精霊剣舞祭〉って、ほんとなのか？」

「ええ。教えてくださったのは、〈竜王バハムート〉様ですから」

　間違いありません、と頷うなずくレオノーラ。

「でも、このあいだ開催したばかりですのに──」

「今回の開催には、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の再編が関わっているようです」

「なるほど、ね」

　フィアナが神妙な顔で頷いた。

〈聖王〉が滅び、〈元素精霊界〉と〈人間界〉との関係が変わり始めようとしているこのタイミングだ。精霊と人間の交わる〈精霊剣舞祭〉を通して、新たな関係性の構築を模索しようというのだろう。

「〈精霊王〉に奉納する儀式神楽ではなく、〈元素精霊界〉の精霊すべてを楽しませるために剣舞を舞う、というわけね」

　たしかに、戦火に倦うんだ大陸は活気づくし、いいアイデアかもしれない。提案したのは〈水の精霊王〉イセリアあたりか、それとも、お祭り好きのヴォルカニクスか。

「開催は半年後とのことです」

「結構近いわね、またチームの戦術を練り直さないと」

「クレア、まだチーム戦とは決まっていませんわよ」

「レギュレーションは前回大会と同じそうです。〈竜皇騎士団〉騎士団長として、また〈チーム・スカーレット〉と戦うのを楽しみにしていますよ」

「ええ、負けないわよ！」

　クレアとレオノーラは、軽く握手を交わしあった。

「ミュアも〈チーム・スカーレット〉に入ってあげるわ！」

「だめよ。チームの上限は五人だもの。ほかのチームをあたりなさい」

「えー！」

　ミュアはぷくーっと頬ほおを膨らませた。

（……〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉、か。そんなに昔のことでもないのに、妙に懐かしいな）

　カミトは晴れ渡った青空を見上げ、胸中で呟つぶやく。

　クイナ帝国のシャオ・フー、リンファ皇女、〈聖都〉で剣を交えたルミナリスは、きっとまた出場するだろう。

「前回優勝チームでも、油断はなりませんよ。なんでも〈教国〉には、〈魔王〉の後継者を名乗る、腕利きの男の精霊使いが現れたとか──」

「……それ、なんか知ってるやつの気がするぞ」

　カミトはうんざりした顔でうめく。

　まあ、以前は苦戦した相手だが、今のクレアたちなら余裕で倒せるだろう。

「カミト、闇の〈神威カムイ〉を使うのは禁止だぞ。精霊たちが興ざめするからな」

　ルビアが釘くぎを刺すように言った。

「ああ、わかってるよ」

　もともとあの力を使うつもりはない。……肉体への負担も大きすぎるしな。

「楽しみですわね」

　フェンリルがうぉん、と鳴いた。

「そろそろ午後の講義か──」

「そうね、行きましょう」

　クレアが立ち上がり、席を離れる。

　彼女の背中を追い、足を向けようとしたカミトに、

「カミト──」

　ルビアが声をかけてきた。

「ん？」

「お前は、あの中の誰を選ぶんだ？」

「……っ!?」

　振り向くと、仮面を外したルビアが、悪戯いたずらっぽい瞳ひとみでカミトを見つめていた。

　ルビアのそんな表情を見るのは、初めてだった。

「妹などはいいと思うが、どうしても決められなければ、私はフリーだぞ──」

　と、冗談なのかなんなのか──

　彼女はくすっと微笑ほほえみ、その場を立ち去った。





　　　　◆






「──やれやれ、もう次の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の準備とはな。気軽に引退もできん」

　その様子を、学院長室の窓から見下ろしていたグレイワースは、小さく肩をすくめた。

〈精霊剣舞祭〉が開催されるとなれば、学院の授業は、対抗試合をメインとした特別プログラムになる。また忙しくなるだろう。

　ともあれ──

「──坊やにも、居場所ができたようだな」

　仲間たちと歩く弟子の後ろ姿を見て、グレイワースは唇くちびるをほころばせる。

「あら、引退するつもりだったの？　あの〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉が？」

　風が吹き込み、黒い羽が舞う。

　漆黒の翼を広げた闇精霊は、部屋の窓際に降り立った。

　幼い頃から、カミトの成長を見守ってきた二人だ。

　敵対関係であることも多かったが、二人の間には古馴染みの気安さがあった。

「……まさか。もう少し、この学院を見守るよ」

「そう──」

　レスティアは、窓の外に視線を移し、慈しむような目でカミトを見つめた。

　心を固く閉ざしていたあの少年が、自分の居場所を見つけた──

（……私の役目は、彼をこの場所に導くことだったのかしらね）

　呟つぶやいて、レスティアは穏やかな微笑を浮かべた。
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　──学院に帰還して、数週間が過ぎた。

　カミトたちは学業と〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の訓練、対抗試合に明け暮れた。

　座学の試験にはやはり苦労したものの、クレアの勉強会と、ルビアの特別補講に助けられ、なんとか単位を落とさずに済みそうだ。

　ルビアの講義は評判が良く、毎回、教室が満員になる。なにしろ彼女は元〈精霊姫〉だ。教え方が丁寧で上う手まいのは、クレアと似ていた。

　指導教官として滞在していたレオノーラは、ファンの姫ひめ巫み女こたちに下着を身に着けない習慣を伝え、ドラクニア本国に帰還した。

　彼女に倣ってスカートの下に下着をはかないことが、学院生の間で大流行しているようで、風紀が乱れるとエリスは頭を悩ませている。

　彼女を更に困らせているのは、あのお固いヴェルサリアまでもが、パンツをはかなくなったことだ。ヴェルサリアはレオノーラと馬が合うらしく、交流を続けているうちに、影響を受けたのかもしれない。

「──〈精霊剣舞祭〉で戦うのを楽しみにしていますよ」

　そう言って、レオノーラは学院を去っていった。三度の訓練試合ではすべてカミトが勝ったが、半年後にはもっと強くなっているだろう。

　……そんなこんなで、学院でのあわただしい日々は過ぎていった。

　ある日の夕刻。講義を受け終えたカミトは寮に戻り、ベッドに横になった。

　エストとレスティアを壁に立てかけ、ふと物思いに耽ふけった。

（……あの戦いの日々が、遠い昔のようだな）

　煤すすで黒くなった天井を見上げながら、呟つぶやく。

　──この学院に来て、いろいろなことがあった。

　クレアと出会い、エストと契約した。クレア、エリス、フィアナ、リンスレットの四人の仲間と共に〈チーム・スカーレット〉を結成して、〈精霊剣舞祭〉に出場した。

〈浮遊島ラグナ・イース〉では、シャオやレオノーラたち強敵と出会い、戦った。決勝戦でルビアと決着をつけ、〈精霊王〉の祭殿でレスティアを失った。

　それから、一時的に記憶を失い、オルデシアの政変に巻き込まれ、ドラクニア、教国、〈魔王の都〉を旅して、帝都を奪還した。

　そして、世界の再誕を目もく論ろむ〈聖王〉を倒し、大陸を救ったのだ。

（……本当に、いろいろあったよな）

　と、そんな思いに耽ふけっていると──

「カミト、戻ってるの？」

　そっと部屋の扉が開く。

　クレアだ。訓練のあと、水浴び場で御祓みそぎをして戻ってきたのだろう。

「ああ……」

　カミトは半身を起こした。

「ふ、ふーん、一人なのね……」

　呟つぶやくと、クレアはきょろきょろとあたりを見回し、こほんと咳せき払ばらい。

　部屋の中に入ってくると、ぽふっとカミトの隣に座った。

　夕日のせいか、白いうなじがほんのりと赤みをおびている。

「……早いものね。〈浮遊島ラグナ・イース〉での戦いが、もう数週間も前だなんて」

「そうだな」

　カミトは頷うなずく。たしかに、今の学院での平和な日常は、まるで夢のようだ。

　……そのまま、クレアはしばらく無言になった。

　学院都市に夕日が落ちる。部屋の中が暗くなってきた。

　カミトが〈精霊鉱石〉の明かりを点つけようとすると、

「待って──」

　クレアがカミトの腕を掴つかんで止めた。

「……どうしたんだ？」

「あ、え、えっと……」

　クレアは頬ほおを赤らめ、もじもじと指先を合わせた。

「ほ、ほら、今日はあの日でしょ？　明かり、恥ずかしいし……」

　きゅっと唇くちびるを噛かむクレア。カミトは思わずドキッとした。

「ま、まだ早いんじゃないか？」

「そ、そうかしら？　でも、もう暗いし」

「けど、まだ、みんなが──」

　ごくりと息を呑のむカミトの口もとに、クレアがそっと人差し指をあてた。

「み、みんなには内緒よ。先に儀式を始めたっていいでしょ──」

　クレアはそのまま、小柄な体をカミトに預けてきた。

「……!?」

　儀式──というのは、あの〈闇神楽〉のことだ。

〈闇の精霊王〉はこの世界から消滅したが、その力はまだカミトの中に宿っている。

　暴走して〈魔王〉になることはないものの、無限に溢あふれ出す闇の〈神威カムイ〉を持て余しているのも確かだった。

　このままだと、半年後の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で強敵と当たった時、闇の〈神威〉を無意識のうちに使ってしまうかもしれない。

　そんなわけで、カミトが力の制御に慣れるまで、数日おきに〈闇神楽〉の儀式を執り行ってもらっているのだった。

　レイヴン教室寮で夜な夜な繰り返される儀式は、学院の中でも噂うわさとなり、学院生たちは、〈魔王〉の主催する夜の〈精霊剣舞祭〉と呼んでいるらしい。

　……ひどい誤解だ。

「……カミト、目をつむって」

　クレアはちゅっとカミトの頬ほおに口づけをした。

　まだ慣れていない、初々しいキス。

「ク、クレア!?」

「ほ、ほら、力を抜きなさいよね……」

　耳まで真っ赤にして、クレアは怒ったように言う。

〈闇神楽〉は姫ひめ巫み女こを信頼しきって、体を完全に預けなければ効果がないのだ。

　密着するクレアのかすかな息遣い。小さな胸の膨らみが腕に当たる。

「こ、こんなこと、好きな男の子にしかしないんだから、ね──」

　クレアがカミトの体を抱きしめた、その時。

「クレア、抜け駆けはだめって言ったでしょ！」

「……っ、ふああっ！」

　扉が勢いよく開いて──

　フィアナ、エリス、リンスレットの三人が部屋に入ってきた。

「まったく、油断も隙もないわね。まだ夕方なのに」

「協定違反ですわよ」

「うむ、独り占めはよくないぞ」

「……～っ、ま、まだ授業があるんじゃなかったの？」

「ふふっ、姫巫女の直感を甘くみないことね」

　フィアナが人差し指をたてて言った。

「〈闇神楽〉の儀式は、みんなで執り行う約束でしょ。ま、おおかた雰囲気に流されちゃったんでしょうけど」

「……わ、わかってるわよ」

　クレアは顔を真っ赤にして、そっぽを向いた。

「ふふ、お待たせ、カミト君♪」

　フィアナが靴を脱ぎ、ベッドの上に乗った。

「楽にするといいぞ」

「は、恥ずかしがることはありませんわ」

　エリスとリンスレットも、ベッドに上がる。

　狭いベッドの上はギュウギュウ詰めだ。

「ちょっと、あんたたちね……！」

「カミト君、私、いまパンツをはいてないのよ」

　フィアナはくすっと微笑ほほえみ、スカートの裾をチラッとまくる。

「……は!?」

「な、なにしてるのよ！」

「お、王女殿下！　姫君ともあろうお方が、そんな破は廉れん恥ちな──」

「ほら、最近、女の子たちの間で流は行やってるでしょう？　それに、このほうがカミト君の〈神威カムイ〉を肌で感じることができるし──」

「……っ!?」

　思わず、フィアナのスカートに視線を落とすと、恥ずかしそうにもぞもぞしている。

　……まさか、本当にはいてないのか!?

「ちょっとフィアナ、なにしてるのよ！」

「──ふふ、楽しそうね、私も交ぜて」

　ふわり、と黒い羽がベッドの上に散らばった。

「レスティア!?」

　カミトが顔を上げると、闇色のドレスを纏まとった少女はベッドの上に降り立った。

「あ、あんたは精霊なんだから、儀式に関係ないでしょ！」

「あら、そんなことないわよ。闇の力を抑えることはできるわ」

「なにをするつもりですか、闇精霊」

　壁に立てかけた〈魔王殺しの聖剣デモンスレイヤー〉が光を放ち、エストの姿になった。

　エストはカミトの膝の上に座り込み、ベッドの上は女の子で溢あふれてしまう。

「……～っ、せ、狭いですわ！」

「カミト、すまない、胸があたっているのだが……！」

「な、なんなのよ、もう！」

「ふふ、夜の魔王は大変ね。こんなにお妃きさき様がいて、どうするつもりなの？」

　レスティアがくすっと微笑ほほえんだ。

　……完全にこの状況を楽しんでいるようだ。

「ど、どうするって──」

「大丈夫よ。そんなカミト君のために、いい方法を考えたの♪」

　フィアナが人差し指をたて、

「〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で優勝して、一夫多妻のハーレム王国を建国すればいいじゃない」

「……は？」

　……このお姫様、とんでもない提案をしてきたぞ。

「ハーレム王国ですって？」

「ええ。あらゆる〈願い〉を叶かなえる〈精霊王〉様の力は失われてしまったけど、かわりに大陸国家が報奨を与えるシステムになったでしょう？　〈教国〉のように一夫多妻を認めている国もあるんだし、オルデシアには、建国にちょうどいい領地があるわ」

「ひょっとして、エルステイン領？」

　と、クレアがハッとする。

　現在、エルステイン領は帝都より派遣された代官が治めているが、〈火の精霊王〉に滅ぼされ、荒野となってしまったあの土地には、温泉くらいしかない。

〈精霊剣舞祭〉優勝の報奨としては、そう過分なものではないだろう。

「あ、あんたにしては、悪くない提案ね」

「……ハ、ハーレムだと？　しかし……」

　エリスは戸惑った様子だが、

「たしかに、それが一番平和かしらね」

　レスティアは納得したように微笑んだ。

「カミト、ハーレムとはなんですか？」

　エストが無表情に訊きいてくる。

「まてまて！　そもそも認められるのか、そんな願いは！」

　──〈精霊剣舞祭〉は、精霊たちに奉納する神聖な儀式神楽だ。

　そんなひどい〈願い〉は、〈精霊王〉も認めないだろう。

「……そうですわね。ちょっと、イセリア様に聞いてみますわ」

「え？」

　リンスレットが左手を耳に添えると、氷薔ば薇らの刻印が輝いた。

「……ええ、なるほど……では、はい……」

　彼女は何度かこくこく頷うなずくと、

「オーケーでしたわ！」

　なんだか軽いノリで親指をたててくる。

「ええっ!?　っていうかリンスレット、〈精霊王〉と直通なのか……」

　……これでは〈水の精霊姫〉の立つ瀬がない。

「〈精霊王〉様の許可も出たわね。名前は夜の魔王ランドなんてどうかしら？」

「絶対やめろ！」

　楽しそうに言うフィアナに、カミトは突っ込んだ。

「けど、ハーレム王国を作るとして、誰を第一のお妃きさき様にするのかしら？」

　レスティアが水を向けると──

　女の子たちは、カミトを挟んで顔を見合わせた。

「……わ、わたくしは、一番でなくてもいいですわ」

「そうね、私も愛人枠でいいわ」

「みんな平等に扱ってほしい」

「そ、そうね、ほんとは一番がいいけど……み、みんなと一緒でいいわ」

　クレアが顔を真っ赤にして口ごもる。

「カミト、私はあなたの剣、あなたの望むままに──」

　思い思いの希望を口にして、かしましく議論を交わし合うお嬢様たち。

「と、とにかく！　そうと決まれば、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉、絶対優勝するわよ！」

「ええ」

「そうね！」

「もちろんですわ」

　カミトの意向を無視して、ハーレム王国建国の話で盛り上がるお嬢様たち。

（……なんだか大変なことになりそうだな）

　カミトはため息をつく。

　けれど、なんだか──

　と、彼女たちを見守るカミトの耳元で、

「カミト──」

　レスティアがそっと囁ささやいた。

「……？」

「──あなたは、いま幸せ？」

　その問いかけに、カミトはハッとした。

　──幸せ。〈教導院〉にいた頃は、わからない、と答えていただろう。

　そんな言葉とは、無縁の人生だった。

　けれど、いま彼は、大切な仲間のお嬢様たちに囲まれている。

　クレアが、エリスが、フィアナが、リンスレットが──

　エストとレスティアが、ここにいる。

　過酷な戦いの中で、誰一人として欠けずに守り抜くことができた。

　目の前にある、このかけがえのない日常を守ることができたのだ。

　だから、その問いかけに、

「ああ──」

　と、カミトは微笑して頷うなずいた。




　──かつて、〈最強の剣舞姫〉と呼ばれた少年。

　彼が剣と学院と火猫少女と出会い、始まった物語は、ここで一いつ旦たん幕を閉じる。

　けれど、精霊と精霊使いたちの物語は、この先も続くだろう。

〈魔王〉と姫ひめ巫み女こたちは、精霊使いの剣舞を舞い続けるのだ。


【ＦＩＮ】

















あとがき






　──あんたに奉納する、〈最強の剣舞姫レン・アツシユベル〉の剣舞ブレイドダンスを！




　志し瑞みずです。大変お待たせいたしました。

『精霊使いの剣舞』最終巻『共鳴の聖魔剣』をここにお届けします！

　世界を消し去る〈聖王〉の計画を止めるため、〈精霊姫〉と共に〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉へ向かったカミトたち。しかし、復活した聖剣の力によって〈浮遊島ラグナ・イース〉は破壊され、〈チーム・スカーレット〉のメンバーは離れ離れになってしまう。そして、闇の力に呑のみ込まれたカミトの前に現れたのは、〈レン・アッシュドール〉を名乗る少女だった──

　そんなわけで、遂ついに最終巻。お楽しみいただけましたでしょうか。最終巻の執筆中は、あれも書きたいこれも書きたいとのたうちまわったりしていましたが、最後は思った通りのいいエンディングに落ち着いたと思います。

　……いやー、それにしても長かった。シリーズの１巻の発売が２０１０年の年末なので、かれこれ８年間もこのシリーズを書き続けていたことになりますね。感慨深い。

　20冊も書いていると、キャラクターへの愛着がわきすぎて、正直終わらせたくないー、と思うこともありました。まだまだまだ書き足りない、と。でも、小説として描かれないだけで、カミトやクレアはこれからも、長い人生をずっと生きていくんだと、あっちの世界で元気にやってるんだなと、最終巻の執筆を終えた今はそう思えています。ハーレム国のお姫様はいったい何人になるんだろう（少なくとも12人は確定ですね！）。

　ちなみに、サブタイトルの『共鳴の聖魔剣』は、原はら田だひとみさんの歌われたアニメのＯＰテーマより頂きました。エストとカミトの曲であり、レスティアとレン・アッシュベルの曲でもあり、最終巻を読んだあとであらためて聴いていただければ、また新たな印象があるのではないかと思います。

　そんなこんなで本シリーズ、途中で刊行ペースが落ちるなど、いろいろとご心配をおかけしましたが、なんとか完走することができました。ひとえに読者の皆様の応援のおかげです。また、この８年間で、様々な貴重な経験をさせて頂きました。

　読者の皆様とお話しできたサイン会、台湾のイベント（すごく楽しかった、一生の思い出です。台湾のファンの皆様ありがとう！）、氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生の神コミカライズ、４年前にはアニメ化もしていただいて、毎週の脚本会議はとても刺激になりました。アニメのユニット、『にーそっくすす』のイベントはなにもかもが本当に最高で、終幕剣舞の光景はいまも強く思い出に残っています（もっと語りたいけどページがない！）。また、去年はアニメと同じキャストさんによる、ドラマＣＤも製作していただきました。こちらは脚本を書き下ろしたのですが、声優さんの演技がとにかく素晴らしく、プロの技を堪能させていただきました。いろいろな経験をさせてくださったことに本当に感謝しています！

　シリーズの完結は寂しい思いもありますが、今はとても晴れやかな気持ちです。

　最後に、精霊使いの剣舞ブレイドダンスに関わって下さった皆様に謝辞を。

　数々の可愛かわいいキャラクターを生み出してくださった桜さくらはんぺん先生、ＳＤキャラ担当のうめだ夏か乃の先生、後を引き継いでくださった仁に村むら有ゆう志じ先生、そしてラストを一緒に駆け抜けてくださった〆しめ[image: ]さばコハダ先生、本当にありがとうございました。お陰様で、『精霊使いの剣舞』は最高のゴールを迎えることができました。

　これ以上ないほどのコミカライズ作品を描いてくださった、氷ひよう樹じゆ一いつ世せい先生。

　アニメを手がけてくださった柳やなぎ沢さわテツヤ監督、吉よし岡おかたかを様、藤ふじ井いまき様、河かわ井い様、畠はたけ山やま様、ＴＮＫのスタッフの皆様、プロデューサーの田た中なか様、キャラクターに命を吹き込んでくださったキャストの皆様。ドラマＣＤを作って下さったコネクトハーツの柏かしわ木ぎ様、よねぞう先生。

　シリーズ立ち上げの恩人である庄しよう司じ様、成なり田た様、洲す川かわ様、中なか道みち様、歴代の編集長様、校正様、デザイナー様、営業様、宣伝担当の皆様、そのほか関わってくださった大勢の方々に、心よりの感謝を！

　そして、最後に。20巻もの長いシリーズを読み続けてくださった読者の皆様、本当に本当に、ありがとうございました！　頂いたアンケートのご感想、ファンレターは、一生の宝ものにします！

　最後に少しだけ宣伝を。現在、月刊コミックアライブにて、市いち原はら和かず真ま先生『放課後ビッチ・クラフト』、ＷＥＢ雑誌水曜日のシリウスにて、青あお桐ぎり良まこと先生『異世界マンチキン』の原作を、それぞれ担当させて頂いております。『放課後ビッチ・クラフト』の１巻は、剣舞の最終巻と同じ３月発売です。どうぞ宜しくお願いいたします！

　また、『精霊使いの剣舞』ドラマＣＤも好評発売中です。初回限定盤には人狼カードゲーム（イラストはよねぞう先生）も付属しておりますので、こちらも是非！

　そしてそして、ＭＦ文庫Ｊで執筆中の新シリーズも、なるべく早くお届けできるよう準備中ですので、どうぞお楽しみに。

　──それでは、次は新シリーズでお会いしましょう！








　　　　　　二〇一九年　二月　志し瑞みず祐ゆう（#nowplaying『刻印讃歌』）
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『ロマンス小説の秘密』





（……っ、はうう……だ、だめよ、こんな……ああっ……）

　休日。クレアはベッドの上で、お気に入りのロマンス小説を読んでいた。

　ヒロインである公爵家のお姫様が、海賊のプリンスに攫われ、あんなことやこんなことをされてしまう、ちょっと過激な内容だ。その海賊のプリンスというのが、

（……ちょ、ちょっと、カミトに似てるのよね……）

　黒髪の冷たい目をした美少年。

　乱暴な言葉遣いが、まるで出会った頃のカミトのようで、お姫様の顎をくいっと持ち上げてキスをするシーンなど、何度読んでもドキドキしてしまう。

（あ、あたしも、カミトにこんなこと……）

「──クレア、入るぞ」

「ひゃん！　ね、姉さま!?」

　あわてて跳び上がり、持っていた本を取り落とす。

　部屋のドアを開け、入ってきたのは、姉のルビアだった。

「すまない、取り込み中だったか……これは？」

　ルビアは床に鋭い目を向けた。落とした視線の先には、半裸のお姫様の縛られた、ちょっと過激なページが開いたままになっていた。

「この本はなんだ？」

「え、えっと、違うの……これは、その……」

　もじもじと指をあわせるクレア。ルビアの目が険しくなる。

「このようなものは、学院に相応しくない。預かっておくぞ」

「は、はい……」

　ロマンス小説を手に、ルビアは出ていってしまった。

「……～っ、はぁ……しかたないわね」

　──廊下に出たルビアは、ドキドキする心臓を抑えつつ、早足で歩く。

（……っ、まさか、クレアがこれを読んでいるとは──）

『愛の海のプリンセス』は、数年前、帝都でベストセラーになったロマンス小説だ。作者は不詳。一体どんな恋愛の達人が書いたのだろうと、女の子の間で話題になった。

　その作者は、当時〈神儀院〉にいた〈精霊姫〉の少女だと知る者は、そう多くない。はじめは少女が手慰みに書いた物語を、数人で回し読みして楽しんでいたのだが、あるときそれが外に漏れてしまい、本として出版されてしまったのだ。

（……～っ、こ、この本は、この世から滅ぼさなくては……）

　ルビアの手の中で、『愛の海のプリンセス』が消し炭になった。
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